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平鹿遺跡;土、子鹿部増田町にあり、この地域のカドミウム

よる土壌汚染対策事業に伴って、昭和57年度に 7，650n12の

発掘調査を実施しました。

その結果、縄文時代晩期の墓跡や、弥 、平安時代の

住居跡、中世陶器などが発見されました。殊に縄文時代晩期

後半期の それに伴う祭杷遺構や多くの出

土遺物は、縄文時代の墓告1]とその背景にある社会構造を解明

する上で極めて貴重な資料であると考えられます。

ここに本書を刊行するにあたり、秋田県農政部農地開発課、

平鹿農林事務所土地改良課、増田町教育委員会、同産業建設

課の御協力に対し厚く感謝の意を表するとともに、本書が学

術トは勿論のことミ埋蔵文化財に対する御理解の一助として

役立つことを願ってやみません。

昭和田年 3月

秋田 県教

教育長

之_::，_.
コス

畠 山芳郎



平鹿遺跡発揚調査報告

;大

1意はじめに一…ー・…一-

第 1節 発掘調査に至るまで......................................一-一.........一...... 1 

第 2節調査の組織と構成・……・…一…………………ー…………-………一.. 1 

2叢 遺跡の立地と環境…・・………………………………………ー・.......... 4 

第 1節 自然的環境…・………………………………………………・ー・……一一 4 

第2節 歴史的環境……・……………………..;0 ~ .. . .. ..一………・……ー・…一……一 13 

第 3章 調査の方法と経過理*.. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ~ .. .. ..傘 a・・・・・・・・・垂・・・・・・・・...................………… 16 

第 1節 グリッドの 16 

第 2節調査経過……………一一………・………………………………………・ 16 

第 4章 発見された遺構と遺物……・…・…・…・…・……・・…・…………………・ 18 

第 1節遺跡、の土層一………………ー・……………………………ー…………一 18 

第 2節 検出遺構と遺物・…………………・……………ー…………・ー・………・ 24 

5 ま )〆 め...................".・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・ 220

'm阿
お

1
ょ
っ
ω

第

第

検出された e 遺物の;検討・・…ー・・・・……..........一・・・・・・暢…・・・・・・・・・・・・・ 220 

239 

別編 I 秋田県はりま館、大岱II、案内 V、払田柵および平魔の

各古代遺跡!こ~l の火山灰の鉱物化学的分析ー…，…"=".，，………ー・ー……一 243

11 



国 ;援 i大

部 1P;<jJ日記 i立1M、 弔u'(万IIIJから見た、ド鹿i立跡 3. S K050土墳

第2図版遺跡 1 .南東万I(IJから凡た平鹿j五 第 L:l図 I;J~ 潰 11;U、 1 SKOS1-i)席

同; 2 S K05:3:::l二 J~を

. [JEj)]主人!llJuよ1)見た平 ::> S KOS7 1-)世1

鹿遺跡 第141:互ll:k .i立跡 1. S K 058 . 059土地ー

第 3図版遺跡 1. S K0:1(J-037・073・075 2. S K062ニヒJJftt

オ-.j)jii ζ3 S 1く063:::1ニjJ$[

2. S K030-0:)7・073・075 第lSl宝j!ili ;立腕; K071ゴ-)境

+)! S KU76:::!)JSi 

第4図1;& 遺跡: 1 S R001土器柁 3 S K07til二墳

2. S R019土器柁 第16図版遺跡 1. S K079土竣

第5図!日記 述跡 1. S N 025石間炉
‘〉 S K080土1底

. S Q001配百 :3. S K081-1)府

第 6[~)日 J五日高: 1. S N 024bl羽炉 rt; 17 同JiI~ 遺跡; S K084 ・ 085 二t-.J~7i

S Q006自己石 2. S K 084 ・ 085土 W'~

2事 S Q014配石 ，} S KOぷb土場5

第7図版遺跡 1. S X006大j同A式土器 第181'2]J坂浩跡 1. S K087:士.，~~~

ー括出土状態 2. S KO肝二!三}境

2. 第JV層の造物IH土状態 3. S K083・088-090土壇

第8回収遺跡 1. b製小五出土状態 与~19rzl JiJi j主同: 1 . 己Kり¥::)2土填

ワω.  2. S K097・100・101.:Jゾ底

第 9国)i反 i主i尚; 1 .土墳群 3. S K098二仁J19i

配1:.1を伴う土壇群 第20国府立 i主 hl，~; 1 . 己K102・115土填

第10図版遺跡 1. S K013 ・ 019 十~J}9t . S K lOSごI)JNI

2. S 1く024二l二#IN 3 S K110.-上Wi

S K02td二 1~1 第21[31Jt反 i宣E舟 1. S K1l21-.江主

第11図版遺跡 1. S K027 ・028ニヒ}jl;y 2. S K116ゴニ単i

2 S K 027 :tJmii 3. S K llG土J~1

3. S K029ニヒJjby 第22図版遺跡 1 S K 117:::1，，)JSi 

立n21:zJJiJi .i宣跡 1. S K030土峨 2. S K 122二!こJ1;;'(

2. S K038-041二LJJI;'l 3. S K 126土品質

llJ 



第23LRlliJi :ì宣~~fJ~ 1. SK127-129j)JR; 2. S N005七字問炉

2. S K 130\二 #l~ :3. S N 007七回炉

::;. S K 131・134・135土騎 第35図版遺跡 1. S N007h囲炉

第24図版遺跡 上 S K132土墳 2. SN012石岡炉

2. S K133土墳 3 S N014・016石間炉

3. S K 136土横 第36図版遺跡 1. S N 014・01611間炉

第2SI';{j )i)'~ 遺跡 1. S K 137土:tJ長 S Q002語己石

2. SK138-141土壌 2. S N 014石間炉

3. S KH2土駿 S Q002[配石

第26図版遺跡 1 S K 14:ぅ土墳 3. SN017石間炉

2. S K146j二 J)]~ 第37図版遺跡 1. SNOlS.019石岡炉

3 S K 147 十.~J:~ ，}日I"¥l018・019石間，)日

第27図)i)'l. 遺跡 1 _ S K 148二iゴ些 3. S N020石岡か

2 S K 150-152二日産 ~~~38図版造的: 1 S N 021石田炉

3. S R001土器柁と七層 2. S N 022石間炉

*~28図版遺跡 i s S 氏。04ご仁22桔 3. S N 023石西炉

S R005:::l二器;怜 第39!ヨi版遺跡 1. S N 024百四炉

3. S R009土器桔 2. S N 025石田炉

第29図版遺跡、 1. S R009土器桔 3. S N 02S石間炉

2. S R010土器棺 第刊図版遺跡 1. S N02f3石間炉

3. S R012土器棺 2. S N 027石田')li

第30図版遺跡 1. S R015J_器柁 3. S N 028石聞がi

2. S ROlf1土器棺 第41図版遺跡 1. S N 029石間炉

3. S R016土器棺 2. S N030石囲炉

第31図版遺跡 1. SR017土器棺 3. 日N031・032石間炉

2. S R017土器柁 第42凶版遺跡 1. S N 033石囲炉

:3. S R 018土器桔 S Q003配石

第32図版遺跡; 1. S R020土器桔 2. S N 033石間炉

2. S R021土器宇宙 3. S N034石間炉

3 S R022土器i1; 第431.'Rl版遺跡、 1. SN037石間炉

第33図版遺跡 1. S R028土器柁 2. S N 037石凶炉

2. S R030土器伴; 3. R N o 39::r::J閤炉

3. S R031土器棺 第44図版遺跡 1. S N040石囲炉

第34図版遺跡 1. S R034土器棺 2. S N042石囲炉

IV 一一



3. S N044口!現炉 3. S X 009i舎で場

主~A5図版遺跡 1. S N(HThf叶i:Ji 造物/+¥土状態

2.δN048七回士)-1 第54図 版 遺 跡 1. S X009捨て場

3 S Q002高己石 遺物出土状態

第46図版遺跡 1. S Q 002配石 2. S X009捨て場

2 S Q 002í~G石 遺物出土状態

3. S Q006自己石 3. S X009捨て場

第47図版遺跡 1. S Q 006由己主{ 遺物出土状態

S N024石間灼 1 第55図 版 遺 跡 1.第IV層ト，屈の:IK態

2. S Q007自己石 2 第JV層トー而の状態

3. S Q007配石 3. 土器出土状態

第48図版遺跡 1. S Q 007配石 第56図 版 遺 跡 1 .土器出土状態

2. S Q007配石 2. 土器出土状態

3. S Q007配石 Jつ =t旦τz旦ct'"i-.はJJ_…t寸f←lドk台，..，_，長、

第49図版遺跡 1. S Q 007配石 第57図版遺跡 1 .土器tB土状態

2. S Q009配石 2，土器出土状態

3. SQ015配石 3. 土器出土状態

第50図版遺跡 1. S Q 015@c:'行 第58図 版 遺 跡 1 .土器出土状態

2. S Q016配石 2. 土器出土状態

3. M D59IV層上面の配石 ~3 土器出土状態

第51図版遺跡 1. IVI B 59t也山tmの自己石 第59図版遺跡 1 .土器出土状態

2. S X001大洞C2式土器 2. 土器出土状態

一括出土状態 3. 石器出土状態

3. S X002大制C2式土器 第60図 版 遺 跡 1 ，石器出土状態

一括出土状態 2. ，6器tU土状態

第52図版遺跡 1. S X005大i[HjC2式土器 3 石器出土状態

一括出土:1ーた態 第61図版遺跡、 1.石器出土状態

2. S X005大淵Cz式土器 2. 石器出 i二状態

一括出土状態 3. 石器出土状態

3. S X006大ifiijA式土器 第62図版遺跡 1 .石器出土状態

一括出土状態 2. 石器出土状態

第53図版遺跡 1. S X006大j同A式土器 3. S 1 001竪穴住居跡

一括出土状態 第63図 版 遺 跡 1. S 1 002竪穴住屑跡

2. S X008包含層 2. S 1002竪穴住居跡

一一 V 



3. S I003竪穴住居跡

第64図 版 遺跡 1. S I003阜大住居跡

2. S 1 003竪穴住居跡

3 _ S I003竪穴住居跡

第65図版 遺跡 1. S I003竪穴住居跡

1 S K ( 1 

2 SK(I)002竪穴状遺構

3. S K ( 1 )003竪穴状遺構

第66図 版 遺跡 上 S 1 003~せ穴住居跡

図

巻頭記版 秋田県平鹿郡増田町平鹿遺跡{寸近地

形図

2. SK(I)001-003竪穴:j:!t

j室出

2 S N 001焼土遺構

3. S NOU2焼土遺構

第67図版遺跡 1 .調査風景

2. 調主主風景

3. 調査風景

第68-94図nli

遺物

次

第17函 S K013・019・020土壌実iNlji:m…ー……・27

第18図 S K013・020出土遺物..........一..........・28

第 1国遺跡の位置-一-一....一.................一......4 第19図 S K024土;嬢実iP，IJ圏一.........................29

第 2図 土地利用現状図・…………・・………..ー… 5 第20図 S K026-028土壌.S N 048石間炉実

第 3図 地形区分図……・………………………… 6 測図…………………・ー…………………:30

第4図 地形分類図…・……・・・…一・……・・・……… 7 第21図 S K027・028出土遺物…・ー…・ー・………31

第 5図 表層地質問・………………・…一一'…一....8 第22凶 S KU2Q-032. 074土J密実i!!lJ国ーー……..・32

第 6問 地質柱状断面国…"・ー.............引い・・ーぃ・ 9 第23図 S K033 . 03，1 .036 .037土壇実i~IJ 凶 a … 33

第 7図 矧斜区分図...・ s・・………………一・……… 9 第24[諸 S K035 ・ 015:::t-_~度実 ;WJ 図・………-……鑑・・ 34

第 8図 芥・水系密度図………一-…………ー・…10 第25図 S K035出土遺物…………ハ・…………"'34

第 9回大曲多横手金湯沢 3市のクライモグラ 第26函 S K038-040土壌実jftlJ回……………35.36

ブ ・・・・・・................・・・・・・・・・・ー".管省....冒晶“12 第27図 S K040出土濯物..……・………………

第10図 グリッド設定図一..............・・・・幽・・・・・・・・・・16 第28国 S K 041 -S K 046土壇実測図 .............38

第11[活 土層断面図 (1)・・一.............一一....19・20 第29図 S K041出土遺物・・ー・....................・・・寝泊

第12国土層断面図 (2)......... ....... ........ .21・22 第30図 S K047・048・050・051・053・055土

第13図 遺構と土層の関係模式回……一-…......23 境実~flリ図・……一..........・一一・…・…ー…… 40

第14図 S K001-003・005. 010-012土壊実

iftiJ ~五1 ・・一.....・ a・・・ e・・........・・・・・・・・・・・ー.......・・25

第15図 S K004j二土産. S D.003?蒋珊 SN001-

004焼土遺構実ifllJ図・…一…一..・・………26

第16図 S K011出土遺物ー...・・・ h ・・・・・・・・・・........・27

第31図 S K051出土遺物・・……一...・……………41

第32図 SK057-059・061-063・065・067・

068土境実iHlJ図.................................43

第33図 S K069-073・076・078土墳実iftlJ図・ υ ・44

第34図 S K071 . 073・076出土遺物・ー...…府…..45

一一 VI 一一



第35図 S K079-081 ・ 083~085 ・ 088J二域実 第66図 S R031-034土器結実ifliJ図・・・・・・ー一-一・・‘・84

iWJ[ヨ..，一....・・..賓・・・・..........................・47 第67図 S R001 ・004-007土器棺・・・・・・・・・・・・・・・・'85

第36図 S K083 .085・088出土造物....... ..... '"18 

第37図 S 1く086・087・090-092土噴実ifliJ図...50

第38図 S K087出土遺物............................51 

第39図 S K091出土遺物-……一'………………52

第40図 S K093-099土塘実ì~IJ 図・・・・・・・・・・・・・ .....53

第41関 S K110出土遺物.............'..・・・・・・・・・・・・・55

j第42国 S K 100-102・104・105・115土壌実

第68図 S R009・010. 015・018土器棺・・・置・.....86

第69図 SR01S1・ 021・022・024幽 028省 029土

器棺…………………ー…一一……一一.87

第70国 S R030-032・034土器棺 .................88

第71図 S N005出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一ー一-一.89

第72図 S N 005 .007・008. 012・018石間炉・

焼土遺構実mlJ図....……・一………・……..90

ilJiJ図...............・..・宥・・・・ー・..................・56 第73図 S N014・016・017石間炉実j員IJ図...一....91

第43図 S K106-112土壌実iflJJ図一一・…………57 第74図 S N014・016出土遺物・…・・・…・・・………92

第仏国 S K113・114・116-119土墳実測図 ...59 第75図 S N018-022石田炉実測図・・・・・・・・・圃・・・・・・93

第45函 S K116出土遺物....，一一...................60 第76図 S N023石図炉実iWJ図・・・ー...................94

第46図 S K117 ・119出土遺物...・窃・・ z・・・・・・・・・・・・61

第47図 S K 120-125土壌実mlJ図 .................62

第48函 S K122・125出土遺物一・・・・・・・・・・・・・・・・….63

第49図 S K 126-131土墳実測図……ー………64

第50図 S K130・131出土遺物一..................65

第51図 S K 132-138土壇実ifliJ121 ・・・・・・・・・・・・・・・・・66

第52図 S K13.3出土遺物…………・……………67

第53[~ S K139・141出土遺物一...................67

第54図 S K 139-145土墳.S X005土器一括

廃棄遺構実ìWJ 図・・‘・・企・ a ・..=.・~. ~ .・....宮......68

第55凶 SK146-148土l)j~突出IJ 図一-……......… 70

第56図 S K149出土i宝物ョ・......一-一......司・・....・・70

第57図 S K150-152土壇実iWJ図一....一・………71

第58図 S K 150-152出土遺物'一-一・ー・・・・ー.......・72

第59図 S R007姶身内埋納土器一………一・…ー・73

第60悶 S R001・002. 004-006土器結実iflJJ閲78

第(:;1凶 S R ()07 -_ 010土器桔実iHIJ図・ー…………79

第52図 S R012・015-017土器結実i!lJJ堅j....….80

第63図 S R018-022土器桔実iMlJo……………81

第64図 S R023-026土器棺実iWJ図……・・・…...82

第65図 S R027~030土器棺実ìWJ 図，一…......一 .83

第77図 S N 024:石間炉喰 SQ006配石遺構実iftJJ

図 .................................................94

第78図 S N024出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・95

第79図 S N025石間炉実ifliJ図一.....................95

第80図 S N025出土遺物一一.....................一....96

第81図 S N030出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.97

第82図 S N026-030石間炉実iNIJcm.…・・・…ー一一‘98

51ぅ83医I S N 031・033・034・036石i富士戸得焼ニL-.

遺構実iWJ図・………………・・・…-一…一-…99

第84毘1 S N03Lj埋設土器…....一…・・・・・一..，…一.100

第羽田 S N 037~039石間炉・焼土遺構実測図 101

第86はI S N 04()~()44 . 046石間炉・

実iftlJ図一……一-一.....一一・・………………102

第87国 S N047石間炉実現IJ国.................一一.103

第88図 S Q001配布遺構実iHlJ図・・・・・・・・...........104

第89凶 S (~002 ・ 00:3配主]遺構実担IJ図…-一…… 105

第90図 S Q0071配石遺構実illlJI21....……………107 

第91図 S Q 008-CnO・016配石遺構実話IJ図 ....108

第92函 S Q014自己"1]遺構実u!リ図ー・・・・・・ー・…......109

第93図 S Q014出ご!二遺物-………・・・ー・……一....110

第94図 S Q015配石遺構実icllJ図・・・・・・ー・・‘・・・111・112

Vll -



第 95図 S Q015出二i二遺物 (1)・・ー・…一.......113

第 96図 S Q ()l5出土遺物 (2)一一・….....…晶114

第 97図 SX001実iHlJ図....•.• ...• .......• •.•• "'115 

第 98国 S X001出土j宝物 (1) .................116 

第 99 図 S X001出土遺物 (2)・・・・・・一一.......117

第 100図 S X002・006土器一括廃棄遺構突出IJ

図 ..........................................118

第 101図 S X005出土遺物 (1) .. .............. .119 

第 102悶 S X005出了l:_.i室物 (2) ・・ー・・ーー..........120

第 103図 S X005出土遺物 (3)・・…………...121

第 104悶 S X006出土遺物 (1)一……………122

第 105図 S X006出土遺物 (2)ー………ー・…123

第 106図 S X009出土遺物 (1)……ー…・一...124

第 114図 S X009出土遺物 (9)…ー……...一.132

第 115図 遺構外出土遺物(縄文 1)…ー……136

第 172図 遺構外出土遺物(縄文58)............196 

第 173図 S K077土墳実測図.....................197

第 174函 S K077出土遺物 (1)…………ー….198

第 175図 S K077出土遺物 (2)…...…………199 

第 176図 遺構外出土遺物(弥生 1)・…一……200

第 177図 遺構外出土遺物(弥生 2)……一一 20}

第 178図 S 1001竪穴住居跡実iWJ図・・・..・・・・・・・203

第 179図 S 1001出土遺物一-…・….....………203

第 180図 S 1002竪穴住居跡実測図............205

第 181図 S 1002出土遺物・・ー.. ~ • . . . • . • .. .・告。...・206

第 182図 S 1003竪穴住居跡笑iWJ図一………207

第 183国 S 1003竪穴住居跡カマド実iWJ図 …208

第 184図 S 1003出土遺物 (1)・・・・・・・・一一.......209

第 185図 S 1003出土造物 (2)・・・・・・.............210

第 186図 S K ( 1 )001竪穴状遺構実irrリ図...・・ a ・211

第 187図 S K ( 1 )001出土遺物 (1) .…………212 

第 188図 S K ( 1 )001出土遺物 (2)…・………213

第 189図 S K( 1 )竪穴状遺構・ SK149土墳

実iHlJ図................................…一.214

第 1901::Rl S K( 1 )003実iHリ図 ......................215

第 191関 SK(I)003出:士'，1宣物...........….....215

第 192図 S N009・032・035焼土遺構実iWJ図・216

第 193図 S N032出土遺物………・……………217

第 194図 遺構外出土遺物(平安).……………218 

第 195図 遺構外出土遺物(中世)…一一…ー…219

第 196図 時代号Ij遺物の分布状態 (1)……一-一.222

第 197図 時代別遺物の分布状態 (2)……，一...223

第 198図 土横(楕円形)における長軸と短軸

との相関グラフ……………・・・…-一…227

第 199図 土墳(円形)における長軸と短軸と

の相関グラフ z

第 200図 土横長軸方位…一………・一……-一…228

第 201図 土器棺における口径と器高との相関

グラ 7 ・・・

第 202図 5遺跡における石囲炉の規模…ー…232

第 203凶 石俸・石万穆独ili~î石の分布状態…..236

第 204図 石鋸状石器・装飾品の分布状態ー…237

第 205図 土偶・土版・岩版の分布状態ー……238

付笹川 遺構配置国

付図 2 遺構配置図

一-VIlI 一一



第 1表 S X001 出土土器計iWJf痕..・・・・・・・・・・・・・・・118

第 2表 SX -・ 121

第3表 S XOOGf:H土土器計iHlJf直~. . . ~一.. . ~ .. . .. ..一.121

第4表 S X0091H土土器計iHlJ値一……………1:33

第 5表 S X009出土装飾品類グ 1)、ソド君Ij出土

数一覧表………………一・……………133

第6表 -・・・・・・160

第 7表 S 1003出土土器計~nlJ値……・・………210

第8表 S K ( 1 )001出土土器計iHlJ値・ー・一一・…213

次

第 9表 遺構外出すゴ二時三一htliJ1直・ー・圃ー・・ー…・.....219

第10表遺構外出土土器計iHlJ値・………………219

第11表

第12表配石のE1式分];11.一

-・・・・・ 0・224

F
D
 

つ十]
円

L

第l日3去 一七1-.三づJ以埠一と問配己干石7の関連....….一....一..一….一..….一..一...一….一..一..226

第14表 了土上器本料桔I点Iの7司1l!

第i臼5表 石囲炉‘焼土j遺室構の型型型1)式分類とその斑頻i 

!支率 一・…・一…一-…一・…・…・・…・ー…一.232

IX 一一



例一

四

国

4月13Bから同年 8月初日に渡っ

・OJ~

した、秋田

池田洋一、

J 

4.遺構は

ものがあり欠番がある。

各j支i巷ごとに)[]元日月は

したの

グ〕

スは カfあたった。

を付したが、

)との総数は第 5

ないと判断した

しである。

5.土層図中のレベル数値は標高である。

6. 土色の表記は農林省農林水産技術会議事務局!監修、財団法人日

版標準土色刷JJJ によった。

7 .勾玉・ノト玉などの王子製装飾

「新

秋田 J[産IIJ我二郎氏にお願

いした。

8. サメ歯垂飾品の魚種鑑定は秋田県立男鹿水族館長、竹内 健氏にお願いした。

9.骨片の鑑定は国立科学博物館人類研究部長、山口 敏氏にお願いし、同館地学研究部古生

物第三研究室、小野慶一氏に依った。

10. ~Ij編 I の平安時代遺構中火山灰の鉱物化学的分析は、

回一部助手にお願いした。

11， 遺構に使用した略記号は下記のとおりである。

S 1 ..一…・・竪穴住居跡 S K ( 1 )..... 

S N..…一・・石厨炉"焼土遺構 S Q.…..配布.

子貞雄教授、LlJ

S K.....・土i席 S R..... 

SD……瀧 SX…ーその他の遺構

X 
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第 1節 発掘調去に至るまで

第 1章はじめに

1節発掘調査に至るまで

秋田県は古くから 山県である。現在様行鉱山、休廃止鉱山は 240余りの多くを

数えるが、そのため鉱山廃水中に含まれるカドミウムによる農用地、産米の汚染もまた少なく

ない。

昭和46年には鹿角郡小坂町、1IIr北部西イ山北町で、また48年には米代JlI 汚染米

が検出され、県内各地にカドミウムによる汚染がj受透していることをうかがわせたのである。

平鹿郡内の増田町、十文字町、平鹿町も例外ではなく、玄米中のカドミウム濃度が 1ppm以上

の汚染米、 0.4ppm以上の準汚染米が検出され問題化したのは49年のことである。

この地方には東成瀬村ー田子内鉱山、稲川町大倉鉱山や県南部最大の銅鉱山である古乃鉱山が

分布して、県南地方鉱山地帯の中心となっており、こ 乃鉱山と呂される

その北北西 1.5kmの倉狩沢上流に位置し、向山の支山であるよ曽田鉱床上部の黒鉱である可能性

も少なくないとされている。

県農政音I~ではこうした事-態に対し、県内水田のカドミウム ラ315haのうち63%の898

ha宇土壌汚染対策地域に指芳子し、公害防除特別土地改良事業を 排土、

どにより、これら汚染された農用地の復元にあたるとともに水源転技のための用水施設の設置、

水路舗装による土疑の般化抑制などを行い、そのうち 49叫1h凶]弛aてでで、ψj、Jは土すでで唱に工工命事を完了させている O

そ(T;の穴乃}結果、 5訂7年度産う米i仕ミのカドミウムj汚寺染ロ、ツソト調査 ( i汚ち染地でtの}許無~'Í'写r午乍午

0.4 p隅P問m以上のカドミウiム、の検出;は立4羽9年度i以:ユ{日l降草の最少少、f値直を記録してしい為る

増田町増田字平鹿に所在する平鹿遺跡、は周知の遺跡であり、この付近…帯の

地改良事業により遺跡の破壊が予想されたため、県農政部と文化課が協議の上発掘調査を実施

することとしたのである。なお、 53年度に

あった。

第 2節調査の組識と構成

された梨の木塚遺跡も i可じ原因に基づくもので

遺跡名 称:平鹿遺跡(秋田県遺跡地図登録番号730 全国遺跡地図秋田県32-46)

遺跡所在地:秋田県平鹿郡増田町増田字平鹿58番地他

1 -



第 l言 はじめに

遺跡状況:水田・焔晶特!園地等20、OOOm'

土地所 古僑文太郎他

遺跡時代:縄文時代ljí;~期ー

調 原 四:

言埼 期間:昭和57年 4 月 13 日~t\月 ::;0 I::l 

調査対 題藷:8‘000汀]白

調査麗積 :7ヲ650m'

調査主体者:秋田

調査担当者 : 小 玉 秋田県埋蔵文化財センタ

調査補 佐員 :池 田洋一・高橋 修・小林

調 査 参加者:1可部雄亮・石川栄治・石川

奥山菊之助・奥山政美・

)11村竹治郎・国安久太郎・佐々

目、・村田 雅子

iを・石沢政雄・石田 忠雄

i原j台・加藤 J)] . 

之助・佐々

佐々 -笹山洋希・ 日青j台・佐藤 百成

政 佐藤弥一郎・紫丘! 大 e 市治

高橋 iiLa高橋間二郎町高話 ~.~~- a槻出 宗男 e内政伊一郎

内藤 永治・内藤喜一郎・内藤貞二京I~ ・福田 和夫・本田

松浦 i制清・ LL!E8 - . 111谷良助・ -浅野貞子

阿部勝子・阿部サダ子・ . :ti )11テノレ子容;伝)11

・遠藤俊子石川 マサ・石)11 -石田山

'.... }しエ a 大山 ユヨモ'織任i八重子宮小)1j:(モリ子 e 片倉

、ンヨ寸
-
d

J
布
1

昭子事 一J
j

ヴヰ一
、

4
5

きや子

々木ツヤ・佐々木テイ子・佐々

佐々木ょう子ー笹原

佐藤

サツー ¥ツ y

ケイ子 e 高婿アイ

クニ子ー

政子・ 礼子

愛子，

・高橋チエ子・

敬子・千回タカ子・

内藤キワ子・長坂妙子・福田 ノブ・松)11きち子・見回 慶子

矢野幸子.LL!本陽子

整理作業員:越後谷晴美，大西英子容大野 甲子，関本ヒロ子・関本

加藤正子・ 弘子・熊谷
61ニ:./.、

• 13じヂ号、
川川日 -小松郁子

- 2 -
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第 2章遺跡の立地と環境

第 l節 自然的環境

1 .地理的位置

増田町は秋田県南部の内陸部に る。北を平鹿町・十文字町・山内村、東を東成瀬村、

南を稲川町・皆瀬村、西を湯沢市と接し、面積73.8km'、人口 1万人余の問Tである。

平鹿遺跡は増田町増田字平鹿地内に所在する。おおよそ北緯39
0

12'、東経140034'の位置にあり

国鉄奥羽本線十文字駅から直線距離にして南東 3.5kmの地点にある。

雄物川水系の一支流である成瀬川は、栗駒山(l，628111)の雄勝郡東成瀬村地内に源、を発し、椿

)11断層谷を北流してから流路を西に変え、真人山(390.7m )南麓をかすめて平野部に入り、増田

o 20km 

第 1限遺跡、の{立寵

- 4 -



第 1節 自然的環境

町戸波付近で皆瀬)11に合流し、さらに西進して羽後町大久保付近で雄物川の大動脈と合体する。

遺跡、のある一帯はこの成瀬川iが山間地から平野部に抜け出た所に形成された扇状地にあり、横

手盆地の東南部に属する。現河岸は東南へ 400mと近い。遺跡地は標高 112m前後の平坦地ての

あるが、横手盆地は北へ進むほ

i偽
Eヨ

て、、は43mとなる。

畑

果樹閣

し、北 5.5kmの平麗町醍醐では31m~-北14.3kmの

るが、稲作の地に

目 未料刺州手事利iリ岬j

γマアτケマ]

針葉樹林

広葉館林
氏.JL.iLJ

第 2図土地利用現状図

5 

J 
U 会。

集落



第 2章遺跡、の立地と環境

や北方の金峰山麓一帯は明治34年以来、りんご、梨が植えられ、遺跡地も一部が樹園地内に入

り込んでいる。真人山東方には県南地方最大の銅鉱山であった吉乃鉱山があり、そこから採取

したと思われる方鉛鉱製の石器が出土している。

2.地形概況

遺跡周辺の地形は大地形区分として地殻変動による陸起部の奥羽脊梁山地と沈降部の横手盆

地とに二大別される。

奥羽脊梁山地には県境に三界山行事381.1m)、蟻巣山(1ラ157m)、三森山口ヲ102.2m)などの

高!峰の他、向山(780m)、 大鈴森(865m)、 ノト鈴森(757m)、 都倉山(770m)などの比較的高度

の大きい早壮年期山地が位置し、東高田低の地勢を呈しており、このため水系も西ないし北西

に流れる成瀬川、皆瀬)11、横手)11、黒沢川などの河成段丘を伴う河谷の水を集めて雄物川とな

り、西の盆地床面には大小の複合扇状地を累積している。

大日向山、大鈴森は超伏量 400~ 800 mの大起伏出地、中山丘i境地は脊梁山地より西へ分派

された山地性の丘陵地である。

横手盆地は南北に狭長な菱形を呈し、金地面でFの海抜高度は雄物川の出口で、20m、最奥部で

120 m を ~MI]る。

I 山 地 1 a御岳山山地

1 b割宮山山地

1 c大穴嶺山地

1 d金峰山山地

1 e大日向山山地

If大鈴森山地

1 g三ッ森山地

Ih天ヶ台山地

1 i東福寺山地

II 丘陵地

III 台地・{丘地

第 3図地形区分図

- 6 

1 j薬師岳山地

Ik三界山山地

IIa中山丘陵地

IIb花山丘陵地

llJa横手}I1低地

IIIb成瀬川低地

IIIc皆瀬)11低地

llJd様手{丘地

llJ芭鬼γ瀬)111丘地

遺跡、のある 5万分の 1

横手国i踊内の地形は山地、

丘陵地、台地・低地に三

大区分され(第 3図)、

増田町を中心とした地形

分類図は第 4図の如くで

ある。

3.表}露地質

遺跡地東側には成瀬川

北側に金i峰山山地、南側

に東福寺山地があるが、

これらは新第三紀中新世、

真昼)11]習の石英安山岩、

火山礎J疑灰岩および凝灰

角磯岩、山内層の喧質一

硬質泥岩、相野々層のJ泥

岩などから形成されてい



自然的環境第 1節

.....丘陵地H
~ ....... : (起伏量
............. 100m未満

ー幻.:}~~:~:~、 砂喋段丘IV

後復河

:::::::::::山麓地及び
緩斜面

繍附丘IV+

: -:<< 1誇伏地

綿製叩地 、(起伏量 ー

2∞m未満)

襲 撃 中起伏山地
(起伏量
4∞-2∞m) 

n
u
 

丘段喋砂

三三三三谷底平野
三三三三氾濫平野

砂層雲段丘In+

11111111111砂畷段丘V
原

三三三喜 屋錐 ・土石流

地形分類図第 4図

る。

遺跡は第四紀沖積世の沖積層である砂がち堆積物 lの上に形成されている。砂がち堆積物l

は真人~腕越~釜の川及び稲川町大倉一東福寺にかけて分布する扇状地堆積物で喋を主体とす

旧河道などに発達し、さらにるが砂、泥を介在する。砂がち土佐積物2は皆瀬川、成瀬川流域、

7 
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A' 、J

600m -A
人
山

!¥ 

機畿各種岩層 …i，凸寸ι初j泥め肌尼酌7

;f〈芸正三qj三qj;J.主K{'}~グ{::~喫 砂およひ7泥叫叶尼付叶11111111111t臨Z犠臨雲弘質団舵刈1伴附叫半判う

，0刀.バ::ジ:.:行初j泥尼岩 三三三火山撲/iJ11凝娃灰崇お』怯支起g主忍エ 安山岩質 二=二二石英安山岩

:::!(石灰質団塊割判)主主三よぴ凝灰角最岩片将司一 様灰角型軽岩二二二 凝灰岩

鱗玄武岩質岩石 燃 石英安山岩

第5図 表層地質図
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10 

20 

図表土白砂 図粘土質

闇砂喋冨粘土巴火山岩
園粘土i引 開

第 S罰地質柱状断面図

第 1節 自然的環境

山間部の小河川にも見られ、玉石を主体とした堆積物で泥

の介在物はほとんど見られない。

~qJ積低地においては、真人扇状地、成瀬川、皆瀬川|を

する増田町及び十文字町は背後山地からの降水及び河川か

らの伏流水等が豊富で、、砂がち堆積物 1・2の良好な

と相まって県内有数の地下水に恵まれた地域となうている G

4 f頃

本山地の西縁に位置する御岳山山地一金峰山山地一天ケ

台山地では中間勾配の (S5)が卓越し、 (S3)の緩斜面が

規則的に分布、また前者の標高 300111付近に (S:3)、(S2)な

いし (S1)の平坦地も存在する。真人山南側は (S7)の急

傾 斜40度以上
(S7) 

SIope5 greater than 40・

傾斜30度以上40度未満
(S6) 。

Slopes between 3ぴ and40・
di 

傾 斜20度以上30度未満
(Ss) 

SIooe5 between 20'・ and30・

阻 iT21官主官満
(S4) 

傾 斜8度以上15度未満
(S3) 

SIope5 between 8" and 15・

傾 斜3度以上8度未満
(S2) 

SIope5 between 3・and8・

日 S傾opーesless than 満3・
(S，) 

=ミミ三L
平鹿遺跡。

(
同
村
U

第 7図傾斜 区 分 図
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第 2章遺跡の立地と環境

A B 

M 

。

Q 

S 

A B 
L打2 0 

M I 15 I 4 

N I 15 I 10 

。
P 

Q 

G H 第 S国 谷・水系密度図

斜面が発達しているが、遺跡のある低地面

は(SI)の緩傾斜面である。

5.谷・ 7J'(系密度

地形分類と水系との関係は山地・丘陵地

=台地・低地とそれぞれ異なり、 !11地の大

傾斜地ではよく水系が発達しているが、一

部j共績台地としての成瀬)11緩扇状地面では

上流で遠心的放散状、下流では求心的収数

状となっている。第 8図;土地形図郭の縦横を20等分したもので、数植はこのメッシュの託方眼

の各辺を切る谷の数を 4単位区画毎に集計したものの総和であり、平田形現状で主要流路と地
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第 1節 自然的環境

形を開析するものを

6.土壌

遺跡地の土壌は灰色低地土の十文字統に属し、増田町・十文字町に連続して広く分布してい

る。 堆積様式は水積で、埋設腐れ立騒を有し、農地として汎用性が高く、現在転換樹園地として

利用されているものもあるロ

7 . 捕手し類分布

は八!!J香平、森吉山、鳥海山など繰濃い山地に恵まれており、多くのH甫乳動物が生息して

いる。以下に県内に生息する海獣を除く n南乳動物を示す。

長自ホンドザル

ホンドタヌキ

ホンドイタチ

偶蹄目

ニホンツキノワグマ

ニホンカモシカ

兎

慈

百 トウホクノウサギ

白ニホンリス

ヤマネ

ホンドアカネズ

ホンドクマネズ

ホンシュウトがリネズミ食虫白

手目

ホンシュウヒミズ

モモジロコウモ 1)

ニホンウサ:¥'コウモリ

ニホンコキクガシラコウモリ

ホンドキツネ

ホンドオコジョ

ホンシュウモモンガ

トウホクヤチネズミ

ホンドヒメネズミ

ニホンドブネズミ

ホンシュウジネズミ

アズマモグラ

ニホンヤマコウモリ

ニホンユビナ方、コウモリ

ホンドテン

ニホンアナグマ

ニッコウムササビ

ホンドハタネズミ

ホンドハツカネズミ

ニホンカワネズミ

アブラコウモリ

ニホンキクガシラコウモリ

8， 中直

植生図を見ると、河川流域の平坦面あるいは横手盆地の平野部は水田・畑などの耕作地とし

て利用されているのがわかる。しかし遺跡東方の山地に入ると落葉広葉樹で占められ、殊に成

瀬川以北ではコナラ・クリ林であるのに対し、以南ではミズナラ林も多くなり禾木草原も所々

に発達している。擦高 600~ 700 mではこれにブナが加わり 県境に近づくにつれてブナ単純

相となる。当時の植生は花粉分;析や潜在自然植生の複元によらねばならをいが、

らク 1) .トチークルミが出土していることを考え合わせると 遺跡周辺にはやはり

葉広葉樹林の繁茂が見られたのではなかろうか。

ーム寸，ょ



第 2主主 遺跡の立地と環境

9.気象

秋田県の気候は温帯から冷温帝への漸移帯にあたり、このことは植物の分布、農作物の種類

にも影響を及ぼしている。桑・茶の栽培の北限界が秋田県にあり、甘藷の経済的栽取の限界、

一毛作可能限界も大体山形県までである。

平鹿遺跡のある横手盆地の北部・中部・南部に る大出・横手 .i易沢 3市のクライモグ

ラフから、 3市の気候はケッベンの気候分類によると Cfa (湿潤溢暖気候)に属する。

この地方は県内でも豪雪地帯に属するが、雪積量は盆地北部で比較的少なく、南部程多くな

る。増田町における 1941年~1964年ま 137 cmを測る

:
1
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℃
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o I ]00 '¥ 20(ゾ 300mm"I J O() 2'-----IJ 300m冊 UI L九一一』ー-J〆] .1 -3"ト・暢--.. . -.駒ギ-:-::: ---. . -. -31 

年平均気温 10.4
0

C I 年平均気温 ll.l
O

C 

J2 

年平均気温 10. goC 
年降水量 1，910mm 

大曲

(39
0

26'N、140
0

31'E、25mH) 

年降水量 1，725mm I 年降水量 1，715mm 

横手 湯沢

(39
0

16' N、140
0

34'E、62mH) (39
0

10'N、1400

30'E、130mH) 

第 9図 大出 e 横手ー湯沢 3市のクライモグラフ

参考文献

(1) 秋田県『土地分類基本調査横手』 昭和51年

(2) 秋田県『第 2問自然環境保全基礎調査動物分布調査報告書(楠乳類)JJ 昭和54年

(3) 文化庁『植生図・主要動描物地図-5.秋田県J 昭和48年
(4) 秋田県『秋田県史』 第l巻古代・中世編昭和37年

(5) 秋田県地域開発研究会『横手盆地の雪害に関する研究J 昭和的年

本節中、 2地形概況、 3表層地質、 4傾斜区分、 5谷・水系密度、 6土壌、及び第 2図~第 8
留は文献(1)に基づき作成した。 7U高乳類分布、 8植生はそれぞれ文献(2)、(3)、9気象は文献(4)、
(5)に基づく。第 9図は文献(5)中、斎藤実別・小野一巳 f1974年横手盆地の雪害に関する自然地理
学的研究J によるものである。
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第 2節竪史的環境

第 2節歴史的環境

『秋田県遺跡地面Jを見ると、山間部で、は成瀬川!に沿う河岸段丘上、平野部では山地との境

界部に遺跡が集中し、それ以外の山間部、平野部には少ないことがわかる。

増田町には!日石器時代の遺跡は発見されておらず、 j.1Tい所では成瀬)11上流13.5kmの東成瀬村

横手市の横手高校裏山、羽後町新成、五把出山から、ナイフ形王[器・彫刻器などが出土

している。

縄文時代の遺跡としては 9カ されているが早期の遺跡、遺物は未確認である。前期に

なると成滑り11上流 2kmの梨ノ木塚遺跡で大木 2~5 式土器が発掘調査により出土しているほか

きらに上流の東成瀬村菅牛田扮・滝の沢拾に大木 3~6 式期、あるいは狙半内川上流の標高500

mの丘陵線上に、増田町、東成瀬村にまたがって大木 1， 2式期のi童跡が形成されている。

中期に至ると平鹿遺跡北方 2.5kmの地点に大木 7b式を出土する鍋ケ沢遺跡、が、また天ケ台

山から続く丘陵上の一角に戸波拾遺跡があり、この遺跡からは前期大木 4式のf也、大木 8a、

8 b式土器、鮭石が出土している。さらに南の欠上り遺跡、宝龍台遺跡はほぼ同時期の大木 6

~8b 式期にかけての遺跡で、それぞれ発掘調査が行われて久しい。前記梨ノ木塚遺跡でも大

木 9式期の石組複式炉を有する竪穴住居跡が 2棟検出され、路実な複式炉文化圏の浸透をうか

がわせている n

後期になると増田町八木の扇状地上に広範聞な遺跡が見られ、中葉頃の遺物が出土している

ほか、平鹿町明沢、東成瀬村下回大論、不動滝、稲川町内田などに遺跡がある。

晩期の遺跡、としては、梨ノ木塚遺跡で昭和53年度に県教育委員会による発掘調査が行われ、

として縄文晩期前葉の土墳墓、埋寵が検出されている。この他、平鹿遺跡とは1.5kmの至近

距離に真当遺跡、があるほか、湯野沢上拾にも大洞A式期の遺跡が見られる。成瀬川上流地域で

は東成瀬村平良小森、稲川町でも森、中野、女男沼などに遺跡が存在する。

湯沢市松岡の鐙田遺跡は平鹿遺跡の南西12kmに所在し、昭和48年度に調査がなされている。

この遺跡は標高92mの沖積地にあり、大洞A、A'式土器に伴って土偶・土版・岩版・独鈷石・

石俸などの呪術性を帯びた多数の遺物、木製櫛のほか、 トチ・クリ・クルミ・ドングリなどの

堅果類の出土も多い。

弥生時代の遺跡は増田町内ではこれまで不明確で、あったが、今回の調査で中期初頭以降の土

器少量で、あるが検出された。平鹿町aでは鳥越森、 牛首、 郷林、 平沢などから、 稲川町でも

荒神森、湯沢市では拾ノ上、木津根崎にそれぞれこの時代の遺跡があり、増田町で今後も発見

される可能性はあろう。

奈良・平安時代の遺跡として調査されたものには平鹿町中藤根、下藤根遺跡があり、奈良時

- 13 



第 2章遺跡の立地と環境

代後半の竪穴住居跡が 3伸、 5棟検出されている。稲川町宮の前

4 kmの地点に存在し昭和51年と 53年に発掘調査がなきれている。

末頃の掘立柱建物跡を中心とした土墳群が検出されている。

3年(759年)建都の平鹿郡は、天平 5年(7~:3 3 年 j 建都の雄勝郡を母体とし、そ

の北東部に建都されたものである。君!行~Tは今に遺名を伝える平鹿郷に置かれ、助 i可駅が郡街に

近い八木あたりに置かれたと推定されているが、

によると 年年 3
 

1
 

-
1
V
 

し
f}たすペ

b

「ご

なされていない。仁11iヰ1・伝説

至 って 本格

的開発が進んでいる。

中世城館は増田町にも多く、鬼城山館・城長根館・真人域・新成山城・片倉山城・戸波城・

増田;城・八木城・飯館の 9館が数えられる。真人城は清原真人武NIJの居館とされ、倉刈沢を扶

んで北側に「二階舘」、 「ノj、[i皆長官」、 「役人館」などの地名が残っている。増田城は土肥館とも

呼は、れ、大正13年増田小学校新築工事の際発見された貞治 2年碑は県重要文化財に指定されて

いる。

註 l 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図.Jl 1976年

註 2 奈良修介・豊島 昂『秋田県の考古学J 郷土考古学叢書 3 1967年

註 3a畠山憲司「館下遺跡・梨ノ木塚遺跡・宮の前遺跡(第 2次)発J溜調査概報」秋田県教育委員会

1979年

b畠山憲司 F梨ノ木塚遺跡発掘調査報告書』秋田県教育委員会 1979年

註 4a山下孫継「外畑遺跡発掘調査報告書J Ii北方考古J 第10号 1975年

b山下孫継「荒砥沢遺跡、発掘調査報告書J Ii北方考古』 第12号 1977年

註 5 滝口宏・西村正衛「秋田県雄勝郡欠上遺跡発掘報告J Ii古代』 第18号 1956年

註 6 武藤鉄城『宝龍古石器時代遺跡発掘調査報告書.Jl 1955年

註 7 昭和57年11月、遺跡範囲確認調査を実施

註 8 山下孫継「秋田県稲川町内田遺跡発掘調査報告書J Ii北方考古』 第11号 1976年

註 9 註 3a . bに同じ

註10 増田町教育委員会『増田町郷土史.Jl 1972年

註11 山下孫継・鍋倉勝夫 r鐙田遺跡発掘調査報告書」秋田県教育委員会 1974年

註12 秋田県立博物館 F秋田県立博物館収蔵資料目録 考古.Jl 1982年

註13 秋田県 f秋田県史 考古篇』 昭和35年

註14 伊東信雄「東北北部の弥生式土器J Ii文化J 第24巻 1号 1959年

註15 註12に同じ

註16 山下孫継「扮ノ上遺跡発掘調査J Ii北方考古』 第 2号 1967年

註17 山下認継「狐崎遺跡発掘調査報告J Ii北方考古』 第 5号 1970年
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詑18 秋田考古学協会 昭和J49年

註19 住内昭夫 秋田県教育委員会 1976年

註20a庄内昭夫 f宮の前遺跡発J)!U調査報告JJ fifj川町教育委長会 1977年

b註 .3aに!可じ

c見内昭夫 r宮の前遺跡発掘調査報合J 秋田県教育委員会 1979年

詑21 新野直吉『古代東二!との開拓』 昭和44年

第2節挺史的環境

註22a盛田 稔・本堂;lJ'一一・富陸長時[fEl ;;t: J;;Uil;大系J 箭 Z巻青森・岩手・秋田 1980年

b 池田憲和 r秋田県の中世城主l~JJ 秋田県教育委員会 目白年
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第 3章調査の方法と経過

第 1節 グリッドの設定

グリンド で、あるた
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第10図 グリッド設定図

第 2節調査経過

とし、 った

調杏区のほぼ中央部に原点MA-50

を取り、これから磁北に合わせた南北

(Y軸)とこれに直交する

線 (X軸)を求め、南北方向には 4m

ごとに北ほど)11民に増加する 2桁の算用

数字、東西方向には 4mごとに東から

西に向かつてアルファベいノト 2文字の
E』

組み合わせを付した。アルファベ、ソト

2文字のー桁自は A~ J (40m) の操

り返しで、 自は40mごとに変わり

グリッドの呼称は東南隅の鹿標で、表わ

すこととし、座標名はアルファベット

.算用数字の組み合わせで呼ぶことと

した。

4月13日、機材搬入と共に調査広域西端の水路・道路造成笛所から調査を開始する。これに

先立つ12日より、東邦技術株式会社委託によるグリッド杭打ち作業を開始する。道路造成筒所

からは焼土遺構、配石のある土壊、完形の注口土器などが出土する。グリッド杭打ち作業は22

日で終了し、この日真人山頂より遺跡遠景写真を蹟影する。

道路造成区域外の東側も掘り始めるが、 く、 26Bよりべn.トコンベアーを使用して西

一→東へ撮り進む。 LC ラインで土層断面観察のため、 MC ラインに沿って南北に rþ~ 2 mのトレ

ンチを掘り始める。北端の LC71グリッド内には黄褐色土め下に南に向かつて深く傾斜する

物包含層の存在することが確認された。 5月 8Bには水路ー道路造成部分の調査を終了し、埋
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第2節調査経過

め庚しを行う。

11日、調査区域西端を流れる水路に沿って、逮捕の有無確認のためグリッド単位でつぽ掘り

を進める。南へ行くほど遺物が少なくなり、 38ラインより南では遺構、遺物は皆無に近く、 46

ライン以南の水路に沿った区域と 38ライン以南の全域、及び調査区域内中央部の59ライン以二!と

は土捨て場として結保できることが知られた。

この頃、表土剥ぎ作業の効率化を図るため、作業員を約70名にJ曽員するつ 20日から LCライ

ン東i閉め)表土争Ijぎに入ワ、表土剥ぎは子定通 i) 5月中にほぼ終了することができた。

6月1日から MB47~49付近を慌 1) 下げると第III ・ IV層から完!杉土器・土偶など

が出土し、この東方にもこうした出土状況を示す区域の拡がりが予想された。 8日、 MC60内

に黒色土の落ち込みがあり、その外縁に寅灰色の火山灰の分布が見られだ υ これは18日になっ

て平安時代の S1 001竪穴住岩跡とその覆土上部に地請した火山灰であるごとカ守計どされ、こ

の!時期の遺構と火山灰との関係にも注意がi喚起された 141J入梅) lVI B 521V層上

出。 17日より LCライン東側の精査に入る。ここでも縄文晩期の石囲炉、配石を検出しつつ、

47ラインまで北→南へ精査する。

7月1日、 S1 001 のすぐ北í~1jに S 1 002 

よいよ中央部へ移り、 56ラインから

もtL¥どする iコ

ョ丈一
γ
一

2日包

f) J宣ヰ?7;)の

~;三

て多く、

連日多量の遺物がプレハブ内に運搬される。ほとんど降雨なく堰から水中ポンプ4 で持永しなが

ら調査するつ北西端に検出されていた土墳墓の実iWJが終了するつ自呂、 LD48内において初め

て小玉が出土する。 9目、 LC44内の地 Ll!商に、大洞Cl~

状態で検出された。

A式土器の一括出土も検出される。 14日、 S1 003 

ら県立増田・湯沢・湯沢北高校生が参加し、南端の地山面の落ち込みそ

るカヘその中に

さfLるつ 2:2日カミ

るc 多量のごi二綜

穐石器の中に土製・石製の小玉類が多数検出され、 i告らでフルイ作業も並行する

8月1臼、梅雨明け。 4日、南端落ち込みの遺物を取り上げ、南から北方へ地山面までの掘

り下げを開始する。土墳・配石遺構などの他、遺物量も多く、 28日になって調査を終了し、 30

日に荷物を運搬して引き上け2る。なお、調査期間中、三回にわたり 2トントラックを使用して

を埋蔵文化財センターに運搬、また、最終日こは南端の落ち込みの堆積土を 7)レイにかけ

るため、 4トントラックで 1台分の堆積土を運;挫したっ

ー 17



第 4章発見された遺構と遺物

1節遺跡の土層

あたって
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壕

面

I

E

断

第

第

層

2.5Y )。表土、水田耕作土で¥ 22cmlこ フ
0 0 

(lOY !日水田ーとの土佐積土で、!日水閉めi珪畔をも

っている内 55ラインてj土 く、 :30c.rn前 きで3ちるが、西ほ くなり 1¥'1j¥以西で

はほとんど消;成しているれ LCラインでは41夕、 Ijッド るカヘ

から58グリヴドまでは 5~ lOcmと済い。しかしその北ではしだいに摩くなり 40cmほどとなる。

おいて遺物包含層をIII層下部・ IV層としてi童物を取り上けrたが、

はそのままとし、 III層を細分して、 JII層下部とした包含層はIIIf層とした υ

a 主民儲p:l，土(lOY 。耕地整理前のi日水田耕作土で、所々に畦畔の断面が盛 1)，_1:::.がりと

なり、遺跡内全体に分布している。遺物包含層のj奈さが比較的深い56ライン北側では後述する

III b層、 であるIIIc . III d . III e層が存在し、これらの土層の上に堆積してい

の比較的浅い範囲ではIIIb~IIIeJ警はなく、 III f層の上に本土層がのる。このるカヘ

ことはIIIf J曹の浅い範囲においてはIIIf )習を耕作してIIIa 

る。

b . b'層:明黄褐色土(lOYR っ

されていることを示してい

限られ、他の区域では存在し

ない。 b層は56ラインでは KAグリッド内に 5~ 10cmの噂厚でよ佳積が見られ、 KDグリッド付

近から K1グリッド付近までは途切れがちながら同様の厚きで堆積しているが、これよ 1)西に

は存在しない。粘性のあるシルトである。 b'題は LCライン北端の上から 4層めの層で、 b層

に類似する。しかし、 b層に比し砂質であること、炭化物を含むこと、 b層は明らかに

代以降の土佐積であるが、 b' 層は大1f司 Cl~C2式期の第IV層に直接めずっており、堆積年代に違いの

あることは明白であるつまた荷O1コ旬 b'層はともに遺物包含層や黒褐色腐色土層に挟:在うする

であること、 b'濯は LCライン最北端の71グ1)'/'ドでは 8cmの厚さながら、 l南に向かつて

さを増し、 68グリッドでは80cmにも達し、最下部に青灰色の砂礎層が見られることな

どの事実から、間層i主将JIIの氾濫による堆覆土と考えられる。

c 票、色土(7.5YR3i)。この土層も分布及び堆積年代が限定される。 LlO・ 47ライン、 LCライ

。。
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第 1節遺跡の土層

ンには見られず、 56ラインで東端の KAグリッドから LBグリ、ソドの間に途切れながら 5~13 

cmの厚さに堆積し、その直下には火山氏が見られる。平安時代の S1001車穴住居跡.S K( 1 ) 

002竪穴議植においては遺構内に堆積した火山!疋層の直 i二l二本土層があり、遺構埋没途中の間

みの中への堆積であることが知られる。

d:浅背骨，(2.5YJi)の火山灰層である。主として56ライン以北の発掘広域内に点々と分布

する。平安時代の S1 001竪穴住居跡・ SK ( 1 )001・002竪穴遺構では、遺構がある程度埋没

した後に本火山灰がレンズ状に堆積しており、平安時代における降下火山灰であることが明ら

かである。火山灰につい

ては付篇に庄司貞雄氏の

分析を褐載した。

e 黒褐色土(lOYR 

%)。平安時代竪穴住居跡

-竪穴遺構内では堆積土

下層にあり、火山灰の下

に堆積している。しかし

IIIa 

遺構外や56ライン土層断面では検出できなかった。

くごコ耳Eごフくこコ立Eニ〉

f 黒褐色土(2.5Y70。大洞A式期の遺物包含層である。この土層の存在は遺物を多く出土

する範囲にほぼ、限られる。すなわち、 LCラインにおいては北は59グリッド付近から、南は47グ

リッド内までで、この簡は 5~ 10cmの層厚を保って存在しているが、それ以南ではIIIa J高との

区分はほとんどできなくなる。 40ライン以南ではIIIa壊と合体してしだいに摩くなり、 32グリ

ッドでは33cmの厚さを測る。 56ライン東側では明石在でなく、 3~ 5 cmの層)享で堆積しているが、

K 1 グリッド付近からしだいに厚みを増し、 LF グリッドで1O~13cm、MEグリッドで20cm前

後の厚きとなる。

皿 a層のあり方も含めて考察すると、遺物包含層として遺物の多い範聞には厚く堆積してい

るが、地表からの深度の浅い所ーでは後世の耕作の度合が大きく、したがって層厚は薄く存在し

ていると言えよっ。

第IV層:黒褐色砂質土(7.5YR%)。大柄Cl・C2式期のi毒物包含層で、ほぼ:全域に存在する。

56ラインで1立東端で20cmの層厚であるが西ほど厚みを増し、 40-60cmtこ堆積する。 LCライン

では、遺物包含層としては47夕、リ y ド以南には存在せず、また、北方では60グリッド内で消滅

しているが、 69・70グリッドでは北からの流入による堆積が見られる。

第V層:掲色砂質土(lOYR先)及び離で地山を構成する。際層にはその表面に細かな凹凸

があり、この上に砂質土が堆桔して平lli面を形成している。発掘区域内北東部、北西部では砂

23‘ー



第 4章 発見された遺構と遺物

中lニキH1か が露出しているが、中央部から :枯性のある となり

もほとんどない。

第 2節検出遺構と遺物

1 .縄文時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

①土壌

S K 001 (第14図)

MG65グリッド西部に位置し、第IV層上面で確認されたの 92cmX84cmと円形に近く、深きは

10cmほどである。底面はほぼ平盟で径70cm を~f!lJ る。壁は緩やかに丸みを帯びて立ち上がってい

る。南東隅にピットがあり、径10cm前後の石が 2個入っている。遺物は出土しなかった。

S K 002 (第14図)

MG65グリッド内で SK 001のすぐ南にある。第IV層上部で確認された。123cmX 105cmの楕円

形を呈し、長軸方位は N72
0

Wである Oーと面に径20cm前後の石が4個配石されている。 深さが13~

18cmのピットが 5'@1あるが、そのうち 31屈は配石の直下にある。底面は86cmX 76cmでほぼ平坦で

あり、深さは 6cmと非常に浅い。壁はなめらかに立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

5 K003 (第14図)

MH60夕、、 1)ッド北奇5にあり、 されfこ。 135cIll X )

る

ジ

あ

汀

で
つ

度

ー

し

口

王

口
王
(
パ

ネ」

:rlヵLしち
ム
リ
ム確認而からの深さは ocmにすぎないー 西に傾斜し、慢はわ

長軸方位は N76
0

Eである。 遺物は出土しなかった。

S K 004 ( 

MG60グリッドにあり、 SN 001と接している。第IV層上国に確認された。110cIllX 

円形を呈しており、深さは13cm、底面は南西はど低くなっている。壁は北東側はなだらかに、

立 ち上がるが南は SN 001に切られている

S K 005 ( 

M 160 . 61夕、 1)ッドにまたがり、西側

N50
0

E。遺物は出土しなかてJ た。

入 ~l '? っ l V為。 された。

深さは26clllをmリる。

S K 010 

MH61グリッドに位置し、第IV層上面で確認された。 81cmX

cm を~f!lJ る。底面は平:tflで、壁はわずかに傾斜して立ち上がる。

てい、壁は して立ち上がる。遺物は出土しなかった。

を呈し、深さは 6

N 86
0 

E 0 j宣4均は

しなかった c

- 24 



A 寸

A-→ 

八一一「

j票作品色(lOYR%l粘土質

黒褐色 (5Y R%l 

色 (lOYR7i) 

4 黒褐色、 (lOYR%) 

A-ーイ ト A'
---..;;:こ- 1 ___  一一エフ一一

1 黒褐色(lOYR%)炭化物多量泌入

F トー S K010 

A イL¥ 11 ト-A'

tO~ 

A一一斗

A---i 

1 !!l，rEi色(lOY 炭化物少量i犯人

A一一「

//S ト A

---...:i;::ば3ニ弐びι~

1 褐色(lOYR%)粘土質

潟色 (]Oy

3 色 (10 Y R~，{) Il;''i ，h:潟色ニ!二少 ~tlif~ 入

4 黒 色 (lOYRJ・!心

S K005 

円 k j円

てιノ
1 与、HIs色(lOYR3イ) *~î. .t.'fJ 、!夫裁褐色ゴニ少量i14 入

ト-t"

2 褐j 色(7.5YRJ1i 褐色ゴニ多量、総灰色粘質主:多長入

') Iこぶい貨問色 (lOYR%)炭化物保:主混入

1 H¥色(lOYRS1)砂IY&J1t浪人

第14~ S KOOl~OO.3・ 005 ・ 0 1O ~012

25 



1 n音褐色 llOYH%)砂質 炭化物1数量i昆入

黒褐色 (lOYR予言 i焼土微量、炭化物i数量混入

:3 11む褐色(lUYH%)砂質 炭i七物微ii;:ILt人

4 IìIT 掲色 (lOYR~;í) 俗資褐色土多青u昆へ

.9~ 色 ¥1りYR克 1.J;jijニi!投呈、炭化物少量人

明褐色(7.SYR%\ 焼 J~

日付赤尚色!.5 Y R%i焼土 炭化物少韻:M人

8 ilJj褐色 .5YR%i :fJt土炭化物少長出入

9 褐色 (lOYR%j 

C一寸 ト-C'
一てここニァ

1 偶 色 (lOYR%)黒褐色土多最混入

ザλ
A~ 

第15図 S K004土壌.S D003講.S NOOl~004焼土遺構実~RIJ 区i

26 
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C
 

。 5 cm 

第16図 S K 011出土遺物

S K 011 (第14図)

MH62グリッド杭付近に位置し、第IV層

上面で確認された。 125cmX63cmの楕円形

を呈し、確認面からの深さは31cmであった。

底面にはやや凹凸があり、中央部がやや深

い。壁はややなだらかに立ち上がる。長軸

本遺構の方が新しい。土器片少量と磨製石

斧が 1点出土している。

5 K 012 (第14図)

S K011のすぐ西隣にあり、第IV層上面で

確認された。東西に重複があるが、 120cmX 

60cmの椅円形を呈し、深さは30cmを測る。

東端のピットは本遺構よりも確実に新しい。 A→

西端のピットも本遺構とは時期が異なるも

のかも知れない。底部は凹凸が激しく、

は緩やかに立ち上がる。土器片が少量出土

している。

方向はN89
0

Eo SK012と しているが、

S K 013 (第17図・第10図版)

MG69グリッドにその大部分があり、第

四層で確認された。 332cmX 172cmとかなり

大きいが、中央部の大きく深い部分とその

南北の部分とに大別される。中央部は在170

第 2節検出遺構と遺物

A' 

12 

1 黒褐色(lOYR72') 
黒褐色(lOYR.%) 

II者褐色(10YR;l<{) 

4 黒色 (lOY R3{) 

にぶい賞燈色(lOYR%) Al1褐色土多量混入

日音褐色(lOYR%) 

7 褐色(7.5YR%)砂質

8 黒褐色(lOYR%) 

白 黒褐色(lOYR;.!五)に~;.;'~.、賞後色土少量混入

10 II音褐色 (10YR%) 

11 n計局色(lOYRhlにぷい賞燈色土微量混入

12 褐 色 (10YRXi)砂質

13 褐色(7.5YR%) 

14 黒掲色(10YR.%) 

15 褐 色(7.5YR;勾)炭化物少量混入

16 U音縞色 (10YR%)綿砂質

A
A
 

S K020 

道註ヰj よ(ー/
1 製補色(lOYR%)炭化物少量混入

2 褐色(10YR%)砂'[1

3 ~奈緒色(lOY R%)賞褐色二上少量混入

4 笈褐色(10YR%) 1l~褐色土少量ì11入
m 

第17図 S K013・019・020土墳実測図

- 27-



第 4章発見された遺構と遺物

〈ご〉

S K01.3 

ハU
1
i
t

i I I I I~ 
。

cコ

~一一~­
S K020¥¥ー〆ー/

ぐ二フ
S K020 0 

第18蔀 S K013・020出土遺物

。。つω

cm、深さ46cmであるが、北側及び

南側の凹みは径100cl11、深さ 36~40

cmである。底面にはお1Iかな凹凸が

あり、慢は丸みを いる。多

1が出土した 0

S K 019 (第17図・

M G69グリッド中央部にあり、

東側の一部が調査範囲外に入り込

λで、、いる きすU:こ3

で336cmX 180cmと大

きいが、全体て廿径350cmほどの楕

円形となるようである。内部は緩

やかな立ち上がりを示すが、外縁

近くで念、な立ち上がりとなる。大

した。

S K 020 (第17図)

M 167グリッド し、

した。 301cmX 164cm 

の楕円形である。確認商からの深

さは48cmで底面の状況は[1:1:]凸が激

しく 立ち上では

がっているが、他はなだらかであ

る c 大洞Cl~C2式土器片と

5点出ゴ二している。

S K 024 ( 

L H42・L142両グリッドにま

たがり、地山田で確認された。222

cm 158 cmの西側が少しくびれる

楕円形で、探さは36cmを測る。底

lUcm 商から を帯びて立ち上が

t人東'i~U には小ピ、ソトを有する。



積出遺構と遺物

ト;¥'

第 2節

長軸:方{立は N78
0 

Eo 遺物は出土しなかった。

(第20図・第10図版)S K 026 

MC66グリいノドにブ三吉15分、カfあ 1)、j也IJlr討vご石在

には小石が 5-iIfi]あり、 i壬50認された。

cmはどの円形で、最深部までの深さは12cIl1をiRlJA-寸

る。遺物は出土しなかった。西側に隣接して S

N 048が構築されている。

(第20関・第11図版)S K 027 

MC67グリッドの東部に位置し、地山面でブ

ラン確認された。120cmX 72cmの楕円形で西側が

A町一イ
少し狭くなっている。 深さは最深部で34cmとよじ

ト--A'

較的深く、長軸方位は N71
0

Eである。

1 n 

日高橋色(lOYR%)炭化物微量iJE入

黒褐色 (lOYR.%)炭化物少;量、日月賞潟色土少量;混入

11古潟色(lOYR%)炭化物微量混入

褐 色(lOYR%)炭化物少登混入

明支褐色 (lOYR充}炭化物{数量.褐色土少量出入

。
1
1ふ
内

ノ

一

日

円

台

υ
4
4
A
-」
d

石が10個ほど不規則に置かれている。底面は関与

これは地山

この他に北東部隅に40cmX 20cmの

平坦で大小の礁が数個見られるが、

の礁である。

置かれたものと思こ;f1は
、

，刀
マ』一》

S K 024土壊実?ftlJ図第19図われる。壁は急、角度で立ち上がり、

い。少量の土器片の他、底部かQ S K 028と内側に入り込んでいる。

した(らAij}]\~ 1 

(第20図 a 第11図版}S K 028 

その中にされたしl 上院iに大小数十{閉め配石があり、し地山S K 027 

中心部ゐ
υ 

L を含んでいる。 97cmX 58cmの楕円形で、深さ

N420Wて、、あるのくなる。、南ほどなだらか

S K 029 

したフンをを検出し、M 867グリッド南部に

N i~(f E" _t二部には Wijの配石がみられる。

ノ『ル ザヴ-，ヴ‘，_ 
¥ ¥_， v 宅~Õ) 0 

k. "， 'rn 1.=F b Cmvd: 8 cmとかなり浅い。底面には凹凸があり、占ク己ふさ

{オce

した。土器片がてなだらかである。

. ~j 3 . 121:RIJ民)S K 030 

は把る。上田に30数値の配石があり、おおよそMB67グリ;;Fの北東部に

閣安佐であった。 82cmX 54cmの

楕円形を主し、深さ 18cm、長軸方{立は N68
0Wずである。埋土中や底部付近にも石があり、壁(土ヌし

29 

と地山との区別がし難〈、擢できたが、
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S K026~028土境・ S N048石囲炉実測図
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みを帝ぴて立ち上がっている。土器片

した O

S K 031 (第22図。第 3図版)

MB67グリッドのjヒ吉日にあり、 Jt包LlJ

面で確認された。上面の東南端に径15

cmほどの石を置いている。この石の東

側付近は!日水回畦畔のしみにより、確

認がやや困難であった。 95cmX 40cmの

楕円形で、最深部で、13cmの深きである。

底面にも石があるが、人為的なもので

はなく地山の喋であろう。底面は北西

ほど深さを増しており、壁の状態は東

側においては垂直に立ち上がっている

が、西側では緩やかな立ち上がりを示

す。長軸方位はN50
0W。少量の土器片

の他、石銑の一部が出土した。

S K 032 (第22図・第 3図版)

〈二二コ。

丈一一一一----'___'，; 。

第 2民j 検出遺構と遺物

S K027 

5 cm 

S K028 
lOcm 

第21函 S K027・028出土遺物

MB67・68岡グリッドにまたがっており、地山面で確認された。遺構上面南東部に大きな石

が3個配石されている。この遺構の東側には深さ 7cmの細長い掘り込みがあり、 SK 031と連

結しているが両遺構によって切られている。 106cm X62cmの楕円形で長軸方位は N48
0

W、深さ

は14cmを測る。底面は略平土足で数f聞の石が置かれており、壁は緩やかに立ち上がっている。土

器片が少量出土した。

S K033 • 034 (第23図・第 3図版)

MB67グリッドの北西部に位置し、地山面で確認した。両者重複しているが、 SK 033が S

K 034を切っている。遺構上国には数値の配石があるが、 SK 034の自己石は特に大きく 45cmX

40cmを測る。 SK 033は96cmX46cmの楕円形て¥深さは 6cm、長軸方位は N80
0

E、SK 034は

63cmX 53cmの略円形で、深さは10cmを測る。底面は両遺構ともに中心部からなだらかに浅くな

り、壁と呼べるものは存在しない。遺物はともに出土しなかった。

S K 035 (第24図・第 3図版)

MB65グリッド南部にあり、地山面で確認された。 SK 075と重複しており、本遺構の方が

新しい。遺構上面の中心に 1個の大きめの石と、南半部に20個ほどの大きな石を配している。

中心に置かれた石は10cmほど埋土中に埋まっているの102cm X 67cmの楕円形を呈し、深さは最深

31 -



Aーーイ

ト-K

トーA'
A一一斗 ト-A'

)ぜ為ム

1 ~ゑ褐色 (lOYR%)

2 時褐色(lOYR%)賞褐色土少量混入

茶褐色 (luYR%)にぶい寅褐色土少量混入
l にぶい賞褐色 (lOYR%)砂質

2 オリーブ褐色 (2.5Y%J砂質

黒褐色 (lOYR%)砂質炭化物少最混入

黒褐色 (2.5Y;l{)粘土質

母ち

S K032 

A-→ 卜-A'

B一寸

t

寸B
 

1 黒 色 (lOYR7{) 

2 褐 色 ( lOYR;%')砂質

3 黒褐色(lOYR%)‘{iH1 

B-→ ト-B'

1 Jr; 色(7.5YR五)寅褐色ニi二少量i弘人

2 I~高褐色(lOY R%)砂質

3 黒褐色(7.5YR%l砂質

4 黒褐色 (5Y R7{l砂質

5 黒色 (lOYR7{)砂質

6 褐 色 ( lOYR;%')砂質

第22国 S K029~032 . 074土;旗実~HlJ~
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S K033・034・036・037土壌実測図
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第 4章 発見された遺構と遺物

③ 
部で38cmを測る。底面は西

から東へ急角度で傾斜する

面と、比較的平坦な面と二

つあり、後者は前者より 14

A一ーイ
~15CJl1高い位置にある。

Aーベ トーA'

は底面から30CJl1ほどの所ま

で丸く急、な角度で立ち上が

り、残りは緩やかとなる。

長軸方位は N21
0

W。少量の

土器片と石鍛が 2個出土し

た。(第25図)

S K075 
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第25菌 S K 035出土遺物

S K 036 

(第23図、第 3図版)

MB67グリッドの中央部

~西側にあり、約 120cm X 

64cJl1の楕円形で長軸方位は

1 褐色 (10YR%，)砂質炭化物微量混入
2 路補色 (lOYR%)砂質

3 If青褐色 (10YR%)砂宮 小石多量混入
4 黒褐色 (10YR%) 

5 碕褐色 (10YR%)炭化物少量、ノj、石多量浪人

第24図 S K035・075土壌実測図

N70
0

Eである。 遺構上面に多数の石が配されており、最深部までで15cmの深きである。底部に

も小離が数傭あるが、これは地山の石である。壁は緩やかに立ち上がっている。 SK 037に切

られている。少量の土器片が出土した。

5 K 037 (第23図・第 3図版)

S K 036を切って構築している。地山留で確認された。 155cmX84cJl1の長楕円形で、最深部で、

17CJl1の深さである。 SK036同様の配石があり、底部に地山の燥が露出する。長軸方位は N70
0

E

で、壁は緩やかに立ち上がる。少量の土器片が出土した。

S K 038 (第26図・第12図版)

MB66グリッド南部にあり、上面配石の一部を第III層下部で、平面プランl土地山面で確認し

た。土壌北側に径40CJl1ほどの大きな石を寵き、その南に40個ほどの石を略円形に配している。

これらの石を取り除きさらに掘り下げると、その下にも 30飽ほどの石で同様に配石が検出され
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黒 色 (10YR先)

3 褐色 (lOYRだ)際少量混入

4 にぶい賞褐色 (lOYR¥Ii) 

5 a音褐色(10YR%)黒褐色粘安土少量混入

6 にぶい賞褐色(lOYR%)

7 褐色(7，5YRえ)襟多量混入

第26菌 S K038-040土壇実測図

tコ
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S K039 

ト--lJ'

S K038 

人¥
δ' 

! 黒褐色(10YR'l{)粕土質

黒掲色(lOYRヲぎ)粘土質

，) 黒褐色 (10.YR%l 

4 ゑム褐色(lOYR%! 

S K038 

亥灰色 (2.5Y .~1) 粘土 黒色土少量混入

2 時褐色 (10Y只災)粘土質

3 黒褐色 (10YR%) 

4 黒色 (10YR先)粘土質

5 黒褐色 (lOYR%)褐色土少量混入

6 褐 色 (lOYRY.i) 

7 窯褐色 (10YR%l粘土質

o 1 m 



た。さらにこの下の蔵部付近にも 10数惜の配石が認められた。土

墳は 140co1 X92c01の情円形で最深部で37c01をおIJり、長特方{立は N

8"Wである。底部にピットがあり、この中から大?!i:iJCl式土器片が

し、最下部から赤色顔料を検出した。ほは丸みを市びて

なめらかに立ち上がる。な 第 l層は粘土で

ある。

5 K 039 (第26図・第12図版)

S K 038の北東に隣接し、石の一部を第III層下部で、土墳プラ

ンを地山面で確認した。遺構上面には大小の石が数十個、ほとん

ど土横プランの全面に配石されている。土墳は138c01X 104crn、西

側がやや細くなる楕円形を呈し、深さは23crnをiHlJる。長軸方形は

N60
0

W、配石の状態は SK 038と酷似し、表面の配石を取り除く

と大きめの石 1個と小さな石数十個が配石されていた。底面は最

深部を中心に四方に緩やかに浅くなっている。

5 K 040 (第26図・第12図版)

第 2節検出遺構と遺物

く二コ
E・III

第27図 S K 040出土遺物

S K 039の北西に隣接し、地山面で確認された。 は小石が全体に20数個配されている n

は径 102crnの円形で、深きは最深部で 102co1と深いが東側では15crnほどである。壁は底か

ら一直線に急、角度で立ち上がる。遺物は少量で、はあるが上部から底部に至る広範聞にわたって

こと器片が出土した。また、底部付近より折損した石万(第27図)と植物遺体(クリの笑の皮 j

が出土した。

5 K 041 (第28図・第12図版)

MB66グリッドの北東部にあり、地山商で確認した。 遺構上留め東端に10個ほ

られる。土墳は80crnX 50crn、深き 14crnを測る。底部は最深部付近が在日みになっているが‘ f也は

4 ~ 5 co1と非常に浅い。壁は商側では小さな弧を描くよつになっているが、東iHUは極めて緩や

かに傾斜しており、ほぽ無いに等しい。長軸方位は N58
0

Wである。土器片が少量と石銑l

石棒かと忠われるものが出土した(第29凶)。

5 K 042 (第28図)

MB65グリッドの南端にあり、上部に40数倍!の石があるために第四層下部で検出された。 76

crn X 60crn、深さ17crnを測る。ーと面の石の一部は土墳埋土中にも深さ10cmほど入り込んでいる。

底部はほぼ平坦で、壁はなだらかである。長軸方位は N72
0 E。遺物は出土しなかった。

S K 043 (第28図)

MB67・MC68グリッド内 地山面で碍認された。埋土の色調が地山のそれと酷似しており
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モ春日
A→日

黒褐色 (10YR%J紺l砂質

日音褐色(lOYR%)炭化物少量 賞褐色ニ仁少量il~入
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4 黒褐色 (10YR%) 

5 に v-~.;い焚褐色 (lOV R%)黒褐色土少最混入

6 陪褐色 (10YR.%) 
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9 褐色 (10YRYs)粘土少荒浪人

10 U計昌色 (10YR%') 

A一寸 卜-A'

S K042 

A-→ ト-A'

S K043 

A-→ ト-A'

Aーベ ト-A

寸ミヂ 2J1j7ア
[前掲色 (10YR%)砂質 炭化物少量混入

2 褐色 (10YRYsl砂質炭化物少量i1'io入

S K046 

A-----l ト-A

l~-→ ト-A'、4 F
i 蒸字詰色(1υYRJ五)炭化物少量混入

{年i褐色(lOYR%)炭化物少量i見入

3 U音掲色(10YRヲゴ)炭化物少援:i1~人
4 Iltf褐色(lOYR%)お1l6'少質

。
第28国 S K041-S K046土1鹿実~MlJ図
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第 2節検出遺構と遺物

ランのわかりにくい った。 102co1 X 56c01の十青円形で、

深さは18c01を測る。長車出方{立は N79
0

Wで、土境上面の西端に細長い石
一争-~ 金

が「こ」の宇状に置かれていた。

これらはJ也山の石紫である。

は出土しなかった。

S K 044 (第28図)

MC66グリッドの中央部に

で101間余りの石があるが
ζこ〉

ち土.がっている。

し、地山商でプランを確認した。上

前の南西端に石 2個を配している。 60c01X49c01の楕円形を呈し、深さ | 泊h

は23c01を測る。底面は円形で壁は丸く、域状を呈している。底部から l 人ぺ川
-1 

赤色顔料が少量検出された。土器片少量が出土しているの I 

S K 045 (第28図)

S K 044の西隣にあり、地山面で確認した。 73c01X65c01のl格円形てい

深さは最深部で18c01を測る。底面はほぼ平坦であるが、南側に怪20c01、

深さ 5~ 6 co1の凹みがある。壁はやや急角度で立ち上がっている。

物は出土しなかった。

S K 046 (第28困)

MC67・68グリッドにまたがっており、地山商で確認きれたが、 S

K 043同様範囲のわかりにくい遺構であった。 96c01X84c01の楕円形で

深さ28c01とやや深く、底面形も 53c01X46cmの楕円形である。 底面は平

坦で問端に石が置かれている。壁はやや傾斜しながらもまっすぐに立

しなかった。

。
第29図

1 

5 cm 

ち上がっている。長車113方位は N65
0

E で遺物は

S K 047 ( 
S K 041出土遺物

MB65グリッドの中央部に位置する。 I日水田Il庄畔のしみが土墳東側の大部分を覆っていたこ

とと、土墳ヒ面の配石が 3個と少なく、さらに東側には石がなかづたために、プラン確認がか

なり国難であった。 149Co1 X 113 cmの;1古円形て¥深さは西端め最深部で33crn、他では13crnほど

である。底面は西端の出みを除き、ほぽ平坦である。長1MI方位は N62" E、

S K 048 ( 

M B65 • 66内にあり、 された。遺構上面の両端に石を 1個ずつ自己している。

75c01 >< 62c01の楕円形て、長車113方位は N5
0

丘、深さは 8co1と浅い。!主i封は中央部が幾分盛り上がっ

た状態である。壁はほとんど無いが、やや外方に傾斜して立ち上がるの遺物は土器片が少量出

土しただけであるの
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S K047・048・050・051・053・055土境実測図
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S K 050 

ー第12図版)

MA47グリッドの中

にあり、 J也山Tiiで確認さ jし

たc 自己石はなく、 78cmX70 

cmの略円形で深さは北西部

が肢も深<26cmを測る。底

面形も径42cmの円形を示し、

壁はなだらかに立ち上がっ

ている。少量の土器片が出

土した。

S K 051 

(第30図・第13・68図版)

MA47 グリッド~t音Eにあ

り、地山面でプラン確認さ

れた。 152cm X 85cmの楕円

形で、長軸方位は N45
0

Wで

ある。この土墳の北~北東

部にかけて、深さ25cmはど

のピットと、深さ 8cmほど

の掘り込みが見られるが、

本遺構とは無関係で、あろう。

最深部までの深さは20cm

であるが、底面にはかなり

の起伏があり、 30cmX 13cm、

第 2節検出遺構と遺物

~ーーーー- -ー← ー一一---ーーー

こコ
第31図 S K 051出土遺物
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{頃きが異なる。 遺構内より土器と磨製石斧が 1点出土している。土器は大形の浅鉢で詰包括のみ

であるが、推定口径38cm、底径10cm、器高23cm、大洞C2式で、あると考えられる。

S K 053 (第30図 a 第13図版)

MA48グリッド南部にあり、地山面で確認された。 111cm X 60cmの椅円形て¥深さは16cmを

測る。底面は西から東に若干傾斜し、壁はなだらかに立ち上がっている。長軸方位はN80
0Wで

ある。土器片が少量出土した。
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第 4章 発見された遺構と造物

S K 055 ( 

M C 47 .48グlトソドにあり、池山間て:'1i1E認された c 西mlJ タトに入り込んでおり、全

きさは不明である。 ーかけてであるが、他の部分では 7cmとj支

し， 起伏にE主トみ、壁の北西部は授やかであるが地はやや急である。土器片が少量 し

fこ。

S K 057 (第32図 g 第13図版)

MA48・49，MB48・49の 4グリッドにまたがり、地山 さtlた。 103cm X 86cl11の

円形を呈し、長IP.IH方位は N85
0

Wである。底面は平坦で14cl11の深さであるが、西側がピット状に

なっており 32cmの深きである。壁はこの部分で急角度となっているが、他の部分では幾分緩や

かとなる。大洞Cl式かC2式と忠われる土器片が出土した。

S K 058 (第32図・第14図版)

MB49・50、MC49・50の 4グリッドにまたがり、 SK 059を切って構築されている。 138

cm X 126 cmとほぼ'Fg形で、深さは10cmである。底面は多少の起伏はあるが平坦に近く、北側に

大小各 1個の石がある。壁は全体的に緩やかに立ち上がっている。大洞Cl式の土器片が少量出

土した。

S K 059 (第32図・第14図版)

S K 058の東側にあり、地山面で検出された。西端がわずかに SK 058に切られている。径

110 CI11ほどの円形で、深さは17cmと浅い。底面はやや丸みがあり、壁は緩やかな立ち上がりを

示している。 した

S K 061 (第32図)

MA50グリッド南西部にあり、地山

る。長軸方{立は N48
0

VV。壁は北東側

された。 84crnX 58cmの楕円形で深さは15cmを測

るが、他は緩やかに立ち上がっているハ少

した。

S K 062 (第32図・第14図版j

L J 49グリソドの中央付近 し、地山i主iで確認された。 86cmX75cI11のIH各円形て¥

での深さは27cmを測るが、南部は17cmと浅くなる

となっている地は誌やかな立ち上がりを示している c

S K 063 (第32国・第14図版)

土コ 1_1ムム，'-tて n [!:>!cJ斗

えと iJ¥./Ft完了〉 ソ 、さi:!':vd-

したれ

S X 001 された。 97c目白1X78cmの円形に近い桔円形で、採さは35crn、

{立は N86
0E る。底面は平坦でも、壁はほぼ垂直で-ある。 したの

S K 065 (第32図)

MC50グリッド中手と音Eにあり、 された。 74cmX 68cmのls喜円形で， {菜きはllcmを
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発見さ iLi:こ遺構と遺物!第 4章

な立くなる。底面は平lliで北側に石が 1儲置かれている。測るが南側では 7cmと

した。ち上がりを示し、遺物として

(第32図}5 K 067 

された。さlU:fu山直iし、MC64グリッド

X48c:mの1、青遺構上部東側に大きめの右 2i面、西側に小さめの石 1i[討を配している。

円形で最深部で、15cmの深さを測り、長軸方位は N62
0

Eである。 底面は平坦で、壁は幾分急な立ち

した。上が加を示している。

(第32図)S K 068 

旧プl(田畦畔のしみによって一部が変MB63・64グリッドにまたがり、地山商で検出された。

131 cm X 54c:mで北側が細くなる楕円形で、

⑨ 
Aー→ト-A'

色しており土横プランは必ずしも明確で、はないが、
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第 2節検出遺構と遺物

あるが、南側ではやや急に立ち!のてっているへ

長j~出方伎は N20
0

W、深さは 17c111 を~}ilJ る。 底面にはl出凸があり、監は北側が浅いためなだらかで

S K 069 ( 

I¥!I 64グリッドにあり、!日本出i旺;畔のしみによって

形で、深さは最深部で'20cmをiWJる。

しなかうた。

方位;は N7CrEである《

った。 75cm><50cmの楕円

上がりが緩やかとなっている。遺物は出土しなかった。

S K 070 ( 

IvIA51グリッド北部の された。 149CI11 >< 96cmの惰円形で、深さは中央部(7)

平坦で、監は西側の立ち

出みで確認面から20cm、{也は 8cm、長車IH方位は N50 Eである。底面は平坦で、南西側Jこ40cI11>< 14 

仰の石が置かれている。壁は 緩やかな立ち土がりである。

民一一

S K073 。
第拠隠 S K071‘ S K073・SK076出土遺物
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第 4章 発見された遺構と造物

5 K 071 (第33間・第15図版〕

K H60グ1) ソドにある。第IV層1hH1)下げ中に石刀(第34図)の頭部を発見したが、直立して

おり全く動かなかったので 土墳に直立させて児設したものと考之て周辺を精査した。 IV層か

ら地山を掘りくばめた土墳の底部にお刀の先端部を1品ト右させて埋設したものであるが、

に石刀の頭部が地表に出ていたか否かは明らかでないっ士墳は74cmX 70cI11の略円形て¥深さ23

cm、底面はやや凹んでおり、壁は東南部がなだらかに立ち上がっている。

S K 072 (第33図)

MC68グリッドにその大部分があり地山田で確認されたが、西側が旧水田 11庄畔のしみによっ

て変色しており確認には困難が伴った。遺構上面の中央部に石が 2個置かれている。土壌は146

cm X 101 cmの方形に近い楕円形を呈しており、長軸方位は N10
0

Eを測る。底面は南側では平坦

で深さは 10cmであるが、北i~1jは 40cmの深きで士宛状に丸くなっている。壁は緩やかで、遺物は土

器片が少量出土しただけである。

S K 073 (第33図・第 3図版)

MB67グリッド南西部の地山面で確認された。 他の土墳とは異なりかなり細長く、 109cm X 

26cmのベルト状をなし、最深部でも 10cmと浅い。長i抽方位は N30
0Eである。底面は平坦で、壁は

急角度に立ち上がっている。石器が l点出土した(第34国)。

S K 074 (第35図)

MB67グリッドの北側、 SK 030にi礎接している。!日水田畦畔のしみのため土色が大部分変

化していたが、遺構j二面に数個の配石が出ていたので地山面で縫認ができた。土墳は39cmX 36 

cmの略円形を主し、深さ 12cmを測る。底部は平坦て、壁はやや急角度で立ち上がる。 遺物は出土

しなかった。

S K 075 (第24図・第 3図版j

MB67グリッド北部の地山商で検出されたっ SK 035と しているが、
。
、atv 

上面には南北に各 11閣の小さな石が見られる。 61cmX 57cmのIU各円形を呈しており、深さは13cm

を測る。底部は丸みがあり、北側に 2錦、南側に 1f国の行が置かれている。療は緩やかな立ち

上がりを見せ、次第に消失する c 土器!十が少量出土した G

5 K 076 (第33図・第15. 68図版)

MC60グリソドのすぐ東側に位置し、地山上部で確認されたコ上国は77cmX 70cmの略円形て‘

あるが、確認面からの深さは89cmをiRlJt)、断面形は上部が広く下部が鵠;1犬となる逆フラスコ形

を呈している。面全体には地山のi捜が露出しているハ上部に完形の深鉢形土器が器かれてい

た(第34図)。
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第4章 発見さ札た遺構と造物

S K 078 ( 

MB68グ1)"ドの東側にあ 1)、地Ul出

と比較的深い。 南側では浅L

された。 ι叩〉く古FLJII三で、 j菜さは29cI11

ではこれより 15c立1深〈、 2~立となっている J二面か

壁の南側は緩やかであるが、北側は

土しなかった。

S K 079 (第35図・第16図版)

ち上がっている。

ら埋土中にかけて、 39cI11X 26cmの大きな，bが置かれ、この周ll1'lにもノトさな

u.J 
I-U 

MB52グリッド し、第IV層中 された。154cmX91c111の楕円形で長1~[E!方位は N 8
0

W 

見られる σ

E
 

1
2よ

4
1
i
 

N
 

で、底部西側には径20C111で底面よりも 15c111深いピットがあり、また南側には53c111X45c111の大き

さで底面より 23c111ほど深いピットが見られる。東側はi幅10数C111にわたり、 5~ 7 C111ほど落ち込

んでいる c

S K 080 (第35図・第16図版)

MB53グリッドにその大部分があり、 ドド された。 149C111 X 109 C111の比較的大き

な楕円形を呈し、深さは12c111を測る。長軸方{立は N70
0

Wである。底面は北東部と南西部で少し

浅めであるが全体的にほぼ平坦で、、壁はやや急、角度で立ち上がっている。土器片が少量出土し

た。

S K 081 (第35図・第16図版)

MA53グリッド北部にあり、第IV層中で検出された。 108C111 X97c111の略円形で、深さは12cm

を測る。東端に石が 2個置かれている。底面はやや丸みを借び、控は緩やかである

少量出土した。

S K 083 (第35図・第18図版)

L J 54グリッド南部に位設し、

確認された。 SK 088と重複する

;池山

しい。

158 C111 X99c111の楕円形で、長軸方位は N32
0

E、西側に径

40cIl1、 j菜さ24cIl1のピットがある。確認面から最深部まで

は13cmと浅いが、 f患の部分では 4~ llcll1とさらに

いがわずかに る円 守A

、一

びている c 土器片少量と石銑 1点が出土した(第36図)。

5民 084 (第35図・第17図版)

MA52グリッド北西部にあり、地山間で確認された。

東に隣接する SK 085を切って構築されている。 109C111 

A
日

γ

h
日
川
M
W

A
リ
Y

A
創

VU
山∞

くここコ ‘S K085 

く戸~ S K088 

cm 

X95c111の略円形で、確認面から最深部までの深さは20cIl1 第36図 S K083・085・088出土遺物
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第2節検出遺構と遺物

を担IJるが、 ゆ?では 8cmほどである。底面は南側ほど傾斜して{尽くなり、壁は緩やかである。

している C

S K 085 (第35図・第17毘版)

MA52グリッド内の地山面で確認された。 SKυ84と重複しているが、本遺構の万が百い 0

96cm X85cmの略円形を呈し、最深部で43cmとやや深い。底面の北側に25cmX 14cmの石を 11回配

している。壁は急、角度で立ち上がる。大洞Cl 式の土器片と石~g* 1 'i聞が出土した(第36函)。

S K 086 (第37図・第17図版)

L J 54・55グリッドにあり、地山面で確認した。口縁部は87cmX 72cmで、断面中間部が少しく

びれるフラスコ状を呈し、底部径は87cmX81cmとなっている。 深さは54cm を ì~1jり、底面は

で、底面から1O~15cm上に小は28cmX 18cm、大は38cmX 35cmまでの石が6細見られる。そのf也

径lOcm前後の石も 2個入っている。大洞Cl式の土器片が少量出土している。

S K 087 (第37図・第18図版)

MA53 ・ 54 、 MB53 ・ 54の 4 グリッドにまたがり、 J也山面でプラン 7i在認がなされた。 2~15 cm 

X 202 cmの円形に近い形をしている G 底面は東側へ傾斜しており、確認面からの深さは東側で

55cmある。他の浅い所でも30cm前後はあり全体的に深い。監は急、角度で立ち上がっている c 多

量の大洞Cl式土器片の他、石錐・凹石などの石器が出土したっこの他埋土中部よりサメの詣で

作製した装飾品が 1点出土した。この装飾品について県立男鹿水族館竹内 健館長より

ただいたところれほほじろざめ¥¥Carcharodon carcharias (LINNE)の歯に最も近く、新世代第

二紀の化石である可能性が高いとのことであった。先端部を欠頃しているが推定52mmあり、中

央部とその両側に 3倒の穿孔がある。青灰色で光沢があり、欠損部は石化していることがうか

がわれる(第38図・第18図版)。

S K 088 (第35図)

L J 53グリッド北西部に位置し、第IV層下部で検出された。 SK 083に切られている。 155

cmX91cmの不整惰円形を呈しており、長軸方位は N12
0

E、最深部で'27cmの深さである。

に径30cm 、 y~'( さ 40cmほどのピットがあり、底面は起伏を有するつ笠はなだらかである。大j両日

式土器の破片が少量と石鍛 1点が出土した(第36図)。

S K 090 (第37図・第18図版)

L J 53・54両グリッドにまたがり、第IV層下部で確認された o108cm X九cmの棺円形を呈し、

最深部でも 12cm、地の部分では 5~ llcmの深さで非常に浅いc 長軸方位は N18
0

Eで、遺構内に

は石が 41回置かれている。底面はわずかに起伏があり、北m~が少し低くなっている。壁はほほ、

立ち上がっている。土器片が少量出土した。
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第 4章発見された遺構と造物

.. 

。

第39図 SK 091 

S K091 (第37図)

Ivl B 61グリッド杭付近にあ

り、地山上面で確認された。

1l7cm X 86cmの楕円形を呈し、

N66
0

W、深さ49cm

をiWJる。底面はほぼ、平坦で壁

は下方で1しみを有しながらも

急角度で立ち上がっている。

5 cm 大ilPJC1式の土器片が出土して

いる(第39図)。

S K092(第37図・第19悶版)

MD59グリッド杭付近に位置し、地山上部で確認された。 100cm X 84cmの円形に近い楕円形

を呈し長軸方位は N85
0

W、深さは最深部ャて、77cmを測る。確認面に21cmX6 cmの石 11聞が土壌中

央部に立てた形で埋設されていた。土境内底部材近に多量の石があり、底面にピット状の落ち

込みがあり、段を形成しでほぼ垂直に立ち上がっている。土器片が少量出土している。

5 K 093 (第40図)

MF60グリッドの東部に位置し、地山上田で確認された。 146cm X 119 cmの楕円形を呈し、

長軸方位は N83
0

W、確認面からの深さは29cmをmlJる。底聞は丸底で、壁はヌしみを

に立ち上がる。大iliiJCl式の土器片が出土し'-c

S K 094 (第40図)

MC58グリッドの東部にあり、

は N45
0

E 、深さは 19cm を ~WJ る。

角度であるが、北東側は幾分緩やか

5 K 095 (第40図)

MF59グリッドの杭付近にあり、

された。 81crn 65crnの情円形を呈し、

×。 られる。壁は

している G

さ;f'liこc 1 Ckt し、長

軸方{立は N24
0

E、深さは中央部で最も深く 28cmを説る。 に立 っている。土器

した。

5 K 096 (第40図)

MC63・64の両グリッドにまたがる る百三也L1J を覆うており、さらに

配石も全くなかったので確認は国難であったが、地山部て、検出された。 151cm X 87cmの楕円形

で長軸方位は N70
0

W、最深部で25cmの深さをiRlJる。底面は平坦で石はなく、壁は低いが立ち上

がりの角度はやや急である。土器片が少量出土した。
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第 4章発見された遺構と遺物

S K 097 (第40図・第19図版)

L C . L D56の|両グリッドにまたがり、地111

N88
0

E、最深部の深さは23cmをj日IJる己底

土壌底からの深さか:]5cmほどのピットがある。壁は西mu

上がっている。土器片が少量出土した。

5 K 098 (第40図・第19図版)

された。 97cI11x 58cmの惰円形を呈し、

ほぽ平民て¥その北西部には径20cm、

であるが、他は丸みをもって立ち

L C56グリ、ソド中央部に位置し、地山面で確認された。 113cmx 53cmめ楕円形を呈し、

方位は N45
0 

EをmlJる。深さは中央部~南西部では20cmを測るが、北東部で、はしだいに浅くなる今

底面は凹凸があり、壁は南西部で数CI11であるが内側に入り込んでいる他は緩やかな立ち上がり

である。土器片が少量出土した。

S K 099 (第40図)

L B . L C56グリッドに大部分があり、地山商で確認された。135cmX67cmの楕円形を呈し、

長軸方位は N75
0

EをiHlJる。底面は西から東へ傾斜しており、深さは西側で20cm、中央部で30cm、

東側では35~37cm と深くなっているが、北東部では 15cmである。援はしっかりとしており、や

や急角度で立ち上がっている。土器片が少量出土した。

S K 100 (第42図・第19図版)

L D56グリッド東側に位置し、地山面で確認がなされた。 211cm X89cll1の大きさで、中間部

がくびれる不整楕円形で、長軌方位は N20
0

Eを測る。中央部に掘り込みがあり、この部分の深

さは36c‘mであるが、その北側と南側では10cm前後と浅くなっている。また、東側には在20cm、

土境確認面からの深さが40cmほどのピソトカリ佑iある。全体的に底面は起伏に富み、壁は

度で立ち上がっている。大前ICl式のごと器片が少量出土した。

S K iOi (第42図・第四図版)

L D56グリッド中央部に位置し、地山面で確認された。 84cmX67cmの楕円形を呈し、長車lfl方

位は N2
0

E、最深部で'26cmの深さである。底面は中央部が最も深く、毘辺部がしだいに浅くな

るレンズ;1)ょを呈している。土器}十が少量出土した

5 K 102 (第42図・第20図版)

L D56・57， LE56・57の 4グリッドにまたカ;"1)、i也山面で石?昂記された。 138cm X 115 Cmの

略円形を52し、 i*さは最す楽部でも 14cmと浅い。底面は全体にほぼ、平担で、壁は急角度で立ち上

がっている。 SK 115を切って構築されている。土器片が少量出土した G

S K 104 (第42図)

LH57南東隅に位置し、地山簡で確認された。 163cmx 53cmで中間部が少し細くくびれる長

楕円形で長軸方位は N85
0

EをiftlJる。中央部に35cl11X 16cm、確認面からの深さが41cmの小ピット
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第 2節輸出遺構とi立物

があるが、この東側では成田までの深さが29c111、西側では37cIl1を測る。壁は1しみを若ぴて立ち

上がっている c 土器片が少量出土した。

S K 105 (第42図 e

L D57グ 1)ッド あり、地 された 110C111 >< 58c111の椅円!日を主し、長軸方位

はN50 E、深さ31c111をiNIJる。底面は平坦に近く、出土北側が急、傾斜であるが、南側はやや緩や

かに立ち上がっている U 少量の土器片が出土した。

S K 106 (第43図)

L D57・58両グリッドにまたがり、地山市で確認された。 114cm X 63c111の楕円形で、長軸方

位は N40
0

NをiHlJる。底面の北西部と南東部がそれぞれ46cm、36cmの深さでくほ‘んでいる。壁は

急角度の立ち上がりを見せている。少量の土器片が出 I~. した。

S K 107 (第43図)

L D58グリッドに位置し、地山面で確認された。北側は未調査の59ラインに入り込んでおり

全容は不明であるが、おおよそ 120cm X 63cIJlの情円形を呈するようである。長軸方位は N400E 

て¥深さは40cIJlをit1lJる。底面は平坦で、壁は緩やかである。

S K 109 (第43図)

L C58グリッド南側に位置し、地山面

で確認された。 75cmX 46cIJlの小さな楕円

形を呈し、最深部でも 17cIJlとやや浅い。

底面は北西部から南西部にかけて幾分傾

斜し、~遣は急角度で立ち上がっている。

長制lH{立は N53
0

W、遺物はない 0

S K 110 (第43図包第20. 68図版)

L C58グリッド南部にあり、地山面で

確認された G 径84cmほどの円形で、深さ

は37clJlを測るむ底間は丸く、全体がJ布状

で、壁は急、角度で立ち上がっている。北

西側に18cmX 14cmの石と、はぽ完形の壷

形土器が置かれていた。この土器は口縁

部を欠き、頭部と 界都にj支く細

い沈総が一条入る他は無文で、全体がよ

く研磨されている。底径 5.6C111J岡部最大

幅14.8c111、器高推定15cmをiWJる(第41図)0

。

第41図 S K 110出土造物
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第4章 発見された遺tWf:と遺物

S K 111 (第43図)

L C58グリッド東部にあり、地山面で確認されたの未調査の LCライン

の中に一部が入り込んでお 1)、 7不明であるカt北京~ ラ長事lHを フ
G 

ルト

を呈するもののようである。西側は浅く 24c111ほどであるが、1f{if!Uは一段深く 40C111の深さである

底面、墜ともに不整形である。土器片 出土した。

S K 112 図版}

L F56グリいノド あリ、 i也山面 された。 106C111 X 88c111の情円形を呈し、

はN75
0

N、深さ 29clllをiWJる。底部は方形に近く、底面は略平坦であるの底面西側には怪20cmli

どの石が 1倒置かれている。 ち上がりは全体にやや緩やかである。大j向A式の土器片少

した。

S K 113 (第44図)

L G57グリッド南東隅に し、地山面で確認された。 94clllX79Cl1lの不整楕円形て¥長軸方

位は N29
0

W、深さは最深部でも 14clllと浅し、。底面は!n各平坦で、北西に径12Cl1lほどの石を 1個置い

である。 として北側が幾分丸みを帯びた立ち上がりを示している。遺物は出土しなかっ

た。

S K 114 (第44図)

L F57グリッド北西部にあり、地山面で確認きれた。平面形は82Cl1lX63cmの楕一円形を呈し、

長軸方位は N60
0

E を~ftJJ るが、断面中間部で幅が狭くなっており、最深部では73Cl1lの深さとなる。

中間部の西側には10cm><5 cmほどの〆石が数間配されており、北側によ 16cm><8cfTlの若が l個置

かれる。監は北西側ではIII各垂直に立ち上がっているが、南東側では底部から中間部ま

に近く、それより上は丸みを有して立ち上がっている。少量の土器片が出土した。

S K 115 (第44図・第20図版)

L D . L E56にまたがり、地山面で確認されたっ 93cmX 63Cl1lの惰円形で長車rE方位は N70
0

W、

深さ50Cl1lを測る c 底部は中央部が幾分くぼみ、壁は北側がやや緩やかである他は略垂直に近い

立ち上がりを S K 102によって切られている n 大j同A式の土器片が少量出土した。

S K 116 (第44図・第21図版)

K J 47・48、LA47・48の4グリッドにまたがり、 J也山面で検出された。上面に大小の石(5

cmX 4 cm-29cmX25cm) を11個配している。このうち大きめの石は土境確認前より 8-13cmほ

ど出ているカヘ にも 4-10c111埋没している。151cmX 130 cmの略円形を呈し、最一深部

て~'56cmの深きを ;ftlJ る乙底面から壁にかけて、全体がi宛状に丸みを帯ぴている。

大淵A式土器と石銑 2、石匙上回高 lが出土した。
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S K113・114・116-119土J忠実i!lJJ図
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S K 117 ( 

L F47グリ、、ノド北京に

-第22図版)

し、地山函で持認されたの1.32cm X 1 21 cmのはほ円}f;';を呈し、深

第 2節検出遺構と遺物

さは 15cmである c 民間は平士日で、町は垂直に近い角度で立ち上がっている c 底部から/ト玉と石

した。小玉は土墳北西部に11個と:311週がそれぞ'jL-塊となっており、

V' 

ものであろうか。すべて土製で、径 7~ 8 mm、厚さ 4~ 5 mm、たすきがけ状の浅

をめぐり、すJミ色塗彩きれている o 14mnともにほぼ、同様である。石棒状石器は長さ

141状態を

15.3cm、最大幅27mm 、厚さ 12mm を ~WJ り、折損した石万をさらに研磨、加仁したもので、図下端

に 2本、中央部に 1本、その下方に 2本の沈安JJ線が見られには折損部断面を残している。

るが、全!習を巡るものは 1

図)0

S K 118 ( 

L H47グリッド北西部に位置し、地山面で棺認された。 104cm X58cmの楕円形で長軸方位は

N30
0

W、深さは最深部で15cmを測る。底面はほぼ、平明で、壁は丸みを有して立ち上がっている

が、北東部は急角度となっている。土器片が少量出土した。

S K 119 (第44図)

している(である，樹立詰は rdjj出から

L 150・51両グリッドにまたがっており、地山田で確認された。 130cm X 58cmで楕円形を呈

し、長軸方位は N70
0

Wである。南東隅が最も深く 18cmの深さであるが、北西部では浅くなり 10

cm足らずとなる η 底面はやや起伏があ

何
百(

8
5
 
-~一言

S K1l7 

品管一一
A
的

V一司

く二二> S K 119 

ζ〉 SK117
o 
し

第46図 S K117・119出土遺物

61 -

f)、援は底部付近は急角度で立ち上か

るがしだ1，，-'に誌やかとなる。土器片が

と石滋 l点か出土している(第46

図)0

5 K 120 ( 

L G51グリ t ド し、 よ也山

市川 された。 72cmX6L1cmの略円形

9Cl11のj菜さをiWJる。底面l

は平坦で、壁は急、角J交をなしている。

出とした。

5 K 121 ( 

L G53グリッドにあり、池山田で確

:3 cm 認された。径88cl11ほどの円形で、深さ

は中央付近の最深部でも 9cm、他の部
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分では 4-6 cmと非常に浅い。

に緩やかである:土器片が少年tllll .した。

く二コ S KlZ2 

第48国 SK122毎

S K 124 ( 

L E51グリッド西端の地山面

第 2節検出i立備とi立物

中央部がややくぼんでいるがおおよそ平坦で、、壁は非常

S K 122 ( 

L HS5にそ

片足

5ぞ J" ...)戸、

こ‘イし /ιー

236cmく126cIII

として

ま.
CJ 

く、壁の傾斜も

であるが主

緩やかであ

るjじi別は辛子にj支く、なだらかになっているの

ブ三il.iJA .%-?Fが出土した{レ

5k  i23(/ 

L E . L F47j南グリッドにまたカ'"1)、1也LLJj閣で石在

認された。 68cmX 62cmのほぼ円形を呈し、小型であ

るが深さは30cmをiWJる。 丸みがあり、

も1i'?:<、周 5 - 7 cm浅くなっている。壁

は九みを帯びて立ち上がっている。土器

土した。

された。 6~ìcfll 59cllIのiIl託円形でj来さは35cmを;WJる

北jHiJ

配石は克られないが、覆土中間部、底部には I!~己石があるつ底 i百はほ

であるが、北iWJは急である。土器片が少量出土ししてし 3る。 監は

?こ。

S K 125 ( 

K 161干J'cと ラインーとにあり、

N 15
0 

E を主:し、

吋平JUであるが北側が少し高くなる A:tl:は11nmあl)、底i古iは

~ti[ilJピ、ソト中から大 ~~IJ A 

S K 126 ( 

が出土している。

るが若干

i二面 された。 cm 176 CIilの 11ラ

レ〉 まで59c加を iWJ る。 ~ltWIJ に 40cm 35crnのピつノト力J

タトjゴーへ傾斜しているつ

は縄文iJijjむされ
。

7
9
 

L D47グリ、リド し、地山並iで維認された 136cm 109ωで南側が少々歪んだ

"三寸戸、
可 u 、{ 

ーー

が 援ときらにjE〈なっているう践揺は起伏があり、中心部から北j¥il]にかけて径lO-15cm

の石が 411司llli己されている ι

~ 1ハハ同し
む 1::7しl1iζー と出iH!Jと 干、 f-ト丘三、、、 ヨト"1ノI、泊予 %、国

緩やかに立ち~--がっているの土器片が少量出土した

63 



K127 

1Si:) _ 九 SK126 d乙/一、
兵入ぃ(/一一一ぺぐ¥ ，̂ ((〆 ¥¥ 

i斤 1// ¥¥ A→(1 (f ) iト-1¥

山 A10ミ、¥い~ー/ン/
九→¥¥ ~ 以~\ nト A' ""-ベご一

形で、 ~ ，~→一←ー下J ト A'

長軸方{立は N800W、深さ 20側 、下、ー/ラジ/ て宇=土民比二ジ

A一一寸 ト一人 i 日前る色 (JOYR)-:i)炭化物微量出入

-，----;:-一一一てここごてTつアア 2 黒褐色 (lOYR%)炭化物微量:混入

刊誌;ζ芸町5ご;r-:::弘2-/-ノ 1 黒褐色i， H1YR9{)炭化物微量:浪人z c::- s' ~ 
ム ~ v 吠淀潟色 (lOYR必) ，~I;!; 色土多込入

};I!.褐色 (lOYR，}f) 炭{ヒ物1教法、 首掲色村一子微量<lt入
時褐色 !.lOYR_)合)炭化物{於.Iíi:~ ut筒色ノトブザロ r ク多混入

褐色 (lOYR3'~) 炭化物少量出入

発見された遺構と遺物

L 846グJ)、ソドの中央付

S K 127(第49図・第23図Ji

X92cmの円形に

第4章

をmiJる。底面はほぼ平坦で、、

北西隅が若干浅めになってお

より 10cmほどり、西側は

トーA'

高い部分がある。監は束、西

度であるが、iWJは

少量の土器片が出土した。

S K 128(第49図・第23図版)

L 846グリッドの南側に位

置し、地山頂で確認された。

ト-AF

X宍ニ~
主主褐色 (lOYR出}炭化物il校長混入

黒視色(lOYR%i炭化守主11数tiblE入

S K 1:30 

122 cm X72cmの歪んだ楕円形

を呈している。 中心部分がわ

ずかに{丘く、 17cmの深さであ

//「¥

県協色土 (lOY ¥ 一

団色上!lOY R五)炭化物i殺崩入 A一一→ '--一一一L--- ト-A'
黒褐色=1: ilOY R%  i球 少 凡人

m治色土 (lOYR予言)武褐色ニiニ多註混入 ~京コ-一千ノヮ 一二ζ弓?
烈渇色土(lOYR汽)炭化物{問、熊少与日人 \4-=~~'-ーニτシγ

S Kl.31 
1 

/、

一-1←-A'

栂色 ilOYR%)褐色粒 r多量HL人
主主褐色(1り YR%) 褐色枝子少量ii~ 人

る。長軸方向は N85
0

W

度をなしている。 遺物は

出土しなかった。

S K 129(第49図・

、

¥
 

2
J
-
1
4み
に

リ

L 846グリッド南西部に

された。

106 cm X82cmの惰円形で、東

置し、地山面

lftUに40cmX 30cmのピット状の

1 m 。くぼみがあり、この部分で.'23cm

S K 126~ 131土墳実iP，lJ図第持関の深さを有するの

_ L  1 ---:1"'" 1 -ヲ
Jーしに ν尋 G o緩やかである。N25

0 Eを測り、

(第49図，第23図版)S K 130 

104 cm X 64cmの隅丸長方形を呈してお

f 、、さ21cm、長軸方{立は N85
0Eを出IJる。中心部付近が最深部で周辺部では 5~ 8 cmほ

64 -

L 8 . L C46グリッドにあり、地山面で確認された。



ζコ S K130 

S K 131 し____L_____j

第50国 S K130・131出土遺物

E 

第2節検出遺構と遺物

なっている。壁は少し丸みを帯びて

立ち上がっている。少量の土器片と

1点が出土した(第50図)0

S K 131 (第49図鑑第23図版)

K J 46グリッド北東に位霞し、確

認は地山商でf子われた。 116cm>く110

cmのほぽ円形を呈し、

を測るが、西i~1jでわずかに浅くなっ

ている。壁はなだらかな立ち上がり

を示している。大洞C2式の土器片が

出土している(第50図)。

S K 132 (第51図・第24図版)

K J 46・47， L A46 . 47の4グリ

ソドにかかり、地山面で薙認がなさ

れた。 径 155cmほどの円形で、深さ

5JcmをiNIJる。底面も円形て¥南側が

よりも 8cmほど浅くなってい

る。底部には36cmX24cmの大きな石

j工

中にも

含ま

面で検出されたι239cmX 130cmの楕

Jm 円形で、長軸方位は N山、深さ46

cmを削る。底面は平坦であるが北側

および西側がしだいに高くなり、壁

は底面から20cmほどまでは丸みをおびているが、その上部では緩やかな立ち上がりとなる。大

出C2・A式の土器片と折損した石万先端部が出土している(第52図)。
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くここ〉

第52図

S K 133出土遺物

S K 137 ( 

第 iiii 怜~l:l泣構と i室Abij

S K 134 ( 

K 146グリ、ノ F南 句あ 1)、J也山崖iで石在認さ jした。 98cm 86cmで

はほ円形を呈し、 されている勾~*さ 19cmで

底面も円形で平日であるがrlJ心1tl)に凶凸カ見られる。誌はiしみを帯び

て立ち上がっている と折Jtlし し7こ。

S K 135 ( 

K J 16グリッド あ 1)、地山 された。 95cmX 56cmの

楕円形を皇し、長軸方位は N40
0

E、深さ 16cmを測る。 底面は全体が丸

みを帯び¥壁はゆるやかである。

S K 136 (第51図，

した n

K J 46グリッド西部に位置し、地山並iで確認された。 127cm X 78cm 

5 cm の楕円形で、長車[[1方{立は N260 E 、深さ 26cm を~HlJ る。 底面は

や盛り上がり、壁は1しみを有して緩やかに立ち上がっている。大洞A

が数点出仁した。

-第25図版)

L D44グリッド北西部にあり、地山商で検出した。 121Cll1 X 63cmの楕円形を主し、

_r  ド浩二

仁、 主主三はN89
0

YV、 さを ~~IJ る。 くなっている

は直線的に傾斜している。

5 K 138 (第51図金

L C45グリッド

したn

し、 j也山 された 96cm を皇し、長車III方

ら中心付-j[IにIIJ面15cmのN65
0E、深さ26cmを測る。底部は西側ほど低くなっており、

が走る。壁は西側では緩やかであるが、東側では ち上が

A
織
す

A
川
川
川

V

議
事
v。

S K lt1] 

〈コ

第53思

S K 1:39 . 141 

;:) K 1:39 

。

っている。土器片が少量出土している。

S K 139 ( -第25図版)

L C44 . 45グ1) ソドにまたカ"!) された π 165 Cll1 

96Cll1の楕円形をEZし、長mrlJ方{立は N3CtW、j奈さ 17cmを測る心底!許iは

まっている他は、大よそ平却である。壁は穏や

かな立ち上がりを示しているハ

している(

と壬凡退 1点

3 cm 

S K 140 (主~541;g]・

L B44・45r両グリッドにまたがり 地山函で時認されたれ 174cm 

97Cll1の指円形を呈し、 も13cmとはし
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(一⑨
S K139 

A ーイ ト-A'

A-→ ト-A'

A--→ A' 

A 

つ

11計[i;色 (10YRJ;i) 
褐 色 (lOYR%)炭化物多量i見入 息子お色(lOYR%)J災化物i放JJIul入

11在褐色(lOYR%)炭化物微;丘、地山フロソク少量;混入

争

(¥〉 ト一人
S K142 

1いー-，11，'A一寸
¥¥ !̂'/ヘ，，¥ II ト-A'「ーーー回一-ーーー・ A-ーイ

2 
2 2 

褐色 灰白色粒子少量泌入

時褐色 褐灰色、}出資ゴニ少量~tG 入

ト-/¥'

S K143 

1 黒褐色 (lOYR%)灰焚褐色粘質ニヒ微量混入

A-→ トl ) 1 A' df-1矯色 ihlYR%)褐色フーロソク微量混入

i 茶褐色 1.10'1R%)渇色松子少設混入

A一一→
、こフ::::7ミ::;__;

い-A'

S X005 
，S K 144 1 ぷ尚色(2.5Y>'l) 

2 民褐色(lOYR%)炭化物少説、褐色フ。ロック多長titE_入
3 !!A褐色 (2，5Y五)炭化物微量、掲色フp口、ソク多;母混入

4 黒字母色(1OYR%) 筒色粒子少量出入

ム fb-「トA

ノプ A一ーイ

ト--A'

ト-A'

A一寸 ト-A'

自存褐色 (lOYR~言)

黒片品邑(lOYR%) o 1 m 

しょ__L_j

第抑留 S K139~ 145土塘，'.s 
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第 2節検出遺構と遺物

担で、控は低いが外方に傾斜して立ちヒがっている。長ili由方位は N21
0

E、土器片が少量出土。

S K 141 ( 

L B . L C44グリぃノドにまたカ"1)、f也山屈で石在認された 146cm g9cmのf青円形で" 1菜さ 16

CIl1、長崎方位r''-I82
0

EをおIJる。底面は中心付近が周辺よりも 5~ 7 CI11ほど深くなっており、壁は

幾分丸みを帯びて立ち上がっている c 少量の土器片と干lf，lj~が l 点出土した(第53図 )0

S K 142 ( 

K 144グリッド中央部に位置し、 J也山宿で確認がなされた。 183cmX 105cmめ楕円形て¥長車出

方位は N33
0

EをiWJる。底部が円形にくぼんでおり、この部分の深さは25cl11、他の浅い所で10cm

前後を ~ftlJ る。壁は南側では丸みを帯び\北側では緩やかに立ち上片てっている。少量の土器片と

出士した。

S K 143 (第54図・第26図版)

K 1・KJ 45両グリッドにまたがっており、地山

皇し、長軸方位は N10
0

W、深さ21cmを測る。

っている c 大潟C2式土器が出土した。

S K 144 (第54図)

された。 149cm X76cmの楕円形を

平坦で、躍は緩く傾斜して立ち上が

L C44の南部に位置し、地山商で確認された。 SX 005土器一括廃棄遺構を掘り上げた段階

されたので本遺構の方が古いと忠われる。おおよそ 110cm X58cmの情円形であろうと思

われ、深さは37cm、長軸方{立は N68
0

Wを測る。底面は西側がしだいに高くなり、壁は急角度で

立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

S K 145 (第54図)

K J . L A45両グリッドにあり、地山田1で確認された。 144cm X 68cmの楕円形を呈し、

方位は N32
0

E、深さは 9cmと浅い。底面はほぼエで南側に25cIll 19cm、深さ 14cmのピットが

ある。壁は低く、北側がなだらかになうている。大将C2式の土器片が少量出土した。

S K 146 (第55図・第26図版)

L A44・45両グリッドにあり、地山並iで確認された。 139cm X72cm るカf、南f明

がやや細くなっている。長~j由方伎は N16
0 

E、最深部で27cmの深さをiWJるつ底雨は平坦で、はなく

丸みを帯び、壁の立ち上がりは南側が北側よりも緩やかである。

した 0

S K 147 (第55図・第26図版)

K H41舎 42夕、リッドに位置し、 された。 144cm X 102 cmの椅円形を呈し、

ブ7伎は N71"W、 さを測る。主たる底面は西~中央部にあり、壁は東側がなだ

らカミになっている。 A した。
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第 ':1本 発克されたi立1荷と i宣物

K14G 

A--{ / / -1 ト-A'

て宅三三三7
茶褐色(luYR%)炭化物微 f品色粒子少日1入

黒 色(lOYR3{)炭化物ii投j誠一、褐色粒子i数量混入

II自褐色 (10YilFi)褐色粒子多足混入

A一寸

S K 148 

第55爵 SK146~ 

.第27図版)

K F 43 ' 44、KG4.3香 44グ)4グリ、ソドにまたカ"1)、i也山

の細長い楕円形を皇し、 N15
0

WをiWJるコ

南北両i~1jが浅く、 10cmの深きであるが、中

段低くなり、この部分で38cmの深さを有する。

は平坦で、 南北両端部ともにわずかな

丸みを有しながら傾斜して立ち上がる。中央部のく

あるが、平

ることができなかった。大洞A

S K 149 (第189図・第68図版)

はみ

S K ( 1 ) 002の床面

れた。 187cm><11lcmの方形にい形をしており、長

制i方イ立は N25
0

W、SK ( 1 ) 002 らのj奈さは17

cmを?WJるc tl てイ壬10cmほどの石が数r偶

- 70 

S K147 

可てヰ土ヲダ
黒褐色(7，5YR%) 炭化物微泣il~入
茶褐色(7S'{R%) i~t化物微 111 、 m色ブロソク少量1il入

ト A'

1 ui'i掲色 (lUYE予言)褐色粒子少量浪人

2 黒褐色(10YR%l 

3 jゑ褐色(lOYR%) 褐色粒子微量Ü~入

4 補 色 (10YHT4l黒褐色土多量t見入

1 111 

さh1:こ。 232cm X 77cm 

h
J
、ぐ

。 5 crn 

第56沼



られる。北東部から

ヰ~ 2昂j t突出遺構と造物

され、内i訂にはそ

出土した。[]1在日.5clll、底径 5.3cm、 Ocmの小形;宗主十三

でlilij面に

S K 150 

K F . K G42グリッドに位躍し、士也山i亙iで確認さ lLたo S K 151により東端を切られている

刀、、 ではほぼ190cmX 102cmの楕円形を_Eし、

11占!の配石があるが土境上部のみに限られ、埋土中にはほとんど入 1)込んでいない。底面には凹

凸があり、 さを有している。監は緩やかである。

五flit2点、その他の石器 1点( )が出土した。

S K 151 ( -第27図版)

K F42グ1)ッド中央部にあり、 ~ 1) j"> 
"- il L-/'-。

面に90余儲におよぶ配石を施している。配石は遺構上m1のみで、

込んでいるだけである。

と石銑 l

L-rl サ fL~ ，_いゐ l

N60
0

E を ~WJ る。 40数

h 
Ii 

では134cn1 120crnの略円形でJL

までは16cmの深さで、躍は非常に緩やかである。土

中には 5~ 6 cm入り

A-ベ

S K150 S 151 

。

一 -A'

1 虫色 (5Y f{1*)i')粘土質炭化物少ftilt入
2 茶色(7.5YR釘)iぜ1二!二位

A
I
A
 

8 焚1&色己j にいtlE褐色ニ!ニ多入

9 îq，~ 色(lO Y E先)砂

1り 茶褐色!lり)紡 炭化物少一弘、る色土多量浪人

11 主総色 R予言 J ねi了l~f['l

12 黒色(7.5y Í{ ~fi 粘土 iYj泣鵠色少入

13 I1JJ1!j'提唱色 (lOY 粘オニlH
(]OY ~lH lîyñ 黒色土少景混入

黒色 (lOYrHn黒褐色土多入

来渇色}{予 j 粘土質 茶褐色一仁少長泌入

第57密 SK 150~ 
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第 4章発見された遺構と遺物

S K 152 (第57図・第27図版)

K F42グiトノド北東部に位置し、池山首で

された。 SK150 ・151とは北東~

向 162 CIll 

X 130 cm の大きさ るが歪んだ円形である。

土墳上国に 100飼ほどの配石が見られる。土

壌確認面から最深部までは17c:mを測り、底面

は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上がってい

る。土器片少量と、折損した磨製石斧が 1点

出士した(第58図)0

② 土器棺墓

S R 001 (第60図・第 4・27・68図版)

L 156グリッド内にあり、 1也L1J砂、五葉層を

って墓墳を造築している。墓;蹟上面は径47cm

の円形で、深さ37cmを測り、底面より 5cm上

方に土器桔を正{立に置く。土器桔は口径28.5

cm、胴部最大径30.8cm、底径推定10.2cm、器

4cmの大形粗製深鉢で底部を一部欠くが

穿孔ではない(第67図)。

S R 002 (第60lZl) 

仁〉
S K lS0 

) 

ど-:， C: V 1につ
- '--'..1.1..より臼

S K 152 

o 5 cm 

しーしーム一一L___t____j

N D60グリッドにあり 土器棺墓としては 第58図 S K 150-152出土遺物

西端にある。地山面で確認された。墓壌上田は北側の輪郭が!日水田!珪畔により土色が変色して

おり不明であるが おおよそ47cmX 38cmの楕円形を呈し、墓墳の深さは23cmほどである。土器

棺は境底より 3cm上方に納置され、一部が破損して検出された G

S R 004 (第60図・第28・68図版)

MG52グリッドの中央部に位置し、地山面で検出された。墓1底上面は東側の4百iI郭が不鮮明で

あるが、おおよそ径40cmの円形を呈するらしい。墓墳の探きは確認面より 29cmをiHlJt)、墳底よ

り3cm上方lこ土器棺を納置する。棺は若干北に傾き、口佳推定28事 8cm、底径 9.7cn口、

の大形組製深鉢で底音[5穿孔はない(第67図)。この土器棺上には平面27cmX17cm、J厚さ 5cmほど

の扇平な石が、土器棺上部の北半を覆うように置かれている。

72ー

ろっ。



第 2節検出j立t11fと遺物

5 R 005 ( .68図版)

M C54グJ) ド内にあ J)、地山両で、将:出されたの

はやや奈に穿たれて袋:lkとなり、墳lまも平坦で、はない。

しているが、この場合、土器柁の傾き

29.2cm、底窪 7.6C111 、器高37.7cmの大Jf~粗製深鉢て\

5 R 006 ( 

MH56グJ)、ソドにあ 1)、地111j需で検出きれた d 墓域 j二面は36れ111)ぐ29cmの楕円形を呈し、深さ

23cmをiWJる。 墳底はほぼ平坦で、深さ 18cmをiWJり、;墳!まより 5cmJ二方に土器棺がほぼ、正{立に納

置される。土器棺は大形粗製深鉢下半部のみで、現存口径28.3cm、底径10.2cm、現存器高19.8

cmを測る。底部穿孔はない(第67図九

5 R 007 (第61図・第69図版)

pj形を
、

ふ一以
司
〔
一

ν

主ン

ヴ

hv
一話口

ない(第671i{])。

MH54グリッドにあり、地山面で検出された。

側壁は捨鉢状に傾斜し、底面より 5cmと方に

8.0 cm、器高29.9cmの大形粗製深鉢て¥

断面図作成時には検出きれなかったが、

内に第59図に示す土器が入っていた。精製の小形台付深鉢

どの円形で、深さ25cm、

口 6cm、

で破損している。底部穿孔はない。

し、 されfこ。

で、口径12.6cm、

5 R 008 (第61図)

MG63グリッド内に

7.6 crn、 .9cmを測る

X25cmの惰円形で、 t雷鉢状に下部が点目くな

る。慕棋の深さは24cm を ì~1j r) 境底より 13cmほどト方に土

されている o

S R 009 (第61図・第28・29・69図版)

1¥1I A 60グJ)ッド内に位置し、地LL!部で輸出された。

o 5 cm 

第59関 S R 007柁身内埋納土器

は50cmX42cmの持円形を呈し、

掘り下げているが、{自Jj樫北西部は外方へ張り出している は平刑ではなく、深さ38

cmを担Ijり、 9 

30.8cm、底径llcm、

S R 010 ( 

L 1 L14グリ γ

されているの

.9cmを測る大形粗製深鉢である

.69凶版)

あり、地山富j された。 としては ある。

は58cmX40cmの楕円形を呈し、探さ:33cmをiWJる。境底は九みを帯び 4 cmほど上方に土器

きれているが、土器棺は底部より 5~ 10cmのところで折れ、大きく北1~U に傾いている。
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第4京発見された遺lIWと泣物

口1宝::i2cm、民 .3 5cm である(

5宗寺12

さ7.1した{ は46(;l11 41clìlの IH九円形で、 i~IJ

るが!底部は 11.fI白:に近く、止さ 32cI11を;f!iJる。 で、これより 6crnl二万

し、こ

れが土器内から 、浸透したためか、 及びそ している。

SR  Si5(第62図・第30. 69図版)

1'.1 861グ 1)、ソド内にあり された。 は歪ん Jf~ で'54cm 46cm、

;横底までの深さは37cmをj日Ijる。 ほぽ垂直に掘り下げ、られており、底面iに丸みを有し、こ

れより 5仰…上方に を欠いてしまったカ仁おおよ

そ口筏23.7cm、底径8.8cm、 ない。

S R 016 ( .69図版)

1'.1F58グリッド内、 SX001の東端に検出された。 S X001の東端で検出されたものに

2mの SR OJ7がある。これらは SX 001の覆士偽を若干-掘り下げた段階で検出され

たものであるが、 SX 001より古いとすると i二器桔の一上一部が SX 001の掘り込みによって破壊

を受けていない点で不自然である。この付近には SR016 .017と距離的に密接して019.022 . 

023と5基の土器桔が構築されており、このうち 3基は SX 001の外に検出されている。 S

001 は現水田の水路に分断されており、水路部分のドの調査は行わず、したがって全容を明ら

かにしたわけではないが、少なくとも長在 8m余り、告P]Jf三を主ーする遺構らしく、大洞C1式の

を含む多量の土器片や石がくは、みの ~tJ に投入された却しき状況で出土し、土器桔はそ

の東端のみに検出されている。

以上のことがらから S 001とS CHG. の時期的関係を考慮すると、

、何らかの関j主を持った統一体と見なすに

S X 001 されたものと

れている

cm を ~WJ 1)、

される。

されており、蓋としての使用

S R 01i ( .69図版)

S R 016 ヒ2m は在50cmほどの円形を呈し、

る となっている c は一上i雨から;)ocmの深;さで¥これより 6

ている。 していないが、口

74 

までの深さは

これも 納入

さrl

どの深鉢を用い、



弟乙前j 1実J11j宣1'，可と造物

こ}，Uこ口i佳 .8cm、 t; cm より一回')!J ， n~の深鉢を逆{立に

ある トき底部;ニ穿干しはな L

S R 018 ( o 69凶1:反}

M C61グ1)、ソド内にあり、平安時代 S1 001 三大{主村 UiJj;の北 1~ll~ で検出された。出

よって破壊を受けており、墳南部の上面輪郭は不明であるが、径38clllほどの円形を呈するも

のであろうと思われる。 墓績のは認面は地山田で、これより墳底まで2Gcmをifl!lIj、j底lまから 2

CI11__L方に土器柁が正位に納置されるの土器棺は仁Ii壬31側、!主任 8.2CI11、器高31.3cmの深鉢で¥

口縁音1)にrlJfi41.5 cmほどの文様帯を有している。忠部に穿孔はない(第68ml)。

S R 019 (第63121、第 4 ・70図版)

ME59グ')、、J ドにあり

より 33cmO)?菜さを

× を呈し、

ヲ

Q
h

なユつ

0

1

6

 

る

か

仁Ji歪28.6cm、

より 8crnJ二万に

.9cmの深吉本で、 口 刺突列点と

してい

sそ020

IVI T，56グリッドにあり、

まで'23cl11ほどの1A?:さを;Wlる。

に土器柁が正{立に約量されて~ oる。

23cI11 17c111の出円 JF~ を呈し、

を呈し、 より 3CITIは

ι、
I--I 、仁i をおリ

り、土器粕γヨ:rm土下方には赤色顔料が含まれている。

s畏 021 (第83開場第32. 70図版)

:MB56グリいノドに位置し、第IV層上田で確認された

面から墓墳底部までは23c111の深さをiWJる。

円形で、

し、これより 4cm_l二方i二

されている G

O.ヲCI11をiWJるj宗吉本である ( 

をうにくが、 !て! 2Cll1、 ハ
. .:iClll、

022 (第63図・第32・70図版)

MF59グ 1) ノドF"jにあり、士出山面でイ会出されたむ S H. 01G・017・OE)・02:3にjE技した{立置に

あ る 。 墓 場 部 は径42Cll1ほどの円形で、墓墳は側壁が歪みながら下部ほど扶くなり、確認出よ

り底まもて:30cmの深さをiWJる。しかし土器;結u縁部は墓r-ITI信?]，[i1iよりり仁lTl_I..にあ t)、基横の採さ

は40crnほどになろう υJ長底は平土日で、 6 C111 1..万にゴ二部主;何がiE1立に示1}¥li;m'さiしているハ土器桁は口

、宝
一仁ハリけ

μ

?一

A
f
r
d

・i底
、

一じに
d

i
x
U
 

一リム1
2
 

d
t
a
 

りじrnのi九三鉢で、 コよ 11 ザオー
ぐこ o.じ/¥、 す

S R 023 ( 

MF59グリッド内にあり、地山田で検出された。 SH.0l6 .017 • 019鍵 022lこ説めて持した

ある で、石在認函jか 五…一
一

J
V
一

点
中
小

れ
J

r
i
h
 

【
/つ]

宇品 習
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第 4主主 発見さ jーした遺構と遺物

部以下が組iく、!底部が逆円錐Jf;となり、損底よりゴに土器桔をお)j置している

あるが、南に傾斜しており、大きくlV~~損している。

S R 024 ( 

IVI A 57グリッドにあり S R 020 の北 3 麿 3m の位置にある。第IV層 11~1 で時認された。

面は径38cmの円形で、墓墳碍認面から墳!底までは15cI11の深さをiHlJる。しかし

上面より 12cm_l二にあるので、実際の深さは30じ111ほどになろっ。

きれる内 ヒ器棺は大形;j'J1製深鉢下半部で、現存口径27.8cl11、底径推定 8.7CI11、

定21.3cm を ~WJ る(第69図)。

S R 025 ( 

IVI B 62グ 1)いノド内にあり、地山部で、確認された。大形粗製深鉢の底部イ寸j庄のみであるが、ち

ょうど!日水田II庄畔の真下にあり、!畦畔築成13寺に1i皮壊を受けたものであろう。墓壌確認面では48

cm X40cI11の歪んだ円形で ;境底まで、24cmr:7)深さを測る。墳底から18cm上方に土器棺を正位に納

置している。

S Fミ026 ( 

IVI A 59グリッドにあり、第IV層で確認された。

面より横底まで22cmの深さを測る。これも

さは少なくとも43cmほどになろう。

ている。大形粗製深鉢である。

5 R 02i ( 

L F58グ 1)、ソドにあり、地山面で確認された。;長墳上面は41cmX 31cmの楕円形で、菜壊i買Ij1:た

はかなり ZEみがあり、上面から墳底まてやは33cmの深さをilJ.!Jる。土器柑は上函でおおよその輪郭

が分るが、墓;境内では破片となってほとんど原形を留めない。底より 6crn上に最下部がある c

S R 028 (第65図・第33・70図版)

は49cmX を呈し、

より 7cmほ され

L G49グリッドにあり、地山上部で確認された。慕墳は上国が径35cmほどの円形を笠し、 下

くなり、底部は平坦でなし):)確認雨からJ広底までは29cmを測り、境J底より 6cm上方に

口 .5c:m、 9.0 crn 6cm、腕

ない(.1crn を ~WJ り、

S R 029 (第65図・第70図版)

LH53グリッドにあり、地山面で縫認されたっ基場上面は径30cmほどの円形を呈し、

から境底までi土24crnを測る。墓境は下方がおnく尖る逆円錐形で、境!まから 6cmιjゴに

されるの 口 6crn、底径 7.4側、 .5cmの大形粗製深鉢である。底

0
 

1
 

i
v
 

J

ザ
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S R 030 (第65図・ 明 70図版)

L E47， L F47両グリッド杭の中IVdに位置し、

認面から墳!ままで'32cmの深さをifliJる。茎土西側

第 2節検出遺構と遺物

ほどの円形を皇し、墓壌碓

く傾斜する歪んだ逆円錐形で、横底に

させて土器桔を正{立に志向置している。土器結は U怪29，9cm、底径 8.3cm、器高36.0cmの大

形粗製深鉢で底部に穿孔はない{第70国)。

S R 031 (第66回・第33・70図版)

L G46グリッド内に位置し、地山面で確認された。墓撰上面は径55cmほどの円形で、墓壊確

認面から壊底までは48cmの深さを i~1jる。墓墳は播鉢状を呈し、底面は平盟で、底面より 5 cm上

方に土器棺が正位に納置されている。土器棺は口在36.5cm、底径11.4cm、器高43.7cmの大形粗

製深鉢(第70図)で、底部の一部を欠くが意識的な穿孔か否か判断しかねる。土器棺上部と結

内に土器破片が見られ、これを復原すると口径30.6cm、器高37.2cmの粗製大形深鉢となった(第

70図)。恐らく合口式の蓋として被せたものであろう。

S R 032 (第66図・第70図版)

L F45・46両グリッド杭の中間に位置し、地山面で確認された。墓境上国は径35cmほどの円

形で、墓墳は底部ほど細くなる逆円錐形を呈し、墓壊上面から境庇まて、、は25cmの深さを i~IJ る。

境底より 7cm上方に土器棺が正位に納置されている。土器棺は口径推定27.5cm、底径 8.6cm、

器高推定31.5cmの大形粗製深鉢で、底部に穿孔はない(第70図)。

S R 033 (第66関)

L G45グリッド内にあり、地山部で確認された。慕墳の上面は径33cmほどの円形を呈し、墓

境底部は丸みを有して側壁と連なっている。壊底より 4cm上方に土器棺が正位に埋置されてい

るが土器棺口縁部は墓墳確認国より約lOcm上にある。

S R 034 (第66図・第34・71図版)

L F51グリッドに位置し、地山面で確認された。墓境の上面は40cmX35cmの楕円形で、墓壊

碓認面から墳底まで26cmの深さを有する。墓績は下部はど細くなる逆円錐形で、;嬢底より 4cm 

上方に土器棺が正{立に埋還されている。土器棺口縁部は墓壊確認面よワ約10cm上L二ある。土器

口径推定35.7cm、底径12.4cm、器高35.9cmの大形粗製深鉢で、底部に穿孔はない。口縁部

に大柄C2式の精製土器に施文される大腿骨文の如き文様が沈線で表現されている(第70図)。
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章jノ

一時一『

-~ -、、、、、、 S R002 

A-斗
ト-A' ト-A

A一寸 ト-A'

A 寸 ト-A'

1 にぶい焚褐色(lOYR%)褐灰色粘質土少量混入

2 時褐色 (lOY R%) 

3 灰寅褐色(lOYR%)炭化物微量、褐灰色粘質土多量混入

4 褐灰色 (lOY Rχ)粘土質 炭化物微議、結褐色土微量;混入

5 褐 色 (7.5Y R%，)炭化物微量、褐灰色粘質土少最浪人

ぜ)¥ 
A一寸

A-ーイ

S R004 

褐 色 (lOYR対)褐灰色粘質土多量混入

にぶい索褐色(10YR%，) 

A' 

1 a者褐色(lOYR，%') 

2 黒褐色(lOYR%)炭化物微量混入

A-→ i吉弘日 t i ト-A'

A---j ト-A'

1 に.>，い-'lf{掲色(lOYR%)粘土質 鴻色ニ!こ多量混入
2 にい賞褐色(lOYR%，) 

A一一斗 ト-A'

1 褐色(lOYR%) 

o 50~ 

1 l__l I I 

第60国 S ROOl .002 ・ 004~006土器棺実測図
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S R007 S R008 

ト-A' ト-A'

Aーベ ト-A'
A-→ ト-A'

A-→ 

A-→ 

ぐ三/
1 11奇褐色(lOYR%) 

1 11奇褐色 (lOYR%) 炭化物微量混入

2 褐色(lOYR災)

S R009 ~ SR010 

¥0) U 
¥ I~-A' 

トー-A
A-斗 ト -A'

1 U音褐色(10YR%)炭化物少量ぬ入

2 11者褐色 (10YR%)炭化物微最ifi入
3 黒褐色(10YR%i炭化物微量混入

1 褐 色 (10YR%l炭化物微最混入

1 llhi褐色(lOYR%l炭化物微及、褐色j二多量;混入

H自褐色(lOY氏支〉炭化物多量悦入

。

第61図 S R007~OlO土器桔実測図
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② 
S R015 

~ 。 ト-A'A-→ トーA' Aー→

A-→ トーA' A-斗 ト-A

l 暗補色 (IOYR，%) 

2 時赤縄色 (5Y R%)赤色顔料少量混入

3 暗褐色(lOYR，%)炭化物少量浪人

l 時褐色(lOYR，%)炭化物多量、縄色士多量混入

2 褐色 (IOYRY.)

S R016 
⑧ 

日((コ
S R017 

ト-A
ト-A'

Aー→ ト-A

Aー-j ト-A

暗縄色(7.5Y RY.) 

賀補色(lOYR%') 
暗鍋色 (IOYR，%) 

暗補色(lOYRY.) 

0 

第62図 S R012・015-017土器棺実測図
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、、ー"

、._;

、、J

A-→ 

A-→ 

④r'¥i ⑮ 
S R019 

Aーーイ ト-A'

ト-A'
、 ，ノ¥、_， _.，.' A-→ ト-A'

、、 -唱司町・ ーー - _ --

l 質協色 (IOYR%l炭化物多量浪人

2 暗赤褐色 (5 Y RY.l 
3 縄 色 (IOYR~) 

S R020 

30 ト-A'

突す
l にふ

禍 色 {μIOYR~ l 赤色顔科多量3浪昆入

褐 色 (μIOYRXl 

S R022 

ト-A'

l 黒褐色(I0YR%l炭化物徴髭混入

2 極暗縄色(7.5YR%)炭化物少量混入

3 時栂色 (IOYRY.l 

S R021 

ト-A'

A-→ ト-A'

時褐色(I0YR~l 砂質礎微量拠入
褐色 (IOYRY.)砂質喋少量i昆入

3 時褐色(I0YR%)砂質喫少量浪人

4 綿色(I0YRY.l砂質

A-→ ト-A'

1 褐 色 (IOYRY.)賀補色土微量混入

2 賞補色 (IOYR%l炭化物微量混入

3 にふ・ぃ赤褐色 (5YRY.)赤色顔料少量混入

4 褐 色(I0YRX)黒色土徹量浪人

第63図 S R018-022土器棺実jQIJ図
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S R023 

ど工~
S R024 

日 L妥)当~~A uj ト-A'

Aーベ ト- A一一ーイ ト-A'

l 褐色 (10YR%) 

補色 (10YR;五)

1 補 色 (lOYR対)

2 褐 色 ( l OYR%') 

3 に."い茂褐色 (lOYR対)

4 にぶい焚褐色(lOYH叉)

r----A' t，-一斗

Aーベ トー.6，，-ーベ トー-i'¥'

1 I治褐色 (lOYH~1) 褐灰色粘質ごt二少最i弘入

iこが;~ ¥.、flH品色 (lOYR対)秒、'W: 涜鴇色ゴ:!&lH(1f_入

潟 色(lOYR%)砂質(l，計毛色ゴ:少送混入

褐 色 (10YR匁)褐灰色紡笈土微量j見入

1 (こい武褐色 flOYR%)褐灰色村質 f-_多量混入

!天償褐色 (lOYR:!~) 掲灰色村i 'tlf土多量込人

ハ
v
i
s
-

第64図 S R023~026土器棺実測図
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S H027 

A-→ 

A-→ 

i にぶい ~it褐色(10Y R%)砂質 褐灰色粘't{[j二少量 ij:~ 入

2 f夫資褐色(lOYR%) 粘土質賞褐色粒子微最ì1~入

にぶい寅褐色(lOYR%)砂質 褐灰色粘質ニi二多量iil入

S Hu28 

ト-A'

ト-A'

トA' A 

1 ~主褐色 (10Y R%)褐色ニt少量:in入
2 にぶい資褐色 (10YR，%')炭化物微景混入

3 にぷいJf1.褐色 110YR%) 炭化物少最il~入

4 褐 色 (lOYR匁)炭化物微量iIL入
{こぶいN'fめ色 (lOYR，%')粘二Ult

下。
S H029 

(/ζ¥ /一二孟ご¥
S H030 

ト-A' A一一→ ! f! 、¥ トーA'

ト-A'
A-ーイ I '̂ 

γ一一-.r¥

1 にぷい賞褐色 (10YR%)組砂pt
2 褐色(lOYR%) 

3 にぷい賞褐色 (10YR%i *b土1f[ I 移j 色 (lOYRX1l炭化物微量混入

2 にぶいjit渇色 (10YR，%') 炭化物微託、 /J、石少窃:混入

3 にぶい賞褐色(lOYR%)砂質

4 にぶいIlf.-i!ib色(10Y只%)砂質 炭化物微量泌入

第65図 S R027-030土器棺実測図
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S R032 

rト-1¥

S R031 

ト-A'

A一寸

(明)
A---l 

ト-A'
ト-A'

褐色 (lOYR%')炭化物微震混入

賞褐色(lOYR%)砂質

褐色 (lOYR%)炭化物少量混入

にぶい糞褐色 (lOYR，%') 

1
i
n
4
q
J

局
生

Aーベ

にぶい負=褐色(lOYR%')炭化物微量混入

賞褐色(lOYR%) 

によい黄褐色(lOYR;?-;i)号、質

実褐色(lOYR%) 

明賞褐色(lOYR%)組砂'l1_

1

2

3

4

5

 

A
サ

q
-
d
 

八
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Q
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ト-A'A-→ 
S R033 

A_-→ 
A' 

ト-A'A-寸

黒褐色(lOYR%) 炭化物少最i1~入

にぶい賞褐色 llOYR_%)炭化物多量混入

褐 色 (10YR%)炭化物微量混入

策鴇色 (lOYR%)締砂質

-

A

O
ム

ηべ
J
U
A
qにぶい糞褐色 (lOYR7-，{)炭化物微量混入

にぶい賞褐色(lOYR_%) 

褐色(10YR%') 

褐 色 (lOYR%)池山砂質ゴ二少量浪人

噌

i

つん

q
u
A
A

m
 

p
u
 O

i
l
-

「ひ

S R031-034土器棺実測図
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S ROOl 

S R004 

S R006 

S R007棺身

第67図 S ROOl ・ 004~007土器桔 o lOcm 
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S ROI0 
S R009 

S R015 S R018 

第68図 S R009・010・015・018土器桔
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S R021 

S R019 

S R024 

S R022 

第69図 S R019・021・022・024・028・029土器棺
o H 
し一

円。
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若間炉@

S N 005 (第72同.~f~34同 J~fi ) 

S 1 001 M B60グリ、ソドにあり、

よって を交けており

径10-20仁。111ほどの扇子な石で、

焼二i二は約 8

第 2凶i 将tUjj立構と j宣物

さhた

、子{も4.i凶のみである。

ると、住約100cI11

-トーから石匙が 1， ~(if， 二上こした ( 

S N OOi '35図版)

A
川
山
川
川

wv

L J 52グリ、ソドに

>< 63cI11の楕円形の浅い掘り込みの中に、焼土が 5-10cl11の

中で確認き hた C)5crn

さで土佐千去している o

S N 008 

1v1 B 52グ1)、ソドに{立置し

は北東側に関口部を有する「コ

80crnほどの掘込み

に使用された石は

。
るかぺ伊し

r}

)。

中で(J在認されたじ

を呈しも径60crnをiWJるつこの平1図

周囲に見られ、 面には径20cI11、深さ 10cI11の小ピい 2 トか

見ら lt~.ノトピ、ソあり、この中に土器片が入っている。そ を理って厚さら

S N 012 

ト中にごi二器をJ宅設して、}cを-¥たことを示しているつ

-第351支I!i&i 

し、 土邑lよl面jIvI 1-¥ 55グ J)、ノドL

cm 

るfニダコグ)f手

された。長さ 1り~ 15cmの扇子な hを縦に突き刺して

住18川、深さ 12cI11した、径55cmを測る円形，行囲炉であるつ SN 008と類似して、

している。二仁号Eは大 ~I可 C1のノJ、ピットがあり、この中に土器が埋設され、

合

S N 013 (第72図)

CI11 >< 65cI11、厚さ 10cm~こ

MA54?'リッド内にあり、 I也UJ崩で;検出された。 SN 012干i.|型炉のllI2.6mに位民置する

S N 014右毘炉(

L 1-¥56クリッド内北muに

している

さtLtこハ S N016、 S Q016と J 

、

れている。中央部に

S N 016石摺炉(

した{立;互にある。 10委主@lと乃6をもって注90じmの円形に石を配置している

L A56夕、 1)ッド!司、 SN014

用いて、径90cmほどの石囲を

められた。埋土中より、

られる。大洞A式土器の破片が出土した 0

.第35事 36図版)

第IV層 1-:.面 されたの長佳20CllJ内

している。西側の一部にわずかではあるが、

箆:1犬石器など 7点が出土した(

一- 89 

を10閣はど



S N005 

Aー斗 A' 

出

l
l
l
一

出

l
i
L

S N008 

ぷグコー
A一一→ ト-

T 寸
i
i
回一

A' 

!封筒色 flOy]:{.l/，三 ):~， :l二多;止、民主予人

H自'-/J~漁色 Y rヰ:\~ 1 、けそj少呈i犯人

九 日吉出色 lOY ) I長少示、総ノjノ人

1 お色i7.SYR% 地上

ソ !lKdli!J色 1，10'{R%)焼 1.少品; 炭化物微iヰ泌入

11計品色(lUYR%、炭{じ物微量.質問色土多も入

[こ掲色 (10YR'}-'I)禁渇色二仁少泣{ii人

S Non 

A-→ 

S N012 

A-→ 
一ーオsc-γ一勺寸一

2ド主主ム

1I奇褐色 (10"1R%i炭化物隊長tiLi入

2 潟 色(7.5"1R%!炭化物iWz泣泌入

il古褐色 (lOYR%)焼土

1¥反tH品色(lOYR%i .，gd二

第72関 S N005・007・008・012・018石囲炉・

ト-A'

iヘ

1 llij治色 .GYH 焼 i 、 1i~ 多量混入

IlI'i褐色 (lOYn瓦)焼土少量、炭化物微量混入

1 rn 
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S N014 
第 2節 怜出遺構と遺物

ぜ) S N016 

伊A寸 乃の A' 
/'¥.-ーベ A' 

ト-t.，_'

A---1 ト-A'

qち

1 I埼褐色 (lOYR%)炭化物少量af:入

2 褐色(7.5YR%')焼土小石少量出入

3 褐 色 (lOYR%'l 小石少量it~入

S N0l7 

→J桁ずず?一

1 f:lA褐色 (lOYR%)炭化物少没、小石少量出入

2 赤褐色 (5Y R対)焼土

3 /l奇褐色(lOYR%) 

l 然褐色 (lOYR%)炭化物微量出入

2 黒褐色 (lOYR%i 
H奇術色 llOYR%) 

4 /lfH品色 i}(iY 砂'H
5 .~t.~潟色(lO Y R%) /1奇褐色ニl二少量iit入
6 /l奇術色(7.5YH.%J制1I砂質

7 I災被褐色 (lOYR%l干ιjニ

白 紙I!i:;褐色 YR%)焼j二少炭化物少1ft混入

第i3図 SNul4・016・

S N 017石囲炉(第73図・第36図版)

m 

LA55グリッド内にあり、第IV層上回で検出された。石間は東半分のみで、西側にはほとん

ど見られないが、掠り込みの形態、から径 100cm前後を有したものが想定される。東半分に残る

石は最大のもので長さ36cmを測る。焼土は西側に極めて少量検出された。

5 N 018石間炉(第75図・第37閤版)

K J 53・54グリッドに位遣し、第四層上面で確認された。 して SN019が存在する。

石はかなり乱れており、西側にしか残存しないが、捕り込みの状況から90cmX70cmの楕円形を

呈するものと思われる。焼土、焼面は存在しなかった G

5 N 019高間炉(第75図・第37図版)

K J 53 . 54グリ y ドの第IV層上田で確認された。これも SN 018向様、西側の;石が乱れてい
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第 4章 発見された遺構と遣午Y)

o-~ 0 -1-~ I 
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くこ〉 〈三三::::;， 0 5 cm 

第74図 S N014・016出土遺物

るが、北から かけての石と掘り込みの状況から、筏120~-130cmの円形石田炉が想定さ

れる。石間のうち東南部には長さ48cm、I幅15cmのとりわけ大きな石を用い、地山を20cmほど掘

り込んで縦に埋設しており、この石の外方にも小さな石を用いて、この部分のみ三重に石が臨

む。また北方の石間も不整で、はあるが、やはり三重の石閣を意識したものと思われる。

に焼土を含み、底面には焼面を形成している。理土中の石も赤変している。

5 N 020石関炉(第75図・第37図版)

L A51グi)';;ド北西部に位置し、第IV層上面で検出されたものである。径15~20cmほどの石

を使用して、径約60cmの円を構成しているが、西端の石はとりわけ大きく、 27cmX20cmを測る。

中心部iはj菜さ 22cmの小ピットとなるが、

伊
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nu 
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叫
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-第38図肢)

で、円をなさない。東西両端で66cmをiftl円、上面から18cmの探さの掘り込み

2枚が並ぶカヘ との関係は明らかでな12cmの厚さに している

しミ。

焼面ともに見られない。

しているが北半分のみされた。 8.f国の石を
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る。焼土は
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第4章 発見された泣枯?と遺物

A-ーイ

A-→ ト-A'
_ "S 門

寸込J主ミヨガ伊ゆ
4 -:> 3 4 4 。 1 111 

1 I埼褐色 (lOYR災)炭化物多鼠混入

2 11計局色(lOYR.%)焼土少量、炭化物少混入

3 褐 色 (lOYR%)炭化物微量混入

4 褐 色(7目5YR対)焼土炭化物微量;混入

第76函 S N023石間炉実測図

S f¥J022石間:伊(第75図・第22図版)

L D56グリッド内に位置し、第IV層

上面で確認された。比較的肩平な石 7

個を用いてf圭50cmv;tどの円を構成する。

石間内部に掘込み及び焼土・焼聞は存

しない o

S N023石間炉 (第76図・第38図版j

LE53グリッド内に位置し、

上部に確認された、 160cmX 130cmの椅

円形となる石間炉である。石は

i~IJ にかけて良好な状態で残存するが、

北東~北側では散逸し、西側にはほと

んど石を有しない。東~南側の石は長

さ 20~25cmほどの石をま従に突き刺して

二重になって整然としており、

造作の様子が窺える。焼土はないが、

法面が焼面となっている

A------i 

石ifit

B 

11 
b d  

1 叫褐色(lOYR%)粘土質

S N024 

2 黒褐色 (](}YR;Yf)炭化物少量混入

3 R~~ 色(lOYR.31l砧二!こ質

4 黒褐色 (lOYRlず)i'IJi土質

B寸マ5国主手トB

1 言鵠色(10YR%)砂'f! 栄褐色一!二多最ilE.入
2 #H!¥l色 (lOYR%)

3 泉t，~色 (lOY R汚)炭化物少車、褐色ご仁少量il~入
-1色 (lOYR巧)

() 

ト-A'

1 l1l 

第77図 SN . S Q006配石遺構実~HlJ図
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5 N 024石顕丈戸( -第39図版)

L G55グリ、ソド内に位置し、

された。唯一の方形石間炉で、

84cm X 72cmの大きさを;:ftIJる。東西岡iWJは

それぞれ 31問、南北雨:j:illはいずれも東西

側よりも長大な石 2個を使用している。

南辺の石は北辺の石よりも大きく、長さ

38cm、幅 8cmを?WJリ いずれも地面に対

し縦方向に埋め込んでいる。底面は平土日

で、焼土、焼面は られず、火を使

用したとしても極めて短時間、小規模な

ものであったと思われる。本遺構内から

ではないが、石間北西隅から北西20cmの

地点から、断言j二等辺三角形の特殊な

磨製石器が出土した。本遺構北辺から

北1.2mの同一面 SQ006配石遺構が存 A→
在する O いずれも左右対称で、中軸線も

ることから、両者は向時存在の

関連する遺構であると考えられる。

5 N 025石園前

5 ・39• 71図版)

L グリッド内に

半精製の深鉢形土器(第80図 3)が

発見され、周辺を精査したところ、そ
Aぺ

の西miJに石間炉、東{掛からさらに Z倒

体の土器が検出された。石間は第IV層

中に検出され、角1探ではなく、全て丸

n未のある石411fPIをもって二重、部分的

に三重に、 64cmX 57cmの楕円形に1溝築

されている。極めてわずかに焼土、灰

が認められた。 中には出石も使

用されている(第80図 4人

第 2 節検出i立構と i立~Ju

第78図 S N 024付近出土遺物

ト-A'

ト-A'

ト-A'

に~

(ぜ

1'.']石

A-ーイ

p 
f幽叫-帽職、曲魁鎗軸町閉山-・

。 50crn 

1 .~l;\褐色(lOY R%i 1主化物少弘、粘土少量J14入
2 I市褐色(l0 Y R T.i! JK化物少話、黒鵠色イて多量H-t)、
3 黒 色 .5YR百J

.:1 }X¥総色 (S-"{R;/z)焼ニヒ 炭化物多泣混入

5 f氏資褐色{lOYRだj 紘一L:n
6 県褐色 (lOYR%)焚褐色土少]JI混入

7 l!.~褐色 (10Y R%)粘土ー質

8 黒色(lOYR克j中rj::[:質

第79図 S N 025 石間炉実~HlJ図
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第 4章 発見された遺構と遺物

人 )0 lUc:m 

第80臨 S N 025出土遺物

の東方向一面に、大形粗製深鉢形土器の口縁部大破片 4枚が並んでいる。この下面には

接合する口縁部は見られないことから、自然に割れたものではなく、意識的に破粋して並置し

たものと考えられる。柄下半音ISは一部が石!割北測の上部を渥っており、この下に -~U

された(第80国 2)。最初に第III層中で検出され

と同一面で検出された土器よりもかなり上佼にある。

を出土する捨て場的状況にあり、この土器も石間及びfむの 2点の完形土器と

ず、偶然に jぐ位の遺構と重複した可能性は無いとは言えない、しかし、大形相製I*鉢と

きな時照的懸隔はないと考えられるし、石田を若干埋土した上に置かれたことも想定できょうの

.2cmをiNlJf)、底部を欠くむ口

8 よる る52は口 .2cm、 !去f壬7 仁川、 .3側、 3はrl径18.2cm、
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I%(i怪66cm、 6cmを;QiJるc

5 N 026石圏炉(

K H58グリッドに

第 2節 j突出遺構と造物

きれたコ径 120cmほど ある三北

+カミ主主に大きく、長さ 52cmを;:WJ1)、これと付 ili守する位置にある東南部の石がこれに次ぐ

石は地面に対し縦に突き刺しであり、焼土はないが、!底面に)よく焼酎が見られる

S N 027石西炉 (82図・

K F58グリ、ソドに位置し、第IV層上回で確認された。北半部の石は散逸しているが、

は良好な残存状態で、石を縦に突き刺した二重の石囲となっている。径 140cmほどに推定され

る。焼土及び焼面は見られない。

S N 028石間炉(

K C56グリッド内に位置し、第IV層上面で確認された。かなり錯乱しており、西側の石は直

線上をなすが、やはり円形ないしは格円形を呈するものであろう。径100~120cmに推定される。

石は縦に突き刺しており、焼土及び焼i立iはなく、埋土に大洞A式のこi二器片渇を含んでいた。

S N 029石間炉(第82図・第41図版)

K F60グリッド内にあり、第IV層上面で確認された。大きく錯乱を受けており、掘り込み部

からかなり離れて石が散逸するが、おおよそ径 100cmほどの円形ないしは楕円形を呈するもの

であろう。掘り込み中央部に小ピットが存存する。焼土、焼面は見られない。

S N 030石間炉(

K B56グリソド内にあり、石田炉の中では段東端にある c 第IV層上自主iで検出された c これも

石はかなり散乱した状況を示しているが、拘!り込みの大ききから90cm 60cmほどの惰円形を呈

するものであろう。焼j二、焼由ともになく、:lA.土中より磨製石斧が出土した(第81図んなお本

j室j者の北20cmの に、 70cm>< 50cmの範囲

はなく、むしろ を移動さ

せて捨てたものとの感が強い。

S N 031鏡土遺構

K H617'リッドにあり、第lV層

された c 平安時代の S

N U09 . 032鑑(J:35に

置にあ i人 J 
U 

るものかも知れないが、上国の一

っていること

く分、:;(jJしていた。ここで、火を焚いたもので

第81~ S N 030 
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第82国 S N 026-030石間炉実浪IJ図
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第 2節 検出i主十1~: と造物

A-寸

S N031 
S N033 

@ 
トー-A'

A-ーイ 1 i' ト-A'

一建諺ナ
褐色(7.5YR，%')黒色土少量in入

祭褐色(lOYR%J黒色土多量混入

3 赤褐色 (5Y R%)焼土

4 黒色 (5Y Rl・]{)焼土少量出入
dJ~縞色 (5 Y R;¥(，)焼土

褐 色(7.5Y R ;\(，)焼土際多量Ü~入
11音褐色 (lOYR%')焼こと微量、機少量混入

自音褐色 (lOYR%)炭化物微量、{波多最混入

モ主

A A一寸 ト-A'

p.f:、褐色(7.5YR%J 
H占赤禄色 (5YR%，)焼土政少量混入

11奇褐色 (lOYR%)宅11砂質 :焼土微量i昆戸入
4 にぶい1it褐色 (lOYR%)焼土

5 灰黄禍色 (lOYR%l粘土質炭化物微量混入

A-ーイ トー-A'

l 褐色(i.5YH匁)焼二i二黒色土多量混入

第83図 S N031・033・034・036石 囲 炉 ・ 焼 土 遺 構 突 出IJ堅i

から縄文時代の遺構と見なした。

平面は65cmX 55cmの不整円形を呈し、焼土の厚さは12cmを調IJるo

SNむ33石蕗が(第831zl.第42図版)

L D58グリッドに し、第IV層中で擁認された。お囲がかなり散逸しているが、主として

北半部には良好に残存しており、これと焼土の範囲から、径70cmの石i習を想定できる。他の石

岡炉に比して焼土が多く、厚さ 12cmt，二堆積している。

S N 034石間炉(第83図・第42図版)

L E57グリッド内にあり、 SN033の南西1.9m し、第IV層中で確認された。北及び西

1O，Jjに掻 5~ 10cmの 8偶の小石がL字形に並-;d也は、東南部に 1個見られるだけで、石回はかな

り散逸している。平面形態も明確ではないが、石間周回の掘り込みの形から、径54cmほどの円

ハヨ



第 4章 発見された遺構と遺物

第84図 S N 034埋設土器

る。焼土の摩さは 6cmを測る。

S N 037石間炉(第85図・第43図版)

形あるいは楕円形となるものであ

ろう。中央部に深さ 11cmほどの深

鉢形土器の下部(第84図)が埋設

されており、その周囲に

布している。

S N 036石囲炉(第83図)

L G58グリッド内にあり、 SN

039石間炉の東隣に位置する。第

IV層下部で確認された。 60cmX45 

cmの範間で焼土が分布するが、西

側に 31屈の石があり、これが散逸

した石聞の残余である可能性もあ

LH57グリッド北西端に位蓋し、第IV層下部で確認された。本遺構も錯乱を受けており、石

図、焼土ともに雑然としている。殊に焼土は石囲掘り込み部よりもかなり外部にまで広がって

いる。石囲の大きさは 120cm X 90cmを測る楕円形で、石囲内の焼土は厚さ 7cmtこ堆積している。

S N 038焼土遺構(第85図)

L C57グリッド内に位…置し、地山面で確認された。 深き 12cmの掘り込み内に40cmX40cmの範

囲で焼土が分布するが、西側はこの遺構よりも新しいピットに切られている。焼土は 3~ 6 cm 

の厚さで堆積している。

S N 039石囲炉(第85図・第43図版)

L G58内にあり、 SN 036 焼土遺構の西I~奔に位置する。第IVJ言下部で確認された。石閤は

南部では良好に残存しているが、他は乱れており、間~南側にはほとんど残存しない。石聞の

掘り込みは径 160cmと大きく、石間の径も 140-150cmtニ推定される。上部と埋土中には焼土が

わずかに見られるが、底面には焼面を形成している。

S N 040お閤炉(第86図・第44図版)

KH54グ1) ノド北部にf立置し、第IV層上国で確認きれた[) 10個の石をもって径104~116cmの

円形石屈炉を構築している υ 残存状態はほぼ良好で、掘り込みは20cmを測る。!境j二、焼面は見

られない。

S N 041右囲炉(

K 148グ1)';ノド杭のすぐ南側 し、第IV層上田で確認された。石は 7'f回を数えるが、散

-100-
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1 褐 色(7.5YR%) 焼j二少i立混入

Jg初色(2.5Y H.予1)

f先土少量、炭化。物少量混入

lIi干潟sげ .5YR%)

焼土少量燦少量{il入

(j 褐色(lOYRYz) 淡化物多量混入

トー-A'
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に_"い資補色 (lOYR%) 日月褐色::t少最if~入
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J祭褐色(lOYR克)粘土質

にぶい焚褐色(lOYR%)粘土質

黒褐色(7.5YR%)

褐色 (10YR%') 

黒褐色 (10YR%)粘土質

H者褐色(lOYR%)炭化物少最m.入
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A-ーイ
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&i3治ヰムザ
灰賞褐色(lOYR%)粘土質

褐 色(7.5YR%'l焼土少量、灰支褐色宇古賀土少設計。入

赤褐色 (5Y R%)焼土 灰笈褐色粘i'l土少量混入
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1 lf奇褐色 (HJYR%)和主賓 炭化物撤最f1t.入

2 掲 色 ( 10YR%')灰白色土微量in人

3 褐 色(7.5YR%)焼土微量、炭化物微量混入

S N044 

(雪う
潟灰色 (10YRぢ〕粕すこ笠

褐色(lOYRえj 小石少設沿入

黒縞色(lOYR%)炭化物少最浪人

l稽褐色 (lOYR%) 炭化物少最iJ~ 入

1米安褐色(lOYR%)粕土質

県備色 f}OYR封)村-J:質 炭化物少量iI4入

褐 色(7.5YR}i)紡オ二炭化物少量iJt入
i倍褐色(10YR%)粘土Jf1l

。
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う'i iiii 怜IILi立十il'iとi立物

jました状aとを子]γ;ーものと思;われる c 京muには干{は しないが、問側に長さ 28cm、IIJ!t¥14cl11の地

の石よりもことさら大きな石 211li1を用 L、て¥.r.~る。 掘り込みは深さ 16('111 を ~WJ るが、もい:、焼 lAî は

しないハ 102 cm X 70cmほどの大きさを iWJるο

S N 042 石間炉(第86121 ・箔44r~lJ~i i 

K J 51 グ 1) ぃノド杭のすぐ lt~i側に し、第1¥/1肩上而で雌認された~千11ま7111~1 を数えるのみで

南側には残存せず、北側の石i埋も途切れており散逸した状況にある。しかし、制 1)込みの大き

さから80cmX 65cI11の楕円形を呈するものと看取される。焼土、焼而ともに存(l:しない

S N 043焼土遺構(第86図)

L F50グリ、ソド内にあり、 の拾て場的状況を示す極めて多量の造物出土地点の中に、

わずかながら焼土が検出された。 他地点から焼土のみを運んだものではなく、この位置での火

の使用が考えられる c おおよそ70cI11 30('111の範問を ;WJる。

S N 044活関炉(第86関・第44図版)

L 1 52グリッド内にあり 地山面で確認された。径10cI11にii)i¥jたない小石を使用した円)f:;1i I=}]j 

炉である。石は1511!Iilを数え、南側には全くないが、北側、西側 も注ぎれていることから、

「コ」の字形の石囲炉と見るよりは、散逸した:1犬m.を

S N 046石西炉(第86図)

ものと思う。径60('111はどを ;WJる

K 152グリッドにあり、 された。石はかなり散逸しているが、 ~)UC I11 75('111 

ほどの楕円形を るものであろう。焼ニtが 5~ 8 cm 

さに堆枯し底部に焼而があるハ 仁む
S N 047石囲炉(第87函・第451凶g)え) A-ーイ

K 146グリッドにあり 地山地iで確認さ jした。

状態は良好で、径58cmを測る。 ヂ1土地再liに対して縦方

ri'l]に突きさしており 南側に長径20cl11ほどの殊に大き A一寸 「 ト-A'

な石を用いている 焼土がわずかに分布している c 一英語語が

S N 048石西:伊( -第45図版)

K 146グリ 1ソドにあり、 J也[11面iで確認さ tLtニロ SK

026の西にほぼ接している。径60cmほどの，]1:1¥リ込みの

中に石 9倒を用いてf壬45C!1lの円形石田町一iを構成する。

、上立長J5C111の涼鉢)1三j二22底部がJ_tjl，設さ

1 }，P， N，~色 (l lJ Y n 炭化物i数以
、 lllî吋 1ω~ 1-.Wl.Jt.! 11仁 F

:2 fめ色i. ，:iY H% I.it 1 
:) 11;1間色 (WYn li合少idi14人

し一一上

1 Ili 

れ、この有 かけて していた。また

ら径 3~ 5 mmほどの骨)'，'が数日一出土したっ 第87図 SN 047イJ'lnl'JJ

っけハv
t
1
4
 



第 4章発見された遺構と遺物

④ 

s告加1 (第88図・第 5図版)

L C54・55、LD54・55の4グリッドにかかり、 IV層上面で確認された。東西 560側、南北

460 cmの方形を呈している。配石の状況を見ると、西側では径 5~ 10cmの石が 2~3 列に並べ

られ、その中に径20cmほどの石が少数点在する。右列は緩やかにカーブを描いて東西方向の直

線となるが、この列て、、は30cmX 15cmほどの大きめの石が主体となり、ほぽ一列に並んでいる。

東側列は石が少ないが、径10cmほどの芯である。北側にはほとんど石が見られず、ラインを形

⑨ GGpog  c 
。o D 

o ~ 0 Q 丹、
c o 》y

考ミ30 。。
490 

む。守匂 (31!J 恰も
6 3(ム)、

G 
6 04迫
~((J ~0 C )  ~O J 
o _ c;;;3 。。

。。 。
D 

。
O UE86  e 、 d!J ¥)宮0 2 3位。

0掛ぷグ品長ザ口九nOOpやロh ルノQ

モ泊

第総額 S Q 001配石遺構実測図
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A一寸

¥、../

ト-A'A-→ 

にふ・い賞縄色 (IOYR%')小石多量浪人

褐色(10YRy.')小石多量混入

集縄色(I0YR;Ii')喋微量、賞褐色粒子多量浪人

褐色 (I0YRy.')砂質黒縄色土多量混入

褐灰色 (IOYRX)粘土質

賞灰色(2.5YX)粘土質

褐 色(I0YRy.')喫多員、灰黄色ブロ ック少量混入

司
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S Q002・003配石遺構実iRIJ図
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~ì 4戸 発見さ htニi立十，Yj.とi立物

成していないが、全体的には方形の遺構輪郭が読みとれる。こうした方形の列石の内側やや南

寄りに、おおよそ 200crn [lL] -tj てい配石が見られる〔

S Q 002 (第891翌1.第3G・4S・46図版)

L C56・57両クリ，十ごにあリ、第IV)露中位~地山i市で時認された。当初、第lV層を若干iktl1) 

下げたI:i]rで、220crn 150('111の範囲でl当日正が検出さlL(第89図①)、これを実iHlJ後に取り除くと、 百

め rlli己南i則子育Ijに径80cmほどの[19己liが、 2同所のまとまリとなって現われた(第89図)。

さらにそれら各々の一下位には地山をtitt¥り込んで土績が付随して検出され、第IV層中に検出され

たl犯行をも含めて、土l)jiiとその←日立の[Ij己石とを有機的に関連するー遺構と見なしたハ東側のごL

司iiは i二1Mカサ壬S()('rn(lどの円!日を主し、 に円高!日に抑f)込まれており、足音1)までの深さ

は92ctllを;WJる。底面は36c白日1X 18Cl1lの楕円形となり、平土日である。 上部から中{立にかけて石が含

まれ、 JUI_二!-.仁fJから 10数);aの土器片が出土した。その西側の土墳は上而において85('111X 70crnの出

円形を呈し、幾分何i~FI" I支の大きい側世を有し、 48cm の~*さまで~!Hi リ込まれて1，.'1る。」二部から!底

部に至るまで、Jil1土中に大小の石を含有する。

S Q 003 ( ・ 第42図版)

L D57・58r削グリ、ソドにまたがり、第IV層中{立で確認された。おおよそ 150cm四方の範囲で

;石の分布が認められるが、殊に中央部の石に人為的な配石の状況が窺え、これを中心として配

訂が行われたもののようである。本i室惜の出:1マグ)j-il!，山r!'rIで SK 106カt検出された IIIi]者の大き

さはVq己石プ'.J;'十j誌のほぼ全r(fiを覆い、 rl1Je:E中央部グ):1サ

たる， II~己イ i と 関連する向子)泣酷である flJ能性が強い。

5 Q 006 (第771主1. i';j~ 6・46・47l丞l版)

L G5S グリソド北部に位置し、第IV層上而で検出された。台 7F~ もしくは扇形を呈し、

干:;J;で、北関IJ に弧状に湾 1111する長辺を有する c 長辺の東西端は 216('111 、 P~j~ヒの中材料は 124c01 を;([IJ

る。!昂平な1'1-を縦に突き*'Jして外縁ラインを形成するが、車:i!1はほ、全部と北辺の自;を欠く

l-ijj立は75CTllのi之さを hし、外怯部のq::!でもことさら長大な石を用いているつこの内相IJには大き

いものでHcrn 23州、厚さ 6 口nほどの)晶子な百が10余{出置かれ、外扱音1;の石との lí~i 間にも小さ

な石が光j買される。これら内部のi配石にも、あたかも配石の一部が抜き取られた如き

ヂ1: するが、外~;~~(音Ijのそれと同様、 J友取痕は確認されなかった。市辺より 114 CTll南に前述の SN

024 (/)北;互のイ 1"j)iあるこ SQ 006の中軸j訟の延長 J土、そのまま SN 024の中軸科!と合致し、 liJJj

者ともにi司ー・由に

与える。

5 Q 007 ( 

きれていることから見て、両者は同時存ヂLの七、ソトとして把援できると

.4ぉ・ 49図g)n

L A50、L849・50、 LC50のグリヴドにまたがり、第IV層上面で確認された。北東部に長

-106 -



第2節 検出遣問jとj遺物
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第90図 S Q 0071蛇石

さ 29cm~56cmの長大な石 5 個を弧状に配し これに呼応するカサIJく も長さ 2mほど

の弧状の配石があり 南西端にも 1mの長さ となる 41聞の列石が見られ、 として

は660cm 500cmの楕円形を意識したもののようである。この内側の主とし

の小円形を呈する配石のまとまりが、弧;1犬の配石に内包される様相1

S Q 008 (第91図)

カ一
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h
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第 4章 発見された遺構と遺物

p 、///  

決)

送量

QOOS) 

A→ピ;グトA

ペ
l 茶褐色(10YR%) 

黒褐色(lOYR%) 

3 にい貫一渇色 (10YR;J:!l 

一一一A'

第91図 SQ008~010 ・

置き、この北西部に径 8~ 14cmの小さな石 3悩を配し、

る小さな配おである。 遺物は検出されなかった。

S Q 009 (第91図・第49図版)

S Q016 

Þi~→ A' 

ト一へA久

~t己三吉γ 
2 2 

1 黒褐色(lOYR%)炭化物少量混入

2 褐色 Rだ)炭化物少If1: ~lt入

m 

としては40cmX 38cmの範囲に収ま

L B47グリッド南西部に位置し、地山面で確認された。これも50cmX 40cmの範間内に収まる

小さな遺構である。配石の状況は、

形の石 1個を据えている。長大な石のう

31fil!1で三角形を構成し、そのー頂点に径12cmの球

も大きなものは、平面形で長さ 38cm、rlJ記12cmを測

1)、住!?面では長さ44cmのうち約半分を地山;、二埋め込んで直立させている。

S Q 010 (第91図)

L E51・52両グリッドにまたがり、 された。 SQ008の北北西1.2mに る。

南西側に長さ30cm、11I話12cmの最大の石を置き、これに径10cm前後の円形に近い石 4i閣を加え、

全体としては径40cmの円形となる。石 るための掘り込みはなく、遺物も出土しなかっ

た。

S Q 014 ( -第 6図版)

LD44・45にあり、地山田で確認された。地山面に250cmX 200cm、深さ20cmの掘り込みを

ち、この中に大小の石を させたものである G 配石j二面には径20cm以上の大きめの石カ7多く

石のレベルは地山面レベルよりも 17~18cm上位にあるので、掘り込み下回までの深さは

る箇所がある。 で、緩やかに立ち上がる壁を有しているの配壬:r中に鍬

状の打製石器、[1:1:1在、 まれていた(

S Q 015 ( -図版ω・50)

MC67・68両グリッドにかかり、士山JJ面 きれた。西側 出己

108 -
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第 2節検出遺構と遺物

;石が水路内に拡散しているが、平岡形は SQ 014 1可様楕円形を呈するものと思われる。東側約

五のみの残存であるが、地山固から深さ約20Cl11の掘り込み内に多数の石を充填させている c I配

石は地山確認面よりも最高で30C111上位に達し、最大のもので36c111X 32cmの大きさを測る。 掘り

込み底面はほほ、平坦で、壁;は緩やかである。配石中よ 1)打製石斧(第95図 1~ 3 )、

1 )、石匙(同図 2・3)、箆.'1犬石器(向図 4)が出土した。

S Q 016 (第91図・第50図版)

K J 56グリッドにあり、 SN 014の南東約80cmの位置にあるの第IV層上面で検出された..35 

cm X24cmほどの四角い板状の石を並置し、この両側にも35cmX 15cmほどの石を 2倒配置して、

全体て、、は65cmX50cmの大きさをiNlJる。配石下に浅い掘り込みを有するが、遺物はない。

ιコ

2 

くコ て二二コ
第95国 S Q 015出土遺物 (1) 

っd

3 
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第 2主IJ 検JN

⑤ そ岳地(])遺構

S X 001 ( : 71図版)

M F58 . 59、MG58 . 59、MH59グ 1)ッドに渡 1)、地山両で検出された。水路及び畦i畔によ

ーっ きく切られ、北西部には SN 001 ~ るQ 力nえて、地山市!と辺土との

識別が難しく、 j五時な輪郭はJ白星できなかったが、おおよそ 9mX6mの楕円形を呈するもの

であろう。中心部に向かつて極めて緩やかに凹んでおり、自然の落ち込みであると判断される。

最深部で確認面から約20Cl1lの深さをi則る。大綱Cl

然石が投げ込まれた状況で出土した。

を含む と石器、自

ば
¥ JA-1 ト-B'A-→ 

1 品色 (]OYR%j炭化物少経混入

に貨泌色(1りYR%j炭化物多←tiiiJ.f入
u白潟{l:.(lOYR%) );むと物少主~í1.f.}.、

4 OY:1品色 (luYR%) J}t化物少量I見入

第97図 SX 001実iWJ図
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第98毘 S X 001出土遺物 (1) 
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発見されたi宣告月とi立物

言if
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j宗 吉本
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j菜鉢

第 4章

(第100図・第51図版)5 X 002 

西1WIは水路によって切られているのきれた1 :t也11MFfi2グ 1)ぃノドの事1WIに

検出部分のみてい東西240cm、南北300cm、不整形で 底面は東側から西側に向かつてなだらかに

ら縄文土器片、上方から中世ち込んでいる。径20cm大の石が投げ込まれており、

S X006 

A' 

陣器が 1点出土した U

モめ

A 

0
1
1
L
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S X002・第1u合宿

5 X 005土器一括廃葉遣構

S K 144を切っており、東南端が不明瞭ド南側にあり、地山部で確認された。L C44グリ

り込みてい、北西方IrlJがキflIく、南西側HOcm で弘あるカヘ

した。された状態
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第103顕 S X005出土遺物 (3) 

第 2表 S X 005出土土器計iHlJ1直

図番 図版番号 ーヤjit" 種 仁! f歪 器 同E二b 底 f壬

第101図 l 第72図版35 i莱 f本 13.6clll 16.2cm 5.7clll 17.9clll 

" 2 " 36 深 吉本 13.6cm 12.7cl11 5.0c01 一一cm

" 
d つ

" 37 14.8cm (14.9)cm (7.0)cm (19.3)clll 

" 4 1呆 吉本 (10.3)crn 13.9cm 5.0clll (10.7)Clll 
!J 5 第72図版39 安本 14.lcm (11.0 )cm 4.8cm 13.8c01 

" 6 " 39 吉本 (8. 6.2c01 3.5c:m (9.6)cm 

第102図 7 " 40 
台付ゅ吉本 17.3cm (11.1 )CI11 6.9cm 18.4c01 

11 8 I! 41 台イ寸浅吉本 (11. 5 )CI11 !4.2)cm 5.3clll 一一cm

1/ 9 1/ 42 台付j支鉢 15.5clll 4.9clll 5.4crn 一一crn

" 10 8.8crn 17.3c01 6.5cm 17.5cl11 

11 11 第73図版43 6.5crn 12.4crn 4.9cm 12.i5crn 

" 12 " 44 一一cm 一一cm 4.8cm 13.8cm 
11 13 11 45 主主U毛L 12.0cm 5.6cm 一-cm … cm 7金

S X 006土器一括廃棄遺構(第100図・第 7 ・52・53・73・74図版)

L 153・54グリッドにまたがり、第IV層上面の捨て場的状況の中に、

811現f;ctcの完形土器が一括し された状態でイ全出された。 A る。

第 3表 S X 006 

第73図版46 13.4cm 12.9cm 

11 47 13.0cm 12.5cm 

" 48 18.5cm 16.1cm 
11 49 15 . 8cm I (14. 3) cm 

" 50 

121 



場移

3 4 

， ， 

ヒョ

10cm 

第lu4密 ~ (1) 

122 



LCライン 第105図 SX006出土遺物

が消失し、それ以北では遺物包含層の存在がなく空白地帯を形成し

ある。土層が~Iじ hからの流入であることを考慮する

される

.54・74・75.76図版)

震含知
}

ou 
nu 

《

U
V
八5

 

検出された

午b包含層である。 LCラインで

断面凶作成のため LCライ

ンに沿ってl幅 2mのトレンチを

入れたが、 トレンチ最北端の L

C71グリッド杭直下から南へ傾

斜するこ仁層があり、これを追究

したところ、 LC69グリッドキ尤

より南1.4m、地表下1.5mの地

点で消失した。東西方向の拡が

りを把握するため71ラインに東

西方向のトレンチを設定したと

ころ、包含層の分布範囲は LC

71グリソド杭より東は4.5m、西

は 5mの範囲に把J庄できた。 L

C 71杭の直下では層厚70cmを測

リ、北側の高位置カふち流入する

形でi住干責したことカf明らかであ

るが、これより北方は調査範囲

外であるため、北側への追求は

不可能で、あった。

大i[fiJC

にあたる

では60グリッド内

ており、この北端の

と、

S X 009捨て場(

らの

第2節 4突出i宣，t1与と遺物

7 

された

ち:iZとみカfあり、このヰ1に

越えてその南北両側にも

る 11グリッドに渡 1)、長さ 18m、幅 7mで地山上の

されたものであるが、遺物はこの落ち込みを

している。 l土 入り込んでおり、東北東

つ臼
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第 2節 検出遣問j:と遺物

方jE1Jに延びていることが窺われる。

のグ 1)ッド及びトレンチを

として にあり、これより南の区域にも

Ltこが、 ー遺物は皆無であった。 ブく

~I司 A 式に限られ、他型式の土器は全く混入していない。土器は復原、実測し得たもので16個体。

石銀、石斧・石匙非実用的な石製品

装飾品類が発見された(第106図~第114図)。

ある。

石製小玉のうち多くは説灰岩製で

第 4表 SX 009 

図番号 図版番号 器 干重 口 f至 若号 f仁可コ 底 径 胴部最大径 f繭 考
第106図 1 第74図版54 吉本 12.3cm 7.9cm 7.4cm 一一cm

" 2 " 55 鉢 10.4cm 8.9cm 6.3cm 一一cm
11 3 " 56 吉本 9.4cm 8.3cm 4.3cm 9.6cm 

11 4 11 57 吉本 8.4cm 7.7cm 5.1cm 8.8cm 

" 5 " 58 を本 (9.0)cm 6.5cm (3.9)cm 一一cm
11 6 第75図版59 鉢 (5.5)cm (5.5)cm 4.0cm (6.0)cm 

" ? 11 60 台イ寸浅吉本 12.3cm 7.0cm 6.9cm 12.5cm 

" ts " 61 o.ocm 日.Ucm 5.E:icm 15.Ucm 

第107図 9 " 62 9.5cm 一一cm cm (28.0)cm 

" 10 " 63 一一cm 一一cm (6.1)cm 17.7cm 
11 11 11 64 7.0cm 一一cm 一一cm 24.0cm 

12 " 65 一一cm 一一cm 6.4cm (19.7)cm 
11 13 11 66 8.3cm 13.9cm 6.8cm 13.9cm 

" 14 第76図版67 9.6cm 15.1cm 6.9cm 14.1cm 

第108図15 11 68 I菜 を本 16.7cm 14.3cm 6.4cm 一一cm
11 16 " 69 j菜 主本 12.5cm (13.1 )cm (5.7)cm 15.3cm 

" 17 " 70 (4.0)cm (7.1)cm 3.4cm 6.2cm 
11 18 11 71 争rJ]珍土器 5.4cm 2.4cm 一一cm 何一cm

11 19 " 72 袖珍土器 一一cm 一一一cm 2.1cm 一一cm

第 5表 S X009出土装飾品類グリッド)jlj出土数一覧表

¥ぐに KD38 KD39 KD40 K D41 K E38 K E39 KE40 KE41 KF39 KF40 K F41 KG39 KG40 計

土製耳飾 1 4 3 2 2 10 2 1 4 29 

勾 玉 1 1 

土製小玉 4 2 6 5 34 134 2 84 217 46 20 554 
石製小玉 2 2 1 4 11 11 16 8 17 3 75 

土製管玉 1 l 

その他 1 .ゴ 4 
市~~~、、 i ゥ tう 10 11 48 155 Z 105 226 1 18 23 664 

q
u
 



第 4主主 発見された遺構と遺物

(2) 遺構外出土遺物

調査によって出土した遺物はコンテナ 450箱の多きに上るが、縄文時代の遺物が圧倒的大多

数を占めている。この縄文時代遺物のうち土墳などの遺構に伴って出土したものは;極めて少な

く、大部分は遺構外からの出土である。しかし、遺構外とは言え、調査区中央部には

を含む極めて多くの土器片、石器などの遺物を出土するゾーンが、土境、土器桔墓、石間炉、

配芯などの遺構と重なっており、これら遺構の構築と同時進行する形で形成されたと考えられ、

「捨て場」の如くそれ自体がひとつの遺構と見なすこともできょう。だが、明らかに時間善のあ

る他の多くの遺構と重複し、また範囲も極めて広範に渡っているので、それら多くの遺物を遺

構外出土遺物として取り扱うことにする。 遺構配置図には殊に遺物出土量の多い範囲を図示し

てあるが、必ずしもこの内部出土とは限らない。

遺物整理にあたっては極めて限定された時間内にこれら多くの遺物を処理し、報告すること

は不可能で、あるし、また、その方法論をも持ち合わせてはいない。復原、実測して図示した

土器は 134個体であるが、これらは現場の調査時点において完形資料またはそれに近い状態で

出土したもののみであって、詳細に復原、、実測作業を行うならば¥図示可能な土器は、恐らく

この数倍の数になろっ。石器、装飾品類なども同様であって、図示し得たものは限定された一

部のみにすぎない。しかし、各器種ごとの代表例は網羅し得たと J思う。

①土器

深鉢・鉢(第115図 1~ 第122図42、図版76~81)

台付鉢(第122図43~ 第 125図的、図版81 ~83) 

浅 鉢(第125図60~ 第 127図70、国版84~85)

台付浅鉢(第127図71~ 第128図74、図版85)

(第 128凶75~ 第135図 115、図版85~90)

注口土器(第136図 116~ 第 137図 120、図版91)

血 (第 137図 121~ 第 138図 123、図版91)

筒形土器(第138図124、図版92)

袖珍土器(第138図125~134、図版92)

②石器

石倣(第139図 1~43) 

石槍(第139図44~ 第 141 図59)

箆状石器(第141図60~

石 匙(第145図柄~第148図108)

掻器(第149図 109~ 第 150図 126)

4A 
つd



打製石斧(第152図 127~ 第 154図 140)

(第 155図141~ 第 156図 152)

石錐(第157図 153~164) 

出石(第158図 165~

・石刀(第159図 173~ 第 161 図206)

独鈷石・独鈷石状石製品(第162図207~ 第 163図222)

円盤状石製品(第163図223~228)

石鋸状五冠(第164図229~233)

石冠(第165図234~237 ) 

品(第165阿238~ 第 166図245)

有溝石製品(第166国243~244)

扇平j義製石製品(第166函245~248) 

主頬(第166凶249~254) 

岩版(第168図264、267)

その他の石器(第167図256~260)

③ 土製品

土版(第168図261~ 263 、 265~266) 

土偶(第169図268~ 第 171 図282)

石冠状土製品(第172図)

有孔円盤(第172図284)

円柱形土製品(第172図285)

玉類(第166図255)

④獣骨

第 2節検出遺構と遺物

遺跡内各所から骨片が少量出土している。山口 敏氏によると も多かれ少なかれ火

燃を受けて細かな破片となっているため、人骨、獣骨の区別もできないものもあるが、少なく

とも明らかに人骨片と認められるものはないとのことである。中央部捨て場と SX 009拾て場

の中から、土器・石器等に混じって出土したものが大部分で、fIQに SN009・021からもほとん

ど粉状になって検出された。 以下の獣骨が判明した。

シカ 中足骨(? )、遠伎骨端 クマ 左中

シカ 左中

シカ 左中足骨または

シカ
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第 2節 j突出遺j蒋と遺物

2 弥生時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

①土護

S K 077 (第173図)

K J 55グリソド内にあり、

で市在認された。 ランカ

p 
d 
も

と¥ノ/二

ト-A'

不明瞭で、あったが、 225cmX 185cmの不整

円形を呈し、深さ 20cmをifliJるものとなっ
A-→ 

た。東側に接して倒木痕があり、本遺構

も人為的な掘り込みと見るよりは、倒木

痕の凹みの一部と考える方が妥当かも知

れない。 20cmX 10cm大の自然石数個と弥

生土器が、覆土中に一括して投げ込まれ
A一ーイ

た如き状況で出土した。

土器には浅鉢(第175図17)、査(175図

ト-A'

18、19)、 23)、葦(第 第173図 S K077土1産実測図

175図の器形が認められる。 1の浅鉢は図上復節、であるが、口径推定23cm、底径推定12cm、

8.8 Cll1、 24の蓋は完形資料で、口住16.5cl11、器高 8.8cm、つまみ部径 8.2CI11をiHlJる。浅鉢

形土器には、底部から体音15がなだらかに立ち iてがるものもあるは)が、明らかに体部に一段のく

びれ部を有するものが多い(2 、 4 、 5 、 8 、 10 、 12~ 16)っこの中には口紋部が直立するもの

と、外傾ないしは外反するもの(5 、 8 、 10 、 12~16) とがある。文様は太めの沈線による

と平行沈線文で、三角形の交点や平行沈線開!じことによる粘土粒貼付が見られる。こ

の他、縄文施文のみの小破片が出土しているが、磨、消縄文の施文された土器は皆無で、ある c 石

器としては石匙(第175図25)が 1点出土した。

遺構外出土遺物

として分離し ものは24片である。いずjしも小中から、

石皮片であるカヘ ifれiヲには

第 1 太めの沈総を用い、

られる。文様から 5類に分類される。

文、平行沈線丈、波状文の砲されるもの(第176同 1

~12 、第177図13~1G)。変形工字文の地文されるものには、三角文の読点に粘土)iJ;去による粘土

粒のl~，S付されるもの( 1、4、 5、 7)と、それが見られないもの(6、 8、10) とがある。

第 2類:充填縄文の摘されたもの(第177図17・18)。いずれも弧綿関に充填縄文技法を用いて

いる。
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第 4章 発見された遺構と造物

第 3類 3本単位の細l~\沈娘により、重菱形文の擁されたもの(第177図 19 ・ 20)。

第4類:口縁部に交互刺突文の施されたもの(第177図21・22)。

第 5類:撚糸文の施されたもの(第177図23)。

3 平安時代

(1)遺構と遺構出土の遺物

① 竪穴住居跡

SI001竪穴住居跡(第178図・第62図版)

位置:MC59・60、MD60グリッド

確認前 TTTe層あるいはUTf層を掘り込んで構築きれているはずであるが、両!警が極めて

いためか、縄文晩期大洞Cl・C2式期のIV層上国で確認された。

確認状況:IV層上面に方形の火山灰層の分布と、その上位の黒色土が落ち込みの様に検出さ

れ、これを立ち割ったところ確認された。

形態:方形

規模:壁長は、北東壁 430cm、北西・

cm、北西堅17cm、南東壁13cm、

面積:21.6m' 

主軸方位:N40
0

W 

410 cm、南西壁 440cm、 北東壁24~28

をおIJる。

床面:堅くしまり、全体的に平坦であるが、南西部分に ち込んでいる所がある。

沿って、長さ 350cm 、 1)1高60cm 、深さ 25c日1ほどの溝~bたの掘り込みがあるが、性格は不明

である。

ともにほぼ、垂直な立ち上が f)を

:ピットは床面内部に 6侶 (P1 ~ 3・9 ・10・11)、 りに 5 個 (P4~8) 検出さ

tLt:こ。 j呆さは P 1・40cm、P2・45cm、P 3 ・18cm、P4 ・27cII1、 P 5・43cm、P6 ・49cm、

P7・22cm、P8 . 16c初、 P 9 . 15cm、P10 . 13cm 、 P11 ・ 18cm を~HlJ る。このうち、

には P1~3 の他、これに対応するピットが存在したものと思われるが、焼土 4 の掛り込みに

よって消失したらしい。焼土 4はこれらの柱穴より新しい時期の構築と判断され、したがって

この住居‘跡は、当初 Pl~3 と消失したピットを含む 4 本の柱を使用していたが、その後、壁

際のピット 4~8 を柱穴とする たものと考えられる。しかし、

後の柱穴は北西壁の他は明確でない。

炉:床面 4箇所に焼土が分布する。このうち焼土 1は床面からの掘り込みが43cmと深いが、

焼土 2 ・ 3 は 10~12cm、 4は23cmと、焼こ1:.1よりははるかに浅い。また、焼土 1の掘り込

- 202 
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第4章 発見された遺構と遺物

みは揺を本状を呈し、床面レベルに在20cmはどの石が 211古|存在する。住居跡南東関の控は崩壊し、

その外側にある SK076J'.部にも焼土がわずかに拡がっている。 こうしたことから、 この位置

に、柱建て帯え前の住居跡に付随するカマドの存在を考えるべきかも知れない。

慌考:t主居跡北隅に土器棺が検出された。この土器柁(SR018 )を切って

いる。

遺物:覆土下方より、土師器護、須恵器破片が出土した(第179図)。

51002竪穴住居跡(第180図・第63・93図版)

位置:M C61・62・63、MD62

確認面:地山面

さhて

確認状況 SI001周辺の第IV層を掘り下げ中に、地山面で確認したの SI001同様に第IIIe層

あるいは第IIIf層からの掘り込みであろうが、地山聞に至るまで確認はできなかった n

形態:方形

規模:壁長は、北東壁で‘340cm、北西壁344cm、南西壁340cm、南東壁353cm、壁高は地山面ーか

らの測定であるが、北東壁で19cm、北西・南西壁は12~ 15cm、南東壁は 17~22cm を測る。

面積:15.5m2 

主軸方位 :N 45
0 

E 

床面:全体にほほ平坦で、あるが、砂質であるため軟らかい。

:四壁ともにほぼ垂直な立ち上がりを示し、 i童存状態も良好である。

壁溝:北東壁には認められなかったが、他の蛍には幅10cmほど、深さ 3~ 9 cmで検出された。

柱穴:床面中央寄りに 4個、北東壁中央部に 1偲のピソトが検出された。 深さは P1 . 20cm、

P 2 . 50cm、P3・35cm、P4・51cIIl、 P 5 ・ 13cmで\口 f歪は 32~47cm を ~nlJ る。 Pl~P4 カf

柱穴である。

カマド:北西援のやや北寄りに付設されている。燃焼部は幅70cm、奥行80cm、底面奥部に土

師器禁を利用した支脚を遣し燃焼部内は底面、壁面ともによく焼けており、燃焼部奥壁は10

cmほど立ち上がって煙道部へ移行ーする。 1重道部は最大幅45cm、住居跡壁から煙出までの長さは

170cmをiRIJる。

炉:床面中央部に74cmX40cmの大きさの炉が見られる。

遺物:第181図ト 2は覆土中から出土した土自fi器杯で、 lは口径12.5cm、底径4.9cm、器高5.2

cm、ロクロ成形である。 2は口径12.1cm、 を4.9cm、器高5.3cm、内県で、底部外縁に手持ち

へラケズリを施している。 3はカマド内の支脚で、口径14.3cm、底在 6.2cm、器高14.6cmを測

る土師器寵である。ロクロ成形で二次調盤は施きれない。

51003竪穴金居跡(第182図・第63・64・65・66・93偽 94図版)
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(管
c-ベ トーc'

ーへ」ιペー
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A-→ 
T 

←A ~ 
iH水凶畦畔のしみ

←活込えよー l トよーフ一一L -ーへふ与j丁 1

6 4 
9 裕色(7.5YR%) 

10 赤褐色 (5Y R%J焼}二

11 日吉褐色(10YR.%)炭化物微量混入

12 ゑ裕色(10YR%)炭化物少最滋入

13 赤褐色 (5Y R%j焼土

14 茶褐色 .5YRYz)焼1ニ多最混入

15 黒褐色(lOYR%) 

m 
1 iI告掲色(JOYR%) 

2 黒字品色 (lOYR;1'2') 
3 H日褐色(luYR%)明褐色土ブロ。ソク少量iii入
4 茶褐色 DりYR.%) 

5 H古縞色(lOYR%J

G み褐色 (5Y R%)焼ゴ二

7 褐 色l7.5YRχ)焼ゴ二多、炭化物f数近混入

8 ;清褐色 (lOYR先)炭化物微量混入

第180図 SI
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第 4主主 発見された遺構と遺物

o lOcm 

{立置:K G59 .60、K 

H59・60

確認状汎:

に、火山灰の拡が

りを検出し、立ち割った

ところ石在認された。

形態:方形

規模:壁長は北東壁が

u I  I I I I I I I 1 425川、北西壁が450cm

第181図 SI002出土遺物 南東日芝410cm、南西壁350

cm て\壁高はそれぞれ、 12~ 14cm 、 10cm 、 16~ 22cm 、 25~ 29cm を~H1J る。

主軸方位:N 29
0 

E 

面積:19.81112 

床面:中央部が最も低く、壁に向かつて全体に緩やかな上昇を

cmほどの高低差がある。

中央部と壁際では約15

壁全体に歪みがあり直線をなさない。やや外方に傾斜して立ち上がっている。

柱穴:床面に 7倒のピットが見られる。各々の深さは、 P1・18cm、P2・16cm、P3・17

cm _ P 4 . 17 cm ， P 5 量 17Cll1， P 6・13cm_ P 7・13cm、 P 8 . llcmをj則る o P 2 ~ 5は

を示すものと思われる。 P7はカマ FB構;築以前の柱穴であるが、カマド構築後の柱

穴は明確ていなかった。

カマド:北西控と南東壁に 1基ずつ構築されており、各々を第 1号、第 2号とした。

〈第 1号カマ!っ北西壁の東寄りに付設され、袖が残存している。両袖 I1屈は80cm、奥行75cm

をiWJり、燃焼部中央に土師器護転用の支脚がある。燃焼部成田は焼面となっている。煙道部は

ほとんどなく、煙出しも定かではない。

2号カマド〉南東壁の東寄りに付設されたもので¥粘土を使用した袖が残存する。両袖

IIJ品目Ocm、奥行き 100cmをj則り、燃焼部中央に土削i器禁転用の支脚がある。隣接してさらにもう

1倒土師器議が出土した。 底面は焼面を形成している。

炉:床面中央部に 2基の炉がある。北側は130cm>< 85cm、南側は110crn>< 50crnほどを測る

形で、平面では南側の炉が北側のそれを切っていることが明らかであった。

備考:床面直上にワラ状の炭化物が全体に広がっており、焼失家屋と判断される。覆土上部

に火山灰が堆積している。
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9 黒溺色 .5YR先) FJ<.化物多量ü~入

10 号機色(lOY沢%)炭化物少量n{入

11 黒色(7 R7}')炭化物層

1:: 黒字詰色(lOYR巧)武将j色七少量iU入
13 黒褐色1l0YIHず)粘土質 UJjJj'd.品色土多!If混入

11 黒 色 (5Y Rl・)111悩褐色土多孟tiJ~ 入

京総色 (lOY R.%i 

黒褐色(lOYR%) 

!.l:¥ 色 (lOY Rl'}iJ lkfヒ物!百
~!H:fる色(lO Y R五j炭化物少浸混入

!夫-tJl褐色(10 Y R %) ttiJ二質 燦多量泌人

黒色(7.5YR;!イ)炭化物少最j凡人

にぃ焚符色(lOYR)/2')火LlJ!XJr1 褐色j二少fit浪人
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SI003竪穴住居跡実測図
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第182図



1 褐色(7.5YR%)焼土炭化物多気混入

2 褐色(7.5YR%)焼;土炭化物少量混入

3 sa褐色 (IOYR%)粘土質

4 -11音褐色(7.5YR%)砂賀

5 明褐色(7.5YR%)焼土

6 褐 色(7.5YRおi 炭化物多量混入

7 赤褐色 (5Y R%)焼ニt
8 赤褐色 (5Y R%)焼土

9 黒褐色(7.5Y R%) 

10 1I奇褐色(7.5Y RJ:i)焼土

11 11音褐色(7.5YR%) ;焼土 粘土質

12 黒褐色(10YR，%)粘土質

13 褐色(10YR%)粘土質炭化物少量混入

14 にぷい賞褐色(lOYR，%)粘土質

15 褐灰色(lOYRだ)炭化物少量混入

日2
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Qc-斗

L
l
i
 

Fマ、 ーーー
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i ⑥ 

T 
ト-E' r:.r... 

第 2号カマド

4 E-斗

50(;，日。

9 褐色(7.5YR:}-s) 

10. によい賞褐色 (10YRYs)キr'i土 砂少量浪人

11 Il音赤字詰色 (5Y R%)焼土

12 茶色 (10YR3{)炭化物量混入

13 黒褐色(10YR%)粘土質

14 精子易色(10YR%)粘土質

15 黒褐色(lOYR克)粘土質 焼土多:震浪人

目黒褐色(lOYR%)砂少量浪人

SI003竪穴住居跡カマド実測図

208-

褐 色(7.5Y R%)焼ゴ二炭化物少量浪人

にぶい賞褐色 (10YR，%)灰

茶褐色(lOYR，%)炭化物多最混入

暗褐色(7.5YR五)焼ゴt: 炭化物少量混入

黒褐色 (JOYR，%)灰賞褐色粘質土多;量混入

占禁褐色(lOYR，%)焼二仁多景、 炭化物少f景量1混見入

H 

i赤五示ミ褐色 ( 5 Y R.%) ;焼焼土

第183図
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第 4'章 発見された遺構と遺物

11 

12 

0 しu 10l cHl 
I I L_L_L__L_j 

第185密 S1003出土遺物 (2) 

第 7表 S1003出土土器計測値

図番 図版番号 器種 日 径 器 主I司主 底 f歪 嗣部最大経 イ藷
第184図 1 オ不 (13.7 )crn 4.6c01 5.5c01 一一crn 土師器

II ιつJ キ (14.0)crn 一一CI11 一一cm 一一cm 土師器
1/ 3 中手よ (11.6 )cm 一 crn 一一crn 一一co1 土師器
1/ 4 第93図版210 15竃.3crn 12.5cm 7.2cl11 14.9cm ゴフヴ二詰て}市721JE主三乞朕jJ

11 5 第94図版211 15. 1 crn 15.2cm 9.9crn 15.0crn 土師器

" 6 11 212 18.4cl1l 29.8c01 (8.5)crn 20.3crn 了t~.師器
If 7 21.1cm 一一cm 一一cm (23.0)crn 土師器

第185図 8 (18.4)cm 一一cm 一一cm (19.9)cm こは市器
!/ ヨ 一一cm 一一crn 6.9crn -cm 土師器
11 10 (18.0)crn 一時cm 一一crn (17.2)crn 土師器
11 11 一一cm 一一crn (7.7)cm 一一cm 土師器
1/ cm 一一crn 6.3crn 一一crn 沼モ只，古山、I官忠庁

fI 13 琴 一一cm 一一crn (11. 一 cmI須恵器

遺物:カマド内、床面、覆土中から土師器、須恵器の杯・

S K ( I ) 001霊穴挟遺構(第186図・第65・66・94図版)

: K G60・61

確認酉:IV層上面

出土した(第185・186図)。

確認状況:第IV層を

した。

に、火山灰の拡がりと、その上位の黒色土を検出し、遺構と判断

ハりつω



検出遺j情と遺物第 2節
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SK( 1 ) 001竪穴状遺構実iWJ図第186図

形態:隅丸方形である。

規模:東西310cm、南北290cmを測る。

: 8.0m' 

をiWJり、はほ‘垂直な立ちJ::_がりを示している。

くなっている。底面:ほほ平坦であるが、東南隅は1O~15cmU. 

備考:遺構内覆土上方に火山灰が堆積している。

出土した(第187・188図)。

q
L
 

して、土師器杯・遺物:底面に



Z 

¥17 ¥ 
3 

~ 
4 

二:d
5 

6 

¥ トーグ
rゥ

i 

8 

9 

12 

13 

14 

15 

l υ16  

第187函 SK( 1 ) 001出土遺物
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。 10crn 

第188国 S K ( 1 )001出土遺物 (2) 

第 8表 SK ( 1 ) 001出土土器計測値

図番号 器種 口 「一玉ζ 器 品 底 径 胴部最大径 f蔚 考

第187図 1 イネ 13.0cm 3.4cm 5.8cm 一一cm 土師器
!! 2 第94図版213 杯 14.6cm 4.9cm (6.4 一一cm 土師器、

" 3 1不 (11. 9 )cm 一一cm 一一cm 一一cm 土師器
J/ 4 杯 一一cm 一一cm 5.8cm 一一cm 土師器
11 5 杯 一一cm 一一cm (6.0)cm 一一cm 土師器

" 6 イネ 一一cm cm (5.1)cm cm 土師器
，.， 1ネ 一一一cm 一一cm (5. じm 一一cm 土師器

" 8 杯 一一cm 一一一cm 6.9cm 一一cm 土~rlj器

" 9 一一cm 一一cm (6.6)cm 一一cm 土師器

" 10 一一cm 一一cm (7.2)cm 一一cm 土師器

" 11 (26.9)cm 一一-cm …一cm 一一cm 土師器
I! 12 (24.9)cm 一一cm cm 一叫cm 土問器
11 13 (22.6)cm 一一cm 一-cm 一一cm 土師器
!J 14 (19.8Jcm 一一cm 一一cm 一一cm 土尉j器

" 15 (20.7)cm cm 一一cm 一一cm 土師器

" 16 (20.3)cm 一一cm 一一cm 一一cm ゴ二師器

第188図 17 (22.2)cm 一一-cm 一一cm 一一cm i二蹄器

" 18 .2)cm 一一cm 一一cm cm 土問器

" 19 写之子t百五ケ (27.2)cm 一一一cm …一cm (26.3 )Cm 土師器、

円
、
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第 4章 発見された遺構と遺物
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ロ
1 黒褐色 (2.5Y%)褐色ニt多量j昆入

2 黒 色 (5Y RJ・Y{)火山灰少量、時十品色土多量ift入
3 f培褐色(lOYR%)火山灰少量混入

4 にぶい賞授色(10YRJii)火山灰層 階褐色土多量混入

5 黒褐色 (10YR%)炭化物少量混入

6 黒 色(7.5Y11.l.Y{)火山灰少量、 iljj宇治色土少;選滋入

7 r情褐色(7.5Y 11.%)炭化物少量、破多量混入

1) Iこぶし三賀補色(lOY11.):;)砂質

9 n在褐色(lOYR%) 火 UII1~少量、炭化物少設、 l夫員三褐色土多量混入
10 にぶい笈褐色(lOY11.釘)祭褐色土少量混入

11 賞褐色(lOYR%)火山灰層 主主褐色土多量混入

12 灰32f褐色 (10YR%)火山灰層 炭化物少量混入

13 赤黒色(2.5YRlj{) 

14 褐 色(lOYR.%)炭化物多長、祭褐色土多量Hi入
15 培褐色(lOYR五)砂貿 炭化物少量混入

16 褐色 (10YR%')砂質

17 I清褐色(lOYR%)砂質炭化物微荘、球少量l混入

18 I渚褐色(10Y11.%)砂変緩少量混入

目黒褐色(10YR%)砂質礎 少 景 浪 人

第18雪国 S K ( 1 SK 
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火

国
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に

刃

心

刃

己

確

確。円

上に した黒色土の拡

カfりが と判

i析した。

形態:不整円形

1 111 

規模:260cm X 250cm 

: 4.9m2 

壁:高さ 33~40cmで下

に丸みを有しながら

角度で立ち上がる。

底面:ほぽ全体に

で、ある。

:縄文H寺代の SK

149が底部に検出され、ニ

ナど

り込んで構築されている。

覆土色色部に火山灰層が堆

している。

:土師器破片が少

した。

S K ( 1 ) 003竪穴状遺構(第190図・第65・66図版j

f立置:KH62・K 162 

確認面:第IV層上部

確認状況:第IV膚上面精査中に、火山灰と黒色土の拡がりを確認し、遺構と判断した。

形態:不整方形

214 



遺物:土師器不が出

土した。口径11.2cm、底

径推定6.8cm、器高4.4

cmを測り、ロクロ成形

である(第191図)。

S N OOi 1壌土遺構(第15図・第66図版)

:山X160cm 場
面積:3.7m2 

:西側

立ち上がっているが、 A一寸

東側はなだらかで、

分丸みを帯ぴている。

西側は高さ63cmを測る。

底面:全体にほほ平 A→
坦であるが、東側が若

くなっている。

備考:遺構内覆土上

方に火山成が堆積して

いる。

第2節検出遺構と遺物

ト-A'

ト A'

o 1 111 
Lーしー

l 黒 色 (5Y Rl・~{)火山灰多封、炭化物少:辻、にぷい賞褐色ニヒ少最混入

2 にぷいZ有償色 (luYR]:'I)火山灰層 Ul'i褐色土多量混入

3 黒褐色(10YR%)炭化物少最m，入

4 黒褐色(lOYR}i)炭化物多泣、 l波多量iJl:.入

5 黒 色(lOYRl・J-j)祭溺色土多最混入

6 ~黒褐色 (lOY R%)締砂質 燦多量i比入

7 黒褐色(lOYR}i)炭化物微量、暗記多量、賞褐色土少量混入

8 黒褐色(2，5Y}i)火山灰少;議混入

日 裕一褐色 (lOYR.%)宇id:質

第190図 S K ( 1 )003実測図

MG.MHグリッド内にあり、縄文時代の第IV層と同一聞で

検出された。すぐそばに SN002~004焼土遺構がちょう
cm 

も残存状態 第i91図 S K(I)003出土遺物形に背を向ける形で構築されている。 SN 001 

が良い。平田では長径は不明であるが、 断面を見ると 130cmあり、 底

面までの深さは20cmを測る。底部は丸みのある舟底状をl:Eし、先端部は急激に反転して上方に

立ち上がり、煙出部のようになうている。この反対側を焚口部としたものらしい。焼土が10cm

HUH 

に

構

南

上

。

違

ぐ

の

る

土

す

そ

い

焼

の

て

ロ

は

り

し

⑫

Ov

あ

築

N

N

ど

構

S

S

ほ

て

j度づて多量の炭-化物が堆積している。 SK 004を先端部で切っ

，第66図版j

し、平面形は長楕円形である。長軸 12L1cm、短軸72cm、j菜さ25cm

を測る。底面は鍋成状を呈し、焼土が馬蹄形状の拡がりを見せる。炭化物が焼土上から

かけて散在する。 SN 001の様な先端部の J煙出はなく、なだらかになっている。
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第 2節検出遺構と遺物

S N 003焼土遺構(第15図)

MH59内にあるが 南半は水路によって切られており不明であるが、 S NOOl・ 002同様の

形態を呈するものであろう。現存部の短怪は74cm を ~H!J r)、経認面から底面までの深さは 7cmと

η)長田は鍋底状を呈し、焼i雨を有する。炭化物が焼土中と理土に点在している。

5 N 00ヰ焼土遺構(第15図)

MH60内にあり、 SD003を切って構築されている。長径150cm、短径70cmほどであるが、焼

土は底面にわずかに見られるだけで、その上に炭化物を含む褐色土層が底部に存在する。先端

部の立ち上がりは急である。

S N 009焼土遺構(第192図)

X司61グリッドに位置し、第TV患の縄文時代遺構とほぼ、同一面で検出された o S N 032・035

に極めて近い位置にあり、間辺に竪穴住居跡、竪穴遺構も多い。100cmX 50cmの範囲で、摩さ 10

cmほどに焼土が堆積している。焼土中から土師器と骨片が出土した。

S N 032焼土遺構(第192図)

KH60グリッドにあり、第IV層上国で検出した。焼土は115cmX 106cmの範囲で拡がり、厚さ

は20cmほどを測る。焼土上面に大小の角礁が乗っており、いずれ

も火熱を受けて赤色化している。これらの間から土師器材;が 2点

出土した。いずれもロクロ成形である。

S N 035焼土遺構(第192図)

KH61グリッド内にあり、 SN009 . 035の中間に位置する。106

cm X83cmの範囲で、深さ30cmほどに焼土が堆積している ο 焼土底

面は丸みを帯び、全体になだらかに立ち上がっている。 遺物は出

土しなかった n

S D 003溝(第15図)

o 5 cm 

第193図 S N032出土遺物

MH60・MG60nfjjグリッド内の北東~南西方向に、 794 Clllに渡って検出された。 rlJ福13clll

と細長く、深さは一部落ち込んでいる箇所もあるが、

土RでSN 004により'切られている筒I苛カfある υ

(2) 遺構外出土遺物

縄文土器とほとんど同一レベルJで、土問]器材L・議・鏑、

3 -4cmと 底面はほぼ平

ー衰の{j皮)j14が出土した。

4 . 中 世

中世の遺構と し得るものは発見されなかった。しかし、遺物(第195図)は珠洲系陶器の

他、青磁の小破片が 1点出土しており、 何らか を予測させる。

217 



6 

7 

9 

10 

12LLiム LL山 f
第194図 遺構外出土遺物(平安j

218-

「U 



J 

lOcm 

u 
遺構外出土遺物(中世)第195図

遺構外出土土器計illlj値

備

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

ニヒ師器

須恵器

須恵器

須恵;器

腕部最大桂
一一cm

一一cm

一一cm

一一cm

一一cm

-一cm

一一cm

一一cm

一一cm

-一cm

cm 

cm 

底 径

6.1clll 

5.7clll 

5.5cm 

6.3clll 

一一cm

一一cm

一一ーcm

6.4cm 

一一Clll

一一Clll

一一Clll

6.6cm 

器

5.6cm 

4.9cm 

4.7cm 

4.4cm 

一一Clll

一一cm

cm 

-一cm

一一cm

一一cm

一一cm

一一cm

口佳

13.1cm 

12.6cm 

12.9cm 

13.5cm 

23.6cm 

14.1cm 

25.4cm 

cm 

(17.6)cm 

(15.7 )crn 

一一crn

第 9表

種器

杯

杯

杯

杯

品開

図版番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

u

ロ

番
一
個

H

H

H

f

f

/

f

刀

刀

f

図
一
第

219 

高台杯



戸
九
U第 ま・岱 Lr} 

め

第 l節検出された遺構、遺物の検討

平鹿遺跡、は 4カ月半に渡り、 7.650m2を発掘調査したハそ 縄文時代、弥生時代、平安

時代及び中世の遺構、漬物が検出された。その主体は縄文時代晩期にある。 遺物はコンテナ 450

箱にものは、り、秋田県でのー遺跡の発掘調査による出土量としては最大規模となり、現場での

と並行して、連日洗浄作業を行ったのであるが、作業完了までには発掘斡了後 3カ月の期

間を要した。この隠大な量の出土遺物の一々に目を通し、復原、実測する作業を限られた時間

内に完遂することは不可能と言わざるを得ず、したがって本書にかろうじて掲載し得た遺物は、

その中から抽出した一部分に過ぎない。また、本章も主として平鹿遺跡の主体を占める縄文時

代晩期の遺構、遺物を極めて簡便に整理したものに過ぎないが、これをもってまとめに替えた

いと思つ。

1 遺跡の規模

平鹿遺跡の発掘調査範囲は東西 156m、南北 172mの枠内に収まる。縄文時代の遺構、遺物

はほぼ全域から検出されているが、より微視的に述べるならは¥ほとんど遺構、遺物が検出さ

れず、また、包含層のあり方から見ても、その限界が明白なのは発掘区域内南端部であって、

S X 009捨て場をその遺跡の南限とすることができ、これ以南には遺捕、遺物の存在する可能

tl:はほとんどない。

西側は土地改良事業に伴い水路・道路の造成地区にあたり、この部分をトレンチ状に調査し

たのであるが、 SR002・004なドし007土器特は、ほぽ西端にあたるものと考えてよい。

北限を端的に示すものは LCラインの土層断面観察によって検出された SX 008遺物包含層

である。この包含層は基本層位第IV層にあたり、大潤Cl式土器を包含するが、東西に設定した

トレンチでは東西幅9.5m を ~HIJ り、北方から指斜して流入している。 LC ライン上ではその南端

を把握しているが、流入角度と東西幅から見て、包含層は大きく北方に延びて存在するとは忠

われない。恐らく、む含層自体の範囲は小さく、この位置に限られたあり方を示すものであろ

う。しかし、より北方に遺構の存在する可能性はある。

北西部では SK 035土壌などの、遺構上国に配石を有する

、その北端に至るまで包含層があり、遺物を

加では必ずしも北西限界を把握してはいない。ところが、

となって構築きれ、また

している。したがってこの方

は路大な

円
/
】つω



第 1iTri 輸出された遺構、遺物の検討

物を出土する、/ーンがあって、おおよそ、この地帯を中心として土地、土器桔、石i型炉などの

されており、前述のように SX 009が南端にある状況を考えるならば、北西端も調

より大幅に外方に延びているものとは思われない c

東側では調査区域東端に至るまで石間炉が検出されている。調査にあたり、この東端よリ 40

m;_1じの休耕回にプレハブを設営したのであるが、その付近にも明らかに

られる。加えて、 56ライン以北の LCライン東側は、調査期間の制約から第IV層上面までで掘

り下げを中止しており、第IV層が薄く、地山面が露出する箇所ーもあるが、完全に地山面までは

掘り下げておらず、第IV層上面で検出した石間炉の下に遺構が隠されていた可能性はある。こ

うしたことから、遺跡はかなり東方に揺がるものと堆察される。

となっているが、 SX 009は北東に延びてこの中に入り込んで

いる。中央部の捨て場ゾーンもこの中に入っているが、それは一部に過ぎない。

以ヒの遺構、遺物の分布状態から、平鹿遺跡の規模は東側の未調査区域を除外すれば、おお

まかではあるが調査範間内に表出していると考えてよい。その大きさは中央部捨て場を中心と

して、北東 南西方向100m、北西一南東方向160mの拡がりを有し、北から35
0

西方向に偏位し

た長軸線をもっ楕円形を呈している。

2 各種遺構とその分析

縄文時代晩期の遺跡としての平鹿i室跡は、山内清男の土器編年大綱に基づけば¥大潟BC式

J. 

"~ として、C1・C2. A式の時間的範囲内 しており、その主体は大洞C1~A式期にあ

フ
匂。

より検出された遺構は以下のとおりであるの時代ごとの遺物分布の変遷は第 196図、

197図の如くである。このうち、縄文時代晩期の各種遺構について検討する。

縄文時代晩期 土壌……・………一……・… 127 弥生時代 i二土産一……………-…… 1

土器柁........................... 30 

石間炉・焼土遺構ぃ・…一…・ 36 

3 

竪穴状遺構・…・・…-…・・ 3

11 -・・ 7 

拾て;場(中央部を含む). .… 2 ~葦…一一… aa......... 一….. 1 

その他の遺構……・……・…・ 6 中 世遺物のみ

1
1ふっωつω
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:!~fI 5章まとめ

(1)土

平鹿遺跡における土瞳総数は 127基を数え、広範囲な分布を示している。これらは地面を掘

削して構築された何らかの遺構と判断されるもののうち、 1:1月らか

議などと区別されるものを指しており、

指して用いているわけではないハ

確かに、遺構内からは人骨の検出は皆無で、あり、遺体に塗付されたと考えられる赤色顔料の

を当ててはいるが、
-J-

全7

あり方は、同じく縄文晩期の慕跡として存在も SK038のみである。しかし、

報告された諸例に徴して見るに、少なからずの類似性を

第11表土墳の型式分類

ることができ、その大部分を土

ov 

A 

2、3、4、11、12、20、24、②、⑮、③、@、@、@、@、@、⑮、@、⑬
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105、106、107、109、111、112、113、115、118、119、122、125、126、127、128、129、133、135
136、137J38 J39、140、!日、142、143、144、145、146J47、148、⑩

1、@、⑪、45、50、58、59、62、65、71、⑪、75、⑪、84、@、87、102、110

⑪、117、120、121、123、124、131、132、⑪、⑪、⑫
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第 l長ri 検出された遺構、遺物の検討

第12表配石の型式分類

式 図 形式 土 j広 番 7口ヨ

日 a 72、'78、92、J:il 4 ]3 

ぽ)b 31、32、33、35、3'7、38、41、43、44、48、G'7、1Hi、150 13 40 

M 

C5l d l2 

e 
28、30、36、39、40

42、151、152

6 

5 16 

8 25 

として認識することは、何ら根拠のない妄想ではないと考える。

土壌の型式分類 土墳は平面形態及び断面形態の組み合わせから、便宜的に 6類に分類され、

これに形状把握の不可能なものが加わる(

A型式:平田が楕円形で、垂直ないし緩やかに外傾する掘り込みを有するもの。

日型式:平面が円形ないしそれに近い略円形を呈し、 A預向様のtJ[Hり込みを

C型式: 円形であるが、 と向等か、それ以上に深い掘り込みを

るもの。

るもの。

D型式:関口部は円形に近いが、下方が末広がりとなるフラスコ形を呈するもの。

正型式:平田が偶丸方形を呈し、 A.B類と同様の掘り込みを有するもの。

F型式 :A-E類とは異なり、平雨が不整形で、

G型式:形態不明のもの。

{町 l引の多いもの。

以上のうち、 A も多く、これに BJ~Jqが次ぐ。両者合わせた頻度は 9 制を占める。 c 類

のうち、 SK040・076の 2基は、口径に比して深きがかなり深い井戸状の形態となうている。

これに類似する S Q 002 2個の竪穴で、上面に配布ーを伴う n A . B類に比

べ、土墓の可能性は低い《

配右の型式分類 はよ面に配石を伴うものがあり、中には底面にまで及ぶものもある。

つ山



第 5章まとめ

上面の配石のあり方に限ってその分布形態を見ると、おおよそ 5類に分類される。

a型式:土墳上面中央部付近に上 2.11司配石のあるもの。

b型式:mle石がどちらか一方、あるいは両端に片寄るものc 全面に自己石のあるものでも

に大きな石を片側に置くもの。

c裂式: らほとんど外れた位置にあるものο

d型式:全面にまばらに配石されるもの。

e型式:全面に多くの石を用いているもの。

このうち、最も多いのは b . e類であり、両者で配在を伴う i土墳の半数以上を越えている。

土横型式と配石型式の相関関係は以下のとおりである。(第13表)。

第13表土壌と配石の関連

土境型式 自己石型式 土 境 番 号 土墳数 頻度率(%)

a 72， 78 2 6 

b 31、32、33、35、37、38、41、43、44、48、50、67 12 34 
A 

d 2、27、29 3 9 

ρ ) 28、30、36、39、42 5 15 

a 134 。、

b 81、116 2 わ

B C 34、85 つ 6 

d 26、74 2 6 

e 151、152 ω ワ 6 

a 92 1 3 
C 

白ν L1n 1 3 

長軸@短軸の相関 A型式の楕円形土墳の長軸全長は SK029の60cm とし、 SK020の

301cm を最長とするが、 75~160cmの簡に集中する傾向が窺える S K073の26cm し
し

し、 SK 125の 176cm を最長とするが，45~120cmの間への集中が見られる(第1路図)。

B型式の円形土墳は完全な円形ではなく、やはり長径・短径があるから敢えて相関図に示し

た(第199図)。最ノト在は SK074の36cmで、あり、 SK087のみ孤立的存在となっているが、他はほ

ぼ60~ 160cmの間に渡っており、特に集中は看取されない。強いて言うならば60~100cmの間に

わずかに集中度が高いと言えようか。

長軸方位:土墳のうち長軸方位が測定可能なもの、すなわち平面形が楕円形を呈する A

及び隅丸方形を呈する E型式の長軸方位を測定した(第200図)が、何ら片寄りは見られない。

po 
り
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の場合、埋葬頭位の
短剥l

決め手とすべきもの
i長軸 50 
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つな Lコ
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い平坦地にある

、長軸方

{立にまとまりがない

のは当然と言えよう。

土墳の長~írlJ方{立に

まとまりが見られた

としても、それだけ

では遺体の埋葬頭位

は決定できない。人

しない

部が検出されない限

りは根拠を欠く。

は平麗

遺跡の士墳全体を通
短軸

して集成した図であ

ってjホ謙作の言うよ
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第 1節 検出された遺構、遺物の検討
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第 200図土墳長軸方位

土墳内からは検出きれなかった。

副葬品 土墳内からは完形土器、土器片、石鋭、打製石斧、磨製石斧 装飾品などが出土し

内からは検出されたが、

た。しかし、土墳を埋め戻す際に付近にあったものが混入する可能性は大きく、全てを副葬品

とするわけにはいかをい c 副葬品の可能性のある遺物を出土した遺構は SK051・071・076

087・110・117・149の 7基である。 SK 076 

この土墳は前述の様に形態的特徴と配石との関連から

置かれていたが、

と考えるよりはむしろ祭杷遺構

と考えた方が妥当ではなかろうか。直立する石万を出土した SK 051もその可能性がある。と

すると、大形精製鉢と磨製石斧を出土した SK051、サメ i室I垂飾品を出土した SK087、

を出土した SK 116、土製小玉14個と石棒状石製品を出土した SK 117の 5基が、

を有する土墳ということになる。就中、確実なものは、 SK 117のあり方であろう。

時期 土境相互に重複はあるが、確実に時期の知られる遺構との重複は少ない。また、

に付随することが確実な副葬品を有する土墳は健少であるし、土墳埋土中出土の土器片も、確

実な時期決定材料にはならない。したがづて個々の土墳の所属時期を決するには困難が多いと

わざるを得な¥;

(2) 土器棺墓

とした遺構は30基である。しかし土器の中からは土墳と同様に人骨遺体はその片鱗

すら検出されてはいない。したがって、こjしだけで土器が遺体を埋約した棺であるとの断定は

甚だ組拠を欠くと言わざるを得ないし、被葬者層も限定され得ない。

縄文時代の遺跡、で埋護、土器地主主遺構などと呼称きれる遺構のうち、住居内の入口下から発

される埋察を、出産に関する呪術用容器とする見解があるが、平鹿遺跡例は全て鹿外から

独に発見される遺構であることから、この説は考えなくともよいし、配石下からの出土でもない

Q
O
 

つr
山



検出された遺構、造物のi検討ffd節

と考えることはできない c

実際に土器の中に人骨の収納されたwuは、渡辺誠の集成によれば'44f'iljあげられるカ

児であるという。白域両県の縄文晩期貝塚検H¥iJりのうち、十中八、九は言人報文では

R.L、 1[1
り司口 JL;Q 極め!求加えて、 i白山j

を土器に収納するという

小金井良精の言うように単に成人理納用の大形土器を作ることができなかったからではなく

ハガJを収納した土時棺が続出された例があ

をとめて行われたとする

る行為は柏子所に好例を見るし、人骨の遺存しない土

墳墓内にもベニカ、、ラ散布の認められる場合があり、平鹿遺跡の土器内の赤色顔~q.の存在に共通

を惹く。 遺体頭部にべニガラを

土器を母胎と見たて、

であると言える cする

以上のことから考えて、平鹿遺跡の単独理設の深鉢形土器は、幼児、死産児用の棺である可

の様に、成人骨を二次埋葬したものとの想定は残るが、前者は地域的、時間的に極めて限定さ

れること、後者の葬法が展開するのは関東地方、東北地方南部の弥生初頭に限られるこ

えて、縄文時代土器棺に成人骨埋納例は極めて少ないことなどを考え合わせると、平鹿遺跡の

、加

や、弥生時代の能性は卜分に高いと考える。縄文後期j十腰内 1式部jの

場合も、幼児・死産児用の土器棺とする考えを積極的に否定する根拠は極めて乏しくなる。

S R 010をその南限とする。西端は7J(路造成予定地の土器棺は SR 012を北限とし、分布

〉」N D60グリッド内に検出された SR 002であり、大局的には土墳と似通った分布を示す。

ろが、発掘区域内中央部の SQ001 .007付近には存在せず、中央部ほど分布が希薄となる傾向

との重複はなく、北端や南端の土境密集地では土墳群の内る。

MB64内の SR 012 南端の SR030~033のあり方部にはなく、その外側に検出されている。

それを端的に示している。分布密度は士墳の分布が希薄となる S1001・002竪穴住居跡付刀、

i立が最も濃い。以上から、土器棺は主として各種遺構分布域の中でもその外方の西側及び海側

にあり、大筋としては土墳と近似する分布形態をなすが、土器桔墓構築の場所選定にあたって、

区別さ jγていたことが窺える。とは

原則として)df~~:rL製深鉢を偲用しており、精製土器は用いられず、台付型式分類

日常使用また、器面に燥状物質の付着が見られ、浅鉢を用いた SR 020は例外的存在である。

これに結身土器形態を組み合わせて、である。蓋の有無から 2大別されるが、

されるハ

し

に
.v

しないもので、 25例あり全体の80%以上を占める。A型式:深鉢形土器を棺身とし、輩を

この器形を棺身としたもの

を用いたものに細分可能で宅ある。

を有しないもので、

Q
d
 

呂型式:台付j支鉢形土器を棺身とし、

これは
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31 

0印は赤色顔料

の4実出されたも
グ〕

0 

頻度

例のみである。

C霊式:深鉢形土器を結身とし、これに上方から倒立伏位の土器を桔身内部に一入れて議とし

7こも σ〉。

D型式:深鉢形土器を結身とし、

その内部に別個体の深 50 

鉢形土器底部を納入し

て蓋としたもの。
40 

正型式: を棺身とし、

上部を濡平な自 令」」トJ 

30 
龍用した うもの。

うち し、
つの

を知り得るものは21基である G 口

S R 016の19.0cmを最小とし 10 

てSR 031の36.5cmを最大値とす

/ 
「民、

C 
/ 

/ 
ぷ£

42K910j; 6 
@ 

@ 

24 

/1~もお
/ 

/ 

容

毒 1つつo..1..t...，; 

'-'J 

も同じく SR 016の20.5る。
高器

唯一
10 20 30 40 50CM 

cmが最小値、 SR 031の43.7cmが

最大値であり、土器の口 第201密 土器桔における口径と器高との相関グラフ

-230 
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は正比例する傾向が窺えるヘ SR006と024は胸部下半部のみを用いているので器高に比して口

径が小さいが、他はいずれも口径、器高が同ーか、口径よりも器高が上回る土器を使用してい

る。口径は27~33cm、器高は30~38cmの間に い(第201図)0

若手島顔料 e 観葬品 5型式に分類された土器桔のうち、 A型式に 2i持、 B型式に持、棺内

底部付近に赤色顔料の認められるものがあった。棺内から確実に副葬品と考えられる遺物の出

土は見られなかった。しかし、 SR007土器棺内には完形の小形精製台付深鉢が出土しており、

これを副葬品と見るべきかも知れない。

時 期 土器は全て型式表徴の少ない粗製土器を使用しており、土器型式の時期決定には

少なからず間一難を伴なう。だが、口縁部装飾帯を有するものは精製土器との対比が不可能では

なく、 SR018は大潟 BC~

(3) 右四炉 e 焼土遺構

分布 石囲炉は31基、焼土遺構は 5基検出された。 遺構配置図を見ると一見してその分布

S R 019は 、SR007は 対上とできょう。

のあり方が、土壊、土器棺の分布とは異なることに気づく。すなわち、土墳は平鹿遺跡の南東

~北西両端に至るまで広く分布しながらも大きく 4群に分かれ、土器桔は土壌群からは少し外

離れ、主として遺跡の西~南側の外縁を形作っているのに対し、石間炉・焼土遺構は外縁

部に少なく、むしろ中央部に点々とではあるが広く分布するというあり方を示している。しか

もそれは東間にある SN 026~030の 5 基と、北西端で孤立的存在にある S N 048とを除外すれ

ば、中央部にある尼大な量の遺物や自然石を出土するゾーンとほぼ一致する現象に気付くので

あり、そこに捨て場の形成と石国炉・焼土遺構の構築、捜円行為との間に有機的関連を推考さ

防せるのである c

型式分類 石間炉・焼土遺構は、形態的には竪穴住居跡中に付設される炉と何ら変わりがな

い。石i脅かIは一般に火の J使用による焼土堆積、焼面の形成、石の亦色化が少なく、火を用いた

としても短時間の使用であったと思う。平田形及ぴ遺物のあり方から 5型式に分類されるむ

A型式:平面形が円形ないし楕円形を呈し、石閣のみからなるもので、石聞は二重になる

もの

呂型式:

。25基を数える。

円形ないし情円形であるが、 rll夫音ISに土器 るもの。

C型式:石i型炉に供献土器を伴なうもの。

D型式.'百四が方形を呈するもの。

ε型式.~百四を用いず、焼土のみからなるもの。

平鹿遺跡における31基の石間炉は、円形ないし楕円形となるものが大部分で、方形は一例だ

けである。大きさを見ると、最小径は SN048の45cmで、 SN023の長径 160cmが最大経で、ある。

縄文時代晩期の犀外石田炉が検出された秋田県鷹巣町藤株、北海道七飯町聖ので、祭示日用具、

11A 
つリつム
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14j認iレi寸ギ[エ門次郎;出、岩手県北上市九年焔の 4 遺跡の{刊では、 11~îl体数が少ないせい

もあろうが、 4_遺跡ともに一白昼間炉の大きさにまとまりが見られる己だが、王子鹿例ではほとんど

まとまりがなく、 iliil体イ:1=1瓦の大きさのは、らつきが大きいと言わねばならない。

:μ同1戸のうち特異なあり方を示すものは、己 N024と025であるむ SN 024は既述の様に、共

通する中 1~lil ~誌を有する S Q 006配石と近距離、同一面に構築されており、配石と

を持って構築、使用されたと考えることができる G また、 SQ 025は丁寧に作られた二重の石

1mと同一面、あるいはその上方に、 3個体の完JIラまたはそれに i[い十22を共伴しており、 SN

024と共に火を使用した祭犯行為の営みを想定させる。焼土i宣もまた、他から運搬された焼

土ではなく、その位置で火を使用した結果であるから、石間炉同様の機能を有する遺構と考えて

よさそうである。 、右エ門次郎容、九年揺の諸例では、石田炉が住居内に付随する炉

ではなく屋外の炉であるとの立場から、祭肥遺構とする性格づけを行っている。平鹿遺跡では石

国に確実な柱穴、壁が検出されず、前記3遺跡同様に崖外での使用を考えた。

く、かなり散逸した状況にあるものが多い。これは遺存状態の良

好な SN024・025の存在などを考慮すると、 破壊したと考えるよりは、そのままに近

い状態で屋外に放置されたものが多いことによるものではなかろうか。

同記石

自己主iは11基検出された。分布を見ると、調査区域内中央部に集中する傾向が歴然としており

S Q 014 . 015を例外とするたらば、その分布は中央部の指て場ゾーン内に完全に収納されるこ

とになる。硯:に SQ001は

位置している(

形態、規模に

A:ある範囲内に

s:石がまば、らに

c:規1支が小さく、

111、北西一南東 160mの範囲のはほ中心に

きではないか、イで1の配置のありゐーには、

して石が敷き詰められるもの......S Q 006 .014・015・016

るもの.6....................…........S Q002・。03

に類似するもの一................S Q 008・009・010

。 :B.C の -.t!I~1うした Hヲで'. m1安のブ三きなもの・・‘“...陸事・・.S Q 001・007

以上/-¥~D の 4 形態のあることが看取される

配石には SQ 006の様に-)]"J!ラ石I-EfI炉と結びついて機能したと考えられるものや、 de石下に深

い円筒状土があり、こ7.LiJ-;"j-_墳の111でも特異なあり方を !J.;す SK 076の土揖形態と類似する

ものなど、 iむの遺構と不可分の関係にあるものがある。また、 s(~014 ・ 015は L 、もliサーの

形態で、しかも遺跡の北西端と南端の土峨群にそれぞれが付随する如くに対IIJ寺しており、その

性格には共通のものがあろう。

っけ)
つリつω
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S X 009であるが この他に調査区域内 ;土
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、 ;長シワ

造物を るゾーンがあリ 1 こnをも と考えることができる。

中

層、

司
一
J

てト品
、J
J

，
ザ

dお m 

から成 1)、 し

からは、わずかではあるが大洞BC式に含まれると思われる

あり、上部からIIl f 層にかけては大i~íJCl ・ C2 ・ A 各型式の土器が

ら一貫してJ合て場として利用され続けたことが分かる。より微細に土

~，..J.- -? 

'二ゴうペ念。

の遮光器土偶などが

し、本遺跡形成の当初か

と出土層位及び出

土地点の関連を るならば¥その形成過程の復原も難しくはないであろう ο

土器の出土状態を見ると、復原のできない小破片が圧倒的に多く、これらに混じってほとん

それに近い状態の土器が 11111ずつ点々と発見され、復数まとまっての

は至って少ない c 遺物は土器は、かりではなく、完11ラで使用にji¥lえ得ると思われる石器もまた多

し、。

他の遺構との関連を見ると、

ら遺構の周囲やその上方に、多く

石間炉、配石がこの範閣の中に含まれ、これ

的に堆精しており、存種遺構群の構築と同時に

)む成が進行したことを

こうした中に SX 006の大ilitlA

るが、大il司C2式水器13個の同様の

ているの

ゾーンからは

さらに MB47・48グリッドの 31品n(J) ~L苦言出 j 今

能
μ

心
人
i

)な 寸ェ フ
ヴ) ?:句、、…} 9 こうした されたを

示すものである。

検出された SX 009 I土、地山上に自然に形成された浅い落ち込みの中

J二、これも多量の遺物を廃棄したものであるが、中

る。まず形成時期についてであるが、大洞A式期だけに隈られ、より古い

おらず、むしろ大洞A式の中でも C2式の面影の少ない、より

の相違点が指摘さ h

を含んで

く、本遺構の

形成はかなり限られた 内に行われたことが言えるハ次に

にあり、 )-- l二lまより?干し通 だけ
L
f

ゲ一

ず、明らかに斗l央部拾て場とは区別されて隔絶性を えよう。

きらに根本的相違点は、勾玉，小玉，耳1士など 6641聞の装飾品類の存在である c これは

品のみの点数であり、破担品も含めるならば、これをはるかにi凌駕する数植となり、こうした

極めて多数の装飾品類が SK 117の様な個人墓への副葬品としてではなく、土器、在器類など

と同様にこの場所に廃棄されているのである

とSX 009 レ には、その形成に際し の介在を

4ふ

円
九
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強く HLnuせしめるものがある

さて、色ケ 叩けよ、またそ タトの遺跡にせよ、

ム.- ;..ふ..1 J. ~ 

レj 主主二 iJ_'{) 

ム
f
作
一
一

物の出 i っIk?~êに対し、その形成要因の解明には

の出上:1::1¥~.兄と、 i立跡lJ~fm地点でのありを

まれている H 例えば、

I .:r~ 
l_.../~ りのシ

ズ十 1)ティの問題として把え、 ~'ターーシの一つ

同遺跡その他の縄文晩期j

hdc 

せることによって縄文社会を叙述しようとしてい

日時:を した清水il~U三は、
や
ム
ザ
}

した芹沢長介らは、

こうした状況に対して生活の根拠地(

たゴミ J舎で」会と布日出し、そ

)から無用になったものを搬入し、集中的に

を

し

を担当した藤村東男は、 と ら、火の使用と結び

つい

こうして、 のものの動機の解釈は、 という生産的側面から解釈を加える

ものと、祭把という思惟的、精神的側面から解釈を加える と 分かれている。また、

宇

の問題として把え、

ある。

とその形態や内容から縄文時代の歴史像にせまろうとする も

これら を踏まえ

という人間の墓地と

おける あり方を見ると

遺物の捨て場が形成さ

、個々の人間にせよ、あれているという点に若日しなければなるまいロすなわち、

ったものや不安になったも 中、3
ノ
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る石器の一つに鍬状グ):fJ製石斧がある G
市 J土 よりも圧i到的に多く、その

二仁掘り具としての機龍を想起させる九これをもって泣ちに

いが、亀ケ同遺跡;そのf患の晩期遺跡における

とすることはできな

『

h
》

、ブヘ
ヤ宇
LJd

Lr」

上で、大いに参考とすべきと考える。

4 5先生土器について

弥生土器のうち、 SK 077出土土器は-1'，5出土である点で好資料と言える。第 174図 1の浅

鉢は砂沢式、第 17512124の蓋は宮域県青木知i出土土器にXH例があり、その他の変形工字文のあ

る土器も青木畑出土土器に近い担訪日を示すというの青木'j:lli(式)土岩手は北上)11流域の大j同A'式土

られ、山王III層式の前段階、大泉式の初期として報告されている。 山

は磨消縄文のある変形工字文の施された土器が伴うが、青木畑出土土器の中には極めて少

ない。平鹿遺跡 SK 077出土土器は小rvJi片が多く、量的にも少ないが、麿消縄文の施された土

器は l点も含まれない。秋田県内出土例と比較すると、形態的にも文様からも、来!i'問遺跡A類

最もj互い土器と考えられ、この後に

されようの

5 平安時代遺構、遺物の年代

4~6 上の古遺跡 i群 A

された {土、上方に火山灰層の堆績が見られる。

る灰白色火山灰と同一であるという。この灰白色

えられており、平鹿遺跡の平安時代遺構、遺物

よれば、

火山灰の降下年代は10世紀前半ごろ

はこれよりも遡及する えられる c

2節結

以上て\平鹿遺跡で検出された各種の遺構と尼大な量の i+\土遺q~に対し、械めて限定された

時間内でなされた皮相的観察結果の集約を終えることとする。

すでに秋田県内においては、矢石館、拍子所、内、 j易出野、梨ノ

を s 三占"ロ-，-"十 LI、!!.l7_-H-rI空手1!Jで-!rJ タケヨ回」ご-""ずそ- .~、 n ~-l 戸 L¥子閉コと l;llJく七 ょ
こ L ミ j ヰ:fむ}仁Pす '1¥， 0見失JjV}習志手配当、IJ • nJfU ~-'r-.:1てど正しに ~iJ ・ j ち ...-(. riし り V _J!X九フド'e:_Jrr:IこL メ}

を今後の課題としたい。

式文)j以

る!広告Ijは弥!七時代にも速まおとして継続している

!語、れ、等間に付されてきた傾向があるが、福島県

はその研究成果が余す所なく披服されている。天神原遺跡は桜井式と伊勢林前式期と

の!習に挿入される遺跡で、成人用土ilC菜・幼児用土器柁墓の共存する様態は、 j易出野・梨ノ木

塚-平鹿の諸f1Uと て良く近{口、する姿を呈している。
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ていあるカヘ
-
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〕

「
/ーし弓
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ノ
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れ
V

記
寸
d
H
H

関東ー束北南部の祢生初頭の再葬幕は縄文時代から

同時期の幼児慕は不明である。 だが天神原式期の墓指Ijが縄文Mj代の伝統的基需Ijであることが確

した-oT音色'1主はないとは言えないコにもならば、

していたとしていたじ民、近畿付近までは既に'1と鹿遺跡が縄文時代11免JtJjに

する見解は多い。九州、| 句， 
/，;) 中にiJ引去をでは、

って伝来し、かなりの規模に組織化された形で営まれていることが知られている c

平鹿遺跡、の縄文人も、そうした時代の動きを鋭敏に感じとり、新たなる編成へ向けて解体した

のかも知れない。

1!lつ!l
l~JV 第 l巻第 3号LU内清男「所詰亀ケ図式土器め分布と

年

三主 l 

第 2号『二iじJr~古代文代』誠「亀ケ関文化における埋葬形態をめぐるこ三の問題」渡辺

1969年

註 2

第63巻遺体の配列、とくに頭位方向」ロれ
U
F

立
日

γ
1
4
 

Y
3
1
4
 

館山謙作「縄文期の葬市IJ

1977年第 3号

中本註 3

秋田県教育委員会・能代市教育貝塚第 2次・第 3大和久震平

1966年ム広]貝委

註 4

1978年秋田県教育委員会畠山憲司註 5

1970王子No.42 ャーナルJ忠、「所口に胎盤を埋める呪術」註 6el木下

1981年18 考古学選書ぱゴ
，じρb木下

第29巻第11号ついて(わ山本i庫 久 i縄文時代中期末、

1977年

註 7

1982年No.208 ii考古学ジャーナノレ』誠「縄文時代の譲宇宙」J度辺~t 8 

1927年第42巻第 8号長谷部言人 i~t:j 器時代の死産註 9

1979年本吉町教育委員会小井)11和夫三主10

1921年第38巻第 1号小金井良精「日本石器11寺代人の埋葬状態」日主11

1982年講談社現代新書平野仁啓『日::tこの神々註12 664 

互1:4'こi司じ

註 51ニi斗じ。

江:t}i1i.ilf弥「縄文土器文化後期における

註13

2主14

1968 第 6号『北奥古代文化」

ム年

詰15

杉原荘介・大塚初葉;主16
明治大学文学部考古

1974年第 4冊学研究報告

第43巻第 1・2号『文1tcUっしミて」
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1979年
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註18 註 8に同じ。

三1:19 高橋忠彦 q長十字遺跡発掘調査報告書J 秋田県教育委民会 1981年

註20 ]'子 ?r~長介『壁W'" 東北大学一号古学研究会考古学資料 出fm-2 1979年

H21 春日{言問 r打エ門次郎窪遺跡・三合山遺跡:奮石ノ完遺跡発~Ji1 l 調査報fJt古 青語:県教育委員

会 1982年

註22 藤村東男『九年情遺跡第 3 北上市教育委員会 1977年

註23a小林達雄「縄文社会復原へのアブローチJ 千三刊どるめん』 第 8号 1976年

h小林達雄編『日本原始美術大系 1 k:flli文土器J] 1977年

c小林達雄編『日本の美術JJ No.145 1978年

註24a 清水j間三『亀ケ問遺蹟一一一青森県亀ケ|商低湿地i宣践の研究一一」 考古学 e 民族学叢刊第三

冊三日史学会 1959年

b 清水位j三『是)11遺跡』 中央公論美術出版 美術文化シ 1)ーズ 1%6年

註25 註20に同じ。

註26 藤村東男『九年橋遺跡第 5次発掘調査報告書』 北上市教育委員会 1979年

註27 鈴木克彦「廃棄論の制~~成と課題 亀ケ岡ノザーンの認識から一 J rr考古学ジャーナル』

No.142 1977年

註28 註27に向じ。

註29a市原寿文他「縄文後期・fJ免期の低地性遺跡と環境復元J rr考台学・美術史の向然科学的研究』

古文化財詩編集委員会編 1980年

b那須苧i前「縄文人は栽培、ノパを食べた?J rr科学朝日」 第41巻 6号 1981年

註30 ~頁藤隆氏の調教示による c

註::31 佐藤信行「東北南部における縄文晩期終末とその直後の土器丈化(下)J

第6号 1981年

註32 加藤道男『青木焔遺跡、J 宮城県教育委員会 1982年

註33 摂藤 降「土器組成論J rr考古学研究』 第19巻第 4号 1973年

註34 小武j好松四郎 r籾痕土器をともなう秋田県南秋田郡井)11町新開遺跡造物について 1977年

註35 大和久長平『手l{x_清水遺跡発掘調査報告書'" 1974年

註36 畠山憲司・小玉 準「由利町とので?遺跡採集の弥生式土器J rr本荘市史研究』 第 1号 本

;I:E市史編さん室 1981年

三~ì3ウ， 白鳥良一「 宮i攻県多EiJJ与え勤:調査誹究所 1980年

註38 !向山 11羽「縄文晩期の組石柁」 第40巻 2号 195t1.{f.

註39 註 4Iニ戸]じ

註40 阿部義_ijL 第54巻 1号 1968年

三1:41 ~t 5に同じ

註42 畠LLI憲司 r梨ノ 秋田県教育委員会 1979年

註43 菅i民{変行 秋田市産業部・秋田市教育委員会 1980年

註44 註19に同じ

註45 馬百!II真一 1 . II J] 桝葉町教育委員会 1982年
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託。!16a J平井清足 「岩波講庖日本歴史 原拾および古代 1 1962年

b1、1千i

1979年

ci平井一清}E_ 「森貞二郎12?と …Lを 1982守三

d林 謙作「縄文fl免期という[l~:代J iq埴丈土器大nl(; 4 1l~~~~JJ~ 1981年

~!A7 佐々 木ー高iりj 1982年

;主48a 仁ド

b r:t 

「唐津市菜畑:遺跡の水田跡-

f初期稲作j明の

L巻 1982年

c 1=1:]島直幸「縄文1I免期後半の水田跡」

『歴史公論 第 8巻第 l号 1982年

を中心(二一一 I 森点

創刊号 1982年

以下の土器 3片が橿原式及ぴそれに指する土器である旨、北海道大学林謙作氏、

より iiliJl教示を受けた。 出土地点は l、 LG52、 2、 LD51、 3、 LE54

で 1 ・ 2 が大洞 c ・ A 式と、 3 が大~I司 A 式とそれぞれ伴出した。



別 秋田県はりま

および、平鹿の

化学的分析

ミ 11 

代遺跡

内V、払田槻

の火山灰の鉱物

雄

山田一部

l 

一次鉱物組成分析)刊の試料は、火 そのまま怖で0.1~O. 2m耳分を採取し、

次いでテトラブロムエタン(比重2.96)で重鉱物部分と軒鉱物部分に区分した。軽石部分の分

析用試料ははじめに分離した軽石をII珪く粉砕した後 火山灰の場合と同じように重鉱物と

つの部分に分けた。 、それぞれ200~ し、そ
k
f

一三

与でしめした

、、
J

一-/J

H
J
小ス

十
f
伊

能山一一日打点り寸八
日
叶
/

仰
心i

L
 

Z
6
0
トーγ

、
f日子状、頼~1~1j!~ .~i犬の 4 主に した。スポンジj支は

突起をもつかラえであり、 多いものから少ないものまで含

めたf;~:~;f;jt:1たガラスは あたかも →なうたようにみえるものである。 チデ
• 0 

つプZ
一、 平であり、 スボン ;1夫や;岩石市三!支えずラスより 豆、-l- -"7 

7)ミめむ チf弓マ lま

から を有する角i宅tえのガうえであるコ

-
ゼ ることにより、火山!大の 出源の同

らにより l叫らかにされているので、こ jしを供試火山J:疋にも]車問し

そのまま、分離さ htこ軽石はまL針γご;ト7こハ

分粉砕した説、 Mt1=l"

]~1.:JIL: をオくの入うたどーフラ

草子 した。さらに不純t0を除くため、メノウ し fこ 1î~i

号、、 J ←-
入札、マア不十イアスタ フ しながら

し、 Fに-~__. くなるまでくり返した。二j;にこのM~j;~じi払を ふ
げ
}V

 
した。

2 分析結果

i ) 一次鉱物組成(表 1) 

はりま館遺跡のNo，2 (M B 75--M D 75、第 1層)は本質物である 111玉石が大部分である

同遺跡のNo， 7 (MB75-MD75、第 6層)は類質物である多量の岩片4 を含んでいる。このため、

恥 7は試料全体の分析と、試料より分離した軽石部分とに分けて分析した。大自立のNo‘9 (T 

勺
、
u

d
パ

τ
〈ソ
ω
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¥¥145、oP IINo.-ll、第 2層)案内V (lANV、 SX08、第 4層)および払問機のNO.21(D 

HT丘、第49次KD37)の各試料も、同様に火山灰全体と、軽石部分に分けて分析した ο

遺跡のNO.22( 8 H K， D 0 2 )は細粒な火山灰であったので、全体部分のみを分析した。

はりま館遺跡、のNo.2の重鉱物部分は全体の 4%と少なく、その組成はシゾ輝石と磁鉄鉱と少

ら成る。軽鉱物組成は無色火山カ、、ラスが圧倒的に多く、その形態は大部分がス

ポンジ状である。軽鉱物中には少量の斜長石が含まれている。同遺跡のNo.7の軽石部分は、重

鉱物含量ともNo.2とまったく同様の鉱物組成をしめす。これに対し、同遺跡、のNo.7の全体部分

は、重鉱物中に少量の角閃石が含まれている。また軽鉱物組成は斜長ちが26%と軽石部分より

多く、火山庁、ラスも頼粒状のものが大部分である。

大岱II、案内V、払回柵の各遺跡の各試料の全体部分の一次鉱物組成J土、はりま館遺跡のNo.

7の全体部分と向様の結果である。そして、これらの遺跡の各試料より分離した軽石部の一次

鉱物組成も、はりま館遺跡のNo.2およびNo.7の軽石部と同様の結果である。ただし、案内V

跡、の全体部分の重鉱物含量が34%と高い値になっているが、これは案内V遺跡の概要にも記し

であるように、火山灰が降下後、移動堆積したためと考えられる。

平鹿遺跡の火山灰は全体部分を分析したにもかかわらず、その一次鉱物組成は、軽石部分と

ほほ、同様の結果となっている。このことは、同遺跡の火山灰は、大部分本貨物から成ることを

しめているハ

2) 磁鉄鉱の化学組成(表 2) 

若手遺跡の分析試料は、はりま館遺跡の部分にはNc上2とNo.7の全体と軒石部分、大出立

はNo.9の試料全体と軽石部分 および案内V遺跡ではNo.l7の全体、払田柵跡遺跡ではNO.21の全

体、平鹿遺跡で1土NO.22の全体である。

Shojiらは日本各地より採取した新鮮な

い、磁鉄鉱中のZn/Fe十Ti値が高い程、火

山灰は苦鉄質であることをしめした。

各試料のZn旦陀1;νJ庁J

田櫛のN駒o.之2幻H1以、外Jはi全て、火山灰はi流Jt志fG乙品主絞之岩 F賀買質γ となる(ただし、これらの試料で平鹿遺跡のものだ

けはZn/Feト百億がやや低く、十百億がやや高くなっている。 磁鉄鉱はYilll性条件下では

スコリア中に含まれる砿鉄鉱の化学分析を行

り、逆に十Ti1直が高い程火

しやすい。払田Hllf遺跡は水田状態の湿性:伏態にあったため、この法制;の火山)1-(中の磁鉄鉱

は変質を受けているものとおもわれる

磁鉄鉱の化学組成からみると、火山灰ははりま館、大岱丘、案内Vの各遺跡のものと

跡のものの二つに区分できる。担、田櫛遺跡の火山灰J土、

可能である。

を受けているため区分不

A
せ

A叫
ム



3 考察とまとめ

東北地方とくに ト」市 の多く 白色の火山灰

が見tちされているれ井二上らはそれらを十和田 a 大池による名

に広く分布する)、秋田焼石軽石 (AY P、岩手県中央部に分布)、胆沢火山氏(

分布)、灰白色火山灰(宮城県一帯に分布)に区分した。しかしこれらの中で目立沢火山灰と灰白

色火山灰は同じ火山灰の可能性が強い。

LLJ灰と らの田火山灰との関係は りである。さて秋田

はりま舘の火山灰

No.2 は、磁鉄鉱の化学組成は To-a ニ55~60% 、 Ti%=10% 、 Zn およびVキ 1000ppm)

とき jつめて(!?、ている。しかし、

組成はシソ輝石キ50%、

To-aj~ s o/;;，tl1マ
~υ ヂノ‘ ・

キ20%、磁鉄鉱キ30%であり、軽鉱物組成は無色火山方、ラス

が圧倒的でそのうちの半分以上が崩平状方、ラスである)とは次の点で異っている。火山ガラス

の形態は To-aは扇平が大部分で、あるが、 No.2はスポンジ状が大部分である。 No.2の普通輝石

To-aより少なく

は異るものとおもわれる c

国遺跡のNo.6の火山灰は、

To-aよりも多い。従づて、 No.2の火山灰は To-aと

まれること、および火山ガラスは頼粒状のものが

多いこと、さらに軽石の火山方、ラスはスポンジ状が多いことなどから To-aとは区別される c

従って、はりま館遺跡のNo.2とNo.6の火山灰は To-aの噴出直前に十和田カルデうより噴出

しな大湯軽石とおもわれる。

大岱II遺跡と案内V遺跡の火山灰

大田II 案内V遺跡の火山灰も、 に含まれること、火山ガラスは頼粒状のも

のが大部分であること、そして軽石中の火山力、ラスもスポンジ状が多いことなどから To-aと

は区別され、大湯軽若とおもわれる c

払出柵遺跡の火山灰

払EBj;Hfr遺跡の火山灰;土、腐植がかなり含ーまれており純粋でないこと、またj室性条f干にあった

ため磁鉄鉱が変質しているとおもわれることなどから、井上らの山火山灰との対比は難しい。

従って今後払回tlfit遺跡の近辺の丘陵地の遺跡、または土壌中の新鮮な火山灰を用い分析する必要

がある。

平鹿遺跡の火山灰

平鹿遺跡の火山灰は 認められる灰白色火山灰( 5%以下

組成はシソ 60%、 、磁鉄鉱キ20%、軽鉱物組成は火山ガラスが圧倒的で、

その形態は大部分がスポンジ状である。磁鉄鉱の化学組成は、 Feニ55~60% 、 Ti ニニ 10% 、 Zn=

245 



号Ij科11¥ 1 

1000pprn、Vキ 2000ppm) と一次鉱物組成、磁鉄鉱の化学組成ともきわめて類似しており、灰白火

山灰と向ーの火山氏と思われる。なお灰白色火山灰の年代は、 10世紀前半と推定されている。
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1 ) 庄子貞雄、小林進介、増ぅ!ニi二淳一 (1974) i火L1JJ)己中の強磁性拡物の化学組成と i噴出源との関係

について」 69 pp .110-12υ 

2) Shoji S.、KobayashiS.、Yamada1、andMasui J (1975) Relationships between the Geo-
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表 1 一次鉱物組成(粒数 %1

表 2 磁鉄鉱の化学組成
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